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　爽やかな朝を通り越し、そろそろ昼になろうという頃、台所で昼食の用意をしていた亜麻色の髪の少女の背後で、唐突に食糧庫の扉が開いた。

　少女が振り返ると、中から大あくびをしながら長身の美女が出てくるところだった。

　そこから見える食糧庫の中は木箱や棚で余分なスペースも無く、当然外へ続くドアもないのに、だ。

　腰まである真っ赤な長い髪に手を突っ込み、ぼりぼりと後ろ頭を掻きながら再び大あくびをかます。身に着けている襟ぐりの緩いドレスもその豊満な胸が零れ落ちそうなところまで肩から落ちていて、そのけだるげな雰囲気はやたらに艶っぽい。

　慎みもナニもあったものではないしどけない姿の美女を横目で見て、少女が溜息をついた。

「もー、師匠ったら、なんでそんなトコから帰ってくるんですか。ちゃんと玄関か自分の部屋に繋げてくださいよ」

「だあって、おなかすいたんだもーん。ヴィオラのことだから、ちゃんとあたしの分のお昼も用意してくれてるって思って～」

「そりゃ連絡もらいましたからつくってありますけどね、ていうか今つくり終わったとこですけどね。狙ったかのようなタイミングで帰って来ましたね」

「ふふーん、さっすがあたし～。お昼なあに～？」

「サンドイッチですよ。ハンバーグサンドと野菜サンドと卵サンド」

「おお、好物。さっすが判ってる～♪」

「ひと仕事終えた後ですから。お疲れ様でした」

「そーよぉー、疲れたんだからお疲れの師匠を労わってよね～」

「でも、そのあとしっかり男漁りしてきたんでしょ。魔力回復はできたんですか？」

「もちろんばーっちり。あー、充実したー」

「……そりゃようございました」

　嬉しそうにテーブルの自分の席に座って、そこに置かれた大皿のハンバーグサンドに手を伸ばす。軽く見積もっても五人前くらいはありそうだ。

「旨ーい。やっぱウチの秘蔵っ子のつくるものはいつもサイコーよねえ」

「褒めてくださってもこれ以上なんにも出ませんよ」

「これで充分だし～」

　にこにことサンドイッチをぱくつく師匠の皿の横にスープのカップを置いてから、自分の分の昼食を師匠の前の皿からいくつか取り分けた。ちなみに量は普通に一人前だ。

　若い騎士もかくやという食欲で勢い良く食事を平らげた師匠は、遅れて食べ終わった弟子である少女、ヴィオラが食べ終わるのを待って立ち上がった。

「ご馳走様～。じゃああたし、ひと寝入りするわぁ」

「なに言ってんですか。これから王宮に行かなきゃでしょ。陛下が報告を待ってるんでしょう？」

「そんなもん待たせときゃいいのよ～。別にコトはもう解決してんだから。あたしが行かなくったって他から報告は上がってんでしょ」

「ダメですってば！　ちゃんとすぐ報告に来いっていつも言われてるでしょ！　また魔術師長様に怒られますよ！」

「ヤだ、めんどくさい。あのヒトうるさいし」

「ヤだじゃないです！　子供ですか！　はい、手伝うから着替えて！　お化粧して！」

「先にお風呂入りたい～」

「はいはい、用意してありますから」

「さっすがヴィオラちゃん、ありがと～」

　ヴィオラが師匠の背中を押して歩かせるので、ゆるゆると歩く。当然食糧庫と反対の居間へと続く扉の方へとだ。

　だらだらと風呂へ入り、そのまま湯船で寝ようとする師匠を風呂から追い立てて、ノースリーブで細いシルエットの黒いドレスに着替えさせる。右側面の腿近くまで深いスリットの入った扇情的なデザインが実に良く似合う。鏡台で化粧をする師匠の後ろに立って器用に髪をまとめ結い上げれば、絶世とつけてもいいほどの妖艶な年齢不詳の美女の出来上がりだ。

「今日もめっちゃ美人ですね、師匠」

「んふー、ありがと。ヴィオラ、あなたも早く出掛ける用意をしなさいな」

　にっこりと魅惑の笑みを浮かべた師匠だが、ヴィオラは、え、と動きを止めた。

「え、私もですか？　またですか、なんでですか。呼ばれてるのは師匠だけじゃないですか。私が一緒に行ってもお菓子をいただいて帰るだけですよ？」

「いいじゃない、お城の上等な美味しいお菓子を食べに行けばいいのよ。あたし一人で行くのはさみしーんだもーん」

「さみしーんだもーんじゃありませんー。いい年してナニ言ってんですか」

「いい年は余計。いいから着替えていらっしゃい。陛下もあなたが来るのを楽しみにしておいでなのよ。女の子の孫を可愛がるおじいちゃんの気分を味わいたいんだから聞いてあげなさい」

「それ、めちゃくちゃ恐れ多いんですけど。はあ、判りました」

　御年七十になろうという我がレンストランドの国王、レオナルド・ヴァルタル・レンストランドには女孫がいない。自身の娘は他国へ嫁ぎ、三人の息子の子も男ばかりで女の子が産まれなかった。

　本来なら国王に直接会えるような身分ではないはずのヴィオラだが、師匠のおまけで登城すると陛下の機嫌が良いらしく、側近の方々にも黙認でなにかと同行させられている。ついでにご馳走になる美味しいお菓子につられている感も若干はある。若干は、だ、うん。

　仕方なく、自分の部屋に戻ってクローゼットを開け、少し迷っていると、背後から師匠の声がした。

「クリーム色のがいいわ。あのひらひらふわふわのヤツ」

「え、アレはお城に着ていくにはちょっと可愛すぎませんか？」

「いいのよ、あなたは可愛らしくしていけば」

「でも、もうちょっと大人っぽくしたいかなー、とか」

「バカね、あと十年もしたら可愛い服なんか着られなくなるのよ。その後はずっと大人っぽい服を着ることになるんだから、着られるうちに着ておけばいいのよ」

　そういうものか、と思わないでもないが、でもやっぱり大人っぽくしたいとも思う。

　先日成人したヴィオラはもう結婚もできる年、十八歳になった。だから少しは大人っぽくしたいと思うのだが、ことあるごとに師匠はまだいいと言う。

　そりゃあ色気の塊のような師匠のようにいきなりなれるわけもないが、ちょっとずつでも『大人の色気』なるものを身に着けたいと思うのは、背伸びをしたいお年頃故というものだ。

　更に憧れの男性がいれば、そしてそれが年上の大人な男性だったら、余計にそんな気持ちになったって不思議はないだろう。

　ふと、登城したら逢える可能性のあるその人のことを思い出して、思わず服を握り締めかけて皺になってしまうと慌てて手を離す。

　せっかく奨められたのでクリーム色のドレスを出した。成人のお祝いにと師匠があつらえてくれた逸品だ。丈が踝の上までのシフォンのドレスはウエストで切り替えられ、スカートは柔らかい光沢のある絹の薄布が幾重にも花びらのような形に広がっていて、花の妖精のようなデザインが華奢なヴィオラにとてもよく似合っている。

　柔らかそうな亜麻色の髪と緑の瞳はヴィオラの容貌を綺麗というよりは可愛い方に引き立てていて、そこに可愛らしいドレスを纏えばますます可愛らしさは増していく。

　薄く化粧をしていると師匠が来て髪を結ってくれた。ドレスと同じ色の花のついた髪飾りで飾ってくれる。

「ほらすごく可愛い。ヴィオラは可愛くていいのよ。無理に大人っぽくなる必要なんかないの。自信を持ちなさい」

　ぽんと両肩に手を置いてにっこり笑ってくれる師匠に苦笑して、ヴィオラは立ち上がった。

　どうやったら師匠みたいに自分に自信が持てるんだろう。

　年齢不詳の絶世の美女と評判の師匠が自分の美貌に自信を持っているのは当然だが、そもそも彼女は国有数の実力を誇る超優秀な魔術師だ。

　どれくらい優秀かといえば、国王陛下から直々に仕事を要請されているほどだった。

　だからなのか年配の官僚などには『国王陛下の魔女』とまで称され、国の研究機関である魔術研究庁入りを切望されているも、毎朝起きられないというどうしようもない理由と面倒臭いという怠惰な理由でずーっと蹴飛ばしていて、しかしそれすらも許されているという点でどれだけ特別扱いされているかが判るというものだ。

『深紅の魔女』エルヴィーラといえば、その美貌と魔術で知らぬ者とていない超有名人なのである。

　その唯一の弟子であるまだ見習い魔術師のヴィオラは、その怠惰でいい加減な魔女の世話をし、上手いコト言うことを聞かせることのできる唯一の存在としてある意味有名ではあるが、それで名を覚えられても全然嬉しくない。そして絶世の美女の隣にいると、ごく普通の容姿の女の子であるヴィオラはなかなか他人に注目されることはない。

　大抵の男性は当然ながらエルヴィーラの方に目が行くし、彼女も慣れたもので簡単にその男たちをあしらう術を持っている。

　師匠は、『そんな十把一絡げの男どもに安売りする必要なんかないから構わなくていい』、『むしろ見た目や魔女と知って寄ってくるようなヤツは可愛い弟子には近付けない』と言う。

　魔女と判った途端に寄ってくるような男は下心を持っている者が多く、その意味で寄ってくる者が大多数だろうが、エルヴィーラの場合は純粋にその美貌に惹かれて寄ってくる男があまりにも多い。

　美貌で寄ってくる男性がヴィオラに興味を持つわけもなく、そんな男はヴィオラだっていやだと思う。

　ヴィオラだって年頃の女の子だ。素敵な男性や恋愛に興味がないなんて言えない。

　でも、師匠でなくヴィオラを見てくれる人が、師匠よりヴィオラの方がいいと言ってくれる人がいるのか。

　そんな自信は自分にはない。

　美人の師匠がいくら可愛いと言ってくれても、それは師匠の欲目でしかない気がして。

「さぁて、じゃあめんどくさいけど城に行きますか」

「めんどくさいは余計です」

　師匠と弟子は、いつものやり取りをするとすっかり住み慣れた家の玄関の扉を開く。すると、その扉の向こうは見覚えのある、王城近くの師匠お気に入りの居酒屋の路地裏だった。

「……師匠、また勝手に」

　呆れた視線でちらりと隣の師匠をみれば、にーっこりと笑う師匠が悪びれもせず言った。

「だあってー、家から歩くと遠いじゃない」

「だからって、他人様の家の扉に勝手に繋げるのは良くないと思いますけど」

「だあいじょーぶよぉ。前にちゃんと許可もらったから」

「……いつの間に。そんなとこだけ周到なんだから」

「陛下の寝室に直接繋げないだけいいと思ってよ」

「当たり前です！　そもそもお城に直接なんて怒られるに決まってるでしょ！」

「あら、あたしなら見つからずに行けるわよ？」

「いや、やめてくださいね！　見つかったら絶対魔術師長様にド叱られますから！」

「陛下は構わないっておっしゃったけど」

「…………ぜっっったい、やらないでくださいね！」

「だいじょーぶダイジョーブ。さすがに陛下は襲わないわよ、もうおじいちゃんなんだし。心配しない」

　あっけらかーんと笑う師匠が手をひらひら振りながら歩き出す。

　そういう意味の心配じゃない。ダレが陛下の貞操の心配などするか。

　ヴィオラはこめかみを指で押さえながら師匠の後ろを歩きだした。

　エルヴィーラの家は市街地の外れの林の中にある一軒家で、元はどこぞの貴族の別宅であったらしい。女二人で住むには広すぎる邸と言っていい三階建てで、部屋数も多く、実は半分も使っていない。使用人もいない二人暮らしなので、基本、家事は弟子であるヴィオラの担当だ。

　家から城までは一時間近くも歩かねばならないが、怠惰な魔女がそんな難儀な運動をするワケが無い。当然魔術を使って移動している。

　文字通り『扉』と呼ばれる扉から扉へ空間を繋げて場所移動する、それは面倒くさがりのエルヴィーラがしょっちゅう使う魔術だが、もちろん誰にでも使えるものではない。それどころかかなり上級の魔術師しか使えない超高等魔術だ。なにしろ魔力の使用量が多く、それ以上に構築する術式があまりにも複雑なのだ。

　その為、できたところで大抵は術者自分ひとりの移動がせいぜいだが、エルヴィーラは複数人でも移動できる。今だってヴィオラと二人で平然と移動している。

　使用魔力量の割に攻撃魔術や精神魔術などより余程難易度の高い精密さが要求される難解な空間魔術は、行使できるというだけで周囲から羨望の目を向けられる。

　そんな高等魔術をひょいひょいと、それも自分が歩くのが面倒だからなどというテキトーな理由で使う魔術師など、たぶんエルヴィーラだけだろう。

　それだけで、彼女がどれくらいすごい魔女なのかが判ろうものだが、こうして見ている分にはただの怠惰な美人だ。

　ちなみに、もちろんヴィオラはできないので、一人で動く時は当然歩きである。

　師匠と弟子は、裏通りを出て城への道をのんびり歩く。

　二人ともその上着の内側には一本の杖を忍ばせている。指の先から肘ほどまでの長さで、魔女の必需品だ。

　師匠の杖は、闇夜のような漆黒で複雑な模様と炎のような装飾が施してあり、金属のように黒光りしているが女性が片手で持てるほどに軽い。その先端に深紅に光る女性の拳大の珠が付いている。

　対して弟子のものは、なんの変哲もなさそうな白木の杖で、先端の珠は無色透明だ。水晶のように美しいが、まったく重そうではない。そしてその珠と柄の境目辺りに綺麗な緑色の石がはめ込まれていて、雨粒のようなかたちの石を五個円形に並べたその石は花の形を模している。魔女見習いとしてエルヴィーラの元に来てすぐ与えられた杖に、ヴィオラの母の形見のペンダントの石を師匠が細工してはめ込んでくれていたのだ。宝石だと聞いていたが一個が小指の爪ほどの大きさだし、きっとガラス玉だろうと思うがそれでも大切な母の形見だ。杖と持ち主の魔女は一心同体で引き合うという。ペンダントのままだと失くすこともあるかもしれないが、これなら絶対に失くさない。まだ小さな子供だったヴィオラは、その厚意がすごく嬉しくて彼女のコトを一気に好きになった。

　木の杖はそれ自体が見習い魔女であることを示している。

　一人前の魔女になると杖は持ち主の魔力を反映してその姿を変えるというが、それがどういうことなのかまだヴィオラには判らない。

　師匠には、その時のお楽しみ～♪　と、楽しそうに言われた。もう訊かない。

　そして、魔女になる為にはあるひとつの行為が必要となる。その行為をするにはまだヴィオラには覚悟が決まっていないので、彼女が見習い魔女を返上するまでにはまだ時間が掛かりそうだ。

　そしてその行為をするためには、きっと師匠みたいになった方が早いのだ。

　似合わない。うん、まだ似合わないのは判っている。

　それでも。

　溜息をつきながら、ヴィオラはすぐふらふらと寄り道をしようとする師匠の背を押して城に向かった。
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　登城すると、当然のように国王陛下の執務室にエルヴィーラとおまけのヴィオラが通された。

「おお、エルヴィーラ、そしてヴィオラよ、よく来たな。まあ座るがよい」

　書類に向かっていた手を休めて顔を上げたレンストランド国王、レオナルド・ヴァルタル・レンストランドは、にこやかに立ち上がった。

　もう七十歳を超そうというのにその足腰は丈夫で杖も無しに元気に歩く国王は、まだまだ立派に健在だ。綺麗な金髪だったという髪は色も量もだいぶ薄くなってはいるがまだちゃんとあって、ロマンスグレーの紳士然とした容貌ながら好々爺のような笑みは可愛らしくすらある。

　若い頃はそれはもう女性に大人気の美丈夫だったという国王は、現在でも女性に優しい。

　政略結婚で三男一女を儲けた妃殿下はすでに十年前に鬼籍に入られていて、側室も持たなかった陛下は寂しいやもめ暮らしだが、今も精力的に政務を執っている。

　政務のある程度を王太子に既に委譲していることもあり、そろそろ譲位も囁かれているが、恐れ多いことにヴィオラにも優しいおじいちゃんのように接してくれる陛下が王位を離れてしまうのは少し寂しいと思う。

「今日も一段と美しいな、エルヴィーラ。ヴィオラも今日はまた随分と可愛らしいなりで本当に愛らしい。一気にこんな辛気臭い仕事場が華やかになって嬉しいよ」

「相変わらずお上手ですこと」

　ほほほっ、とにこやかに賛辞を受け流して、わざわざ寄ってきて手を取った国王にエスコートされてエルヴィーラが歩き出す。

　部屋の中央に設えられている豪華なソファに当たり前のように我が物顔でどっかりと腰を下ろして足まで組んだエルヴィーラの隣に、ものすごく申し訳なさそうにちょこんとヴィオラが座る。

　まあ、いつものことだ。

　向かいの一人掛けのソファに座った陛下は、気にするでもなく従卒が差し出した資料を手にエルヴィーラを見た。

「それで、此度のドリテア宮の様子はどうであった？」

「先方の隊長の報告書はもう届いているのでしょう？『壁』の維持、その精度と強度に特に問題は見受けられなかったわ。強いて言うなら、魔力の消費が予測より少し多いのが気になるけど」

　腕まで組んで、如何にも偉そうな態度でエルヴィーラが言う。その態度を気にも留めず、陛下は資料に目を落としてうなずく。

「して、水晶球に魔力を満量にしてきてくれたのだったな？」

「そーよぉー、あたしの注入できるほぼ許容いっぱいまで。おかげでさすがにそのまま『扉』で帰ってくるだけの魔力がたりなくなったわ」

「そんなにか。予想より少ないという報告ではあったが」

「あたしもそのつもりだったんだけど、予定が狂ったわ。だから、魔力補充の現地調達をしてきたけど、文句は言わないわね？」

「……言わぬが、ほどほどにしておけ」

「いやあよ。魔力全回復するまで楽しんできたわ。いやー、いつも思うけど、騎士っておいしーわねー、体力絶大で」

「……せめて、独り身の者だけにしておけ」

「そりゃ当然でしょ。奥さんに悪いじゃない。志願してくれた独身の男だけよ」

「……まあ、それなら良いが」

　うふふー、と楽しげに笑うエルヴィーラに苦笑いを浮かべる陛下を上目遣いに見ながらヴィオラは、すみませんすみません色惚け師匠で申し訳ありません、と内心で謝る。

　本来は大きな力を使う者にとって必要なことではあるのだが、つい謝りたくなるのはなぜだろう。師匠の態度があまりにもでかいからだろうか。

「そろそろ他の宮も要請してくる時季ではあるが、他の魔女の予定もあるし、一度魔術師長と相談しなくてはの」

「そーねえ。その辺の日程調整は任せるわ」

　難しい表情の陛下とは対照的に、エルヴィーラはのんびりと微笑んでいる。

　責任を負う者とまったく責任を負っていない者の差だろうか。いや、これは単に性格の差だろう。










　大陸の南に位置するレンストランド王国は、他所に比べて決して国土の広い国というわけではない。

　だが、決して弱小国というわけではない。むしろ他国はレンストランドと縁を繋ぐことを望んでいた。

　その最大の理由が魔女だ。

　古くからレンストランドには、何故か強大な魔力を保持する者が産まれた。そして魔力が強大な者は多くが女性だという。現に、過去の記録に残るような魔術師はほとんどが魔女、女性だ。

　そしてその魔女たちは、そのまま国内に留まる者が多い。

　莫大な金や権力などと引き換えに引き抜こうと交渉する他国はいくらでもあったが、実際にそれに応じる者は過去にもほとんどいなかったという。

　そして、強大な魔力を持つ者ほどそれは顕著だったという。

　別にそれは国に対する忠誠心や愛国心などではなく、『面倒くさい』やら『行ったら働かされる』といった怠惰なものばかりだったというのが魔女の性質を端的に表しており、エルヴィーラが決して特殊な例ではないということが判ってもらえるだろう。

　もしかしたら、何もしなくていい、三食昼寝付きで気が向いた時だけ働いてくれれば、などと言えばうっかり行くと言い出す者もいたかもしれないが、それでは引き抜く甲斐が無い。

　その一方で、魔術師は自分の気になったものをとことん追求する欲が強い。

　幸いレンストランドにはその欲求に応えるだけの設備や資源、人材が揃っていた。それも国を出ない理由の一つだ。

　エルヴィーラが何を理由に陛下の依頼を引き受けているのかはヴィオラには判らない。

　だが、師匠が引き受けている仕事が国にとって途轍とてつもなく重要であることは、おまけの見習い魔女に過ぎないヴィオラであっても理解していた。

　小国であるレンストランドが抱えている最大の脅威は他国ではない。

　西から北に掛けて、隣国との国境線に相当する高く険しいヤクート山脈がある。そこに棲む巨大な脅威から民を守らねばならないのだ。

　竜である。

　成獣で庶民の民家一軒分にも相当する大きな体躯を持ち、両翼は差し渡し全長と同じくらいの幅を持つ、この地上で最大かつ最強で最凶の生物だ。

　硬い皮膚、鋭い爪と牙、二本の角、長い尾を持ち、魔力まで持ち合わせているという竜は、個体数こそそれほど多くはないものの、人類にとって絶対的な脅威としてこの地上に君臨している。

　しょっちゅう山から下りてくるわけではないが、それでも気紛れに人里に現れると魔術やその羽根の風圧で建物を壊し、家畜を食らい、時には戯れに人を襲っては殺す。そんな存在を天災だと諦めるには被害が大きすぎた。

　さりとて人の力では、騎士であったとしても倒すのは難しい。

　過去には一頭の竜を騎士が数十人掛かりで倒したこともあったと聞くが、常に戦力をその一帯に留めておくのは現状ではさすがに難しい。

　魔物の色を濃く残す竜は、その魔力を使い切ることでも死ぬと言われているが、当然その総量は個体にも寄るだろうが普通の人間よりも遥かに多く、現在トップの魔力保有量を誇ると謂われるエルヴィーラをも優に超すだろう。

　このような理由から、竜はそう簡単に魔力を使い切ることも無い上、肉弾戦で斃たおすのはもっと難しい。

　だから、今は自主的に諦めて帰ってもらうコトを目標とした作戦を採っている。

　どうしているのかといえば、魔術によってドーム状の壁を構築し、街一帯を覆って護っているのだ。

　山脈に近い一帯は竜に襲われる危険を常にはらんでいる。だから三百年近く前に現地領主の先祖が辺境伯という称号と共に地領を戴いた時、近隣住民総出で壁をつくり、住民をすべて街に入れた上で国の援助を得て魔術師を招いた。

　街の中央に宮を建て、そこに抱える程もある大きな水晶球と魔法陣を設置し、街を取り囲む壁に沿う形で数ヶ所にもひとまわり小さな水晶球を置く。魔力を蓄え増幅する力のある特別な水晶球を魔水晶と呼ぶが、それに更に魔力の増幅作用を持つ魔法陣を使って魔術師が強力な『壁』をつくり、日々それを維持しつつ、魔水晶へ魔力の供給を続けている。

　宮は当時のノシュテット辺境伯がつくったが、今は国難の一環として魔術研究庁の管轄となった。

　それぞれその街の名前を取って、西から順に、ドリテア宮、ウィルマ宮、サイダル宮、マラキア宮、ディルマ宮と呼ばれている。

　もちろん常に『壁』をつくり続けているわけではない。竜にも活動期があり、その期間は常に『壁』を張っているが、それ以外の非活動期は構築していない。

　ただ、規模が大きすぎるが故に一度術を解くと同じ規模で『壁』をつくり直すのには時間が掛かるので、例えば竜の姿を発見したら『壁』をつくればよいのではという意見は却下されて久しい。

　活動期は弱いながらも常に『壁』をつくっておき、山脈に向かって見張りが立って必要な時にすぐ強化できるようにしている。

　宮に配属されている魔術師は、魔力の供給と『壁』の維持が主な仕事だ。

　だが、その業務に就けるだけの魔力と構築技術を持つ魔術師の人数は残念ながら充分足りているとは言えない。

　街の数は全部で五つ。そのすべてに充分行き渡るだけの人数の確保は難しい。

　重要事項ではあるものの、当然他にも魔術師が必要な土地や懸案はあるからだ。

『壁』の構築自体は術式が固定されているので維持にそれほどの苦労はない。問題は魔力が足りなくなることで強度が低下することだ。

　非活動期は魔力が足りなくなることは無いが、活動期に入って竜が現れたともなると、その防御のために一気に蓄えた魔力が消費され、その頭数や強さによってはすっかり枯渇する可能性もある。

　そうなれば次に現れる時までに魔力の補充が間に合うかは時間との勝負となる。

　その臨時の魔力の供給をエルヴィーラが務めているのだ。

　エルヴィーラは宮に出向き、『壁』をつくることによって日々消費されて減っていく水晶球の魔力を大量且つ急速に補うことで魔術師たちの手助けをしている。

　もちろんこの仕事はエルヴィーラが一人で担っているわけではない。基本は数人の魔女が班を組んでその仕事に従事している。

　だが、竜が一度に一ヶ所にしか現れないとは限らないし、同時に別の場所に現れることだってある。そうなれば魔術研究庁の魔女だけではとても供給は間に合わない。エルヴィーラはそんな時のための補助要員なのだ。

　本来、『壁』をつくるなどの防衛に特化した魔術は得意不得意があり、魔術を使える者なら誰でも良いわけではない。魔水晶に魔力を注入する魔術も同じで時間の掛かり具合も違うし量も違う。

　だが、エルヴィーラは苦手な術ですらそれを得意だというその辺の魔女より精度が上だし速い。

　更に、通常なら魔力消費が多い仕事は本人の魔力の枯渇を防ぐため複数人の魔女を派遣する必要があるのに対し、エルヴィーラなら一人で事足りてしまう。

　その上、エルヴィーラは『扉』で宮殿まで直接移動するため移動時間も要らない。本当に緊急の時にはエルヴィーラに頼むのが一番効率がいいのだ。

　ちなみに通常は辺境伯領の領都であるトードリオに公用の『扉』に相当する魔法陣があってそれを使うが、使用魔力量が膨大なので使用料金がバカ高く、魔術研究庁の財政を圧迫しかねないので、派遣される魔女は行きは『扉』を使えるが帰りは大抵地道に陸路で帰ることとなる。馬車で数日かかるので、その道程で消費した魔力を回復するという理由もあるようだが。

　とはいえ、エルヴィーラは国の役人ではない。魔術研究庁の面子というものもある。当然仕事はこれだけではない魔女たちの負担とのバランスを考えて、陛下の依頼によりエルヴィーラが年に数度出向いていた。

　何故陛下から直接なのかと言えば、本人曰く『魔術師長はうるさいからキライ』という、これまた我儘で、『陛下からのお願いなら聞いたげる』なのだそうだ。

　何故かエルヴィーラに甘い陛下は、自分から頼めば聞いてくれるのならと、こめかみに青筋を立てている魔術師長を宥めつつ、いつもエルヴィーラに『お願い』する。それでご機嫌の彼女は『扉』を使ってはひょいっと宮へ行き、仕事をしてくるのだった。おそらくは本当に陛下からの依頼しか聞かないわけでもあるまいが、『国王陛下の魔女』という渾名はその辺りから来るのだろうか。

　陛下が譲位して『お願い』をする立場になくなるとエルヴィーラが手伝ってくれなくなるから、ずっと陛下が在位しているのだという噂が冗談まじりに流れるくらいには、竜についてはエルヴィーラの魔力を当てにしているといっていい状況なのである。

　つい一週間前も、エルヴィーラは西の端に位置するドリテア宮を訪れた。

　過日かじつ、竜の襲撃に遭ったドリテアだったが、予想以上に魔水晶の魔力量が減っていて、次の襲撃の備えにとエルヴィーラに依頼が来たのだ。

　今は竜の活動が活性化する時季に入ったばかりなので、やはり魔力切れが不安だったのだろう。

　それは良いのだが、予想以上に魔力を消費したせいで、王都に帰るための『扉』を繋ぐ魔力が足りなくなった。

　魔力は休めば少しずつ回復する。眠ったり食事を摂ったりという行為も有効で、魔力の強い魔女は大抵大喰らいで太りもしない。全部魔力に変換され消費されるからだ。

　だが早く帰りたいエルヴィーラは手っ取り早く、『現地調達』をすることにした。






　魔力の現地調達。それは、男性と身体を繋ぎ、その精を身体に取り入れるという方法で、つまり有体ありていに言えば性行為をするということだ。






　男性の精気は生気の塊であり、その精気を直接体内に取り込み吸収することで魔力は食事や休息よりも大幅に回復する。

　相手は魔力を持たない普通の男性で構わない。もっとも男性の魔術師は精気だけでなく自分の魔力まで喰われるので普通は魔女とはしないのが一般的だ。

　魔力の不足分として精気が体内に吸収される限り、魔女は妊娠しない。病気の類も自分で治せる。だからその方面の心配をすることなく魔女は男性と心置きなく性行為をすることができる。

　性行為で回復するのは魔女のみ。男性の魔術師は性行為をしても放出する方で回復しないため、休息か喰うかの二択しかない。回復の選択肢が多いという点では魔女の方がその内容がどうあれ有利であり、魔女の方が強大な魔力を持つ者が多いというのはそういう理由もあるのかもしれない。

　だが、魔女は魔力を使い切ってしまうと最悪昏倒するのに対し、男性魔術師は昏倒することはない。

　明確な理由はまだ不明だが、一説には魔力が無くなっても自身の精力がある限りは魔力生成と回復ができるため最低線で維持できるからなのではと謂われている。

　つまりヤれる限りは魔力が無くなり切らないから昏倒しないという解釈だ。

　ではヤり過ぎて勃たなくなったら魔力も回復できなくて昏倒するのかと言えば、複数の男性魔術師の志願による実証実験の結果によると、いずれもそうはならなかったという。精子が無くなったわけではないからではという仮説は立っているが、その辺はまだ不明だ。

　ともあれ、その回復方法から魔女は遠い昔に滅んだとされる淫魔の変種か、その血が混ざっているのではないかと言われていて、そのせいなのかどうか、どうも快楽に溺れる傾向にある。

　男性魔術師もその血に従ってか色を好む者が多いが、魔女ほどではないらしい。

　そして魔力が強いほどその血が色濃く出ているのではないかと推察されている。

　エルヴィーラは強大な魔力を持っているが故に、必要量も半端無い。

　それは回復するために必要な回数、ひいては人数も他の魔女よりずいぶん多いということだ。

　全回復ということは、つまり、それだけ多くの回数分、男性とそういう行為をしてきたということで。






　……魔力全回復するまでしてきたって、何人喰ってきたんですかー、師匠……。






　ヴィオラがつい遠い目をしてしまったのも当然というものだろう。

　果たして一人につきどれくらい搾り取ってきたんでしょう、騎士の方々干からびてませんかー、生きてますかー、と、とても成人したての生娘が考えるようなコトではない感想がふとアタマをよぎる。

　魔女はその性質上、師匠がいれば見習いの頃にしっかり性教育を施される。耳年増も大概なレベルでヴィオラも随分といろいろなことを習っているのでそんな感想を思いつくのだ。

　普通の魔女は魔力切れと昏倒を恐れて最大限まで魔力を消費するような仕事は滅多にしないものだが、エルヴィーラは魔力切れを恐れず仕事の完遂を優先する。

『現地調達』できるのなら構わないと平気で笑う。

　仕事の依頼をされる理由はその辺にもあるのだろう。

　いくら淫乱魔女と陰口を叩かれようと、彼女の魔力が国の防衛の一翼を確実に担っている以上、国から粗略な扱いをされることはない。そして本人も一向に他人の評価など気にしない。

　なら代わりにおまえがやればいいと言ったら黙るしかない相手にナニを言われようが毛の先ほども気にならない。

　たとえ基本が怠惰で淫乱であろうとも、ヴィオラにとっては自慢の師匠であることは間違いなかった。










　陛下と師匠の話が込み入ってくると、ヴィオラは大抵部屋を辞して隣の控室に移る。

　茶飲み話のように国防に関する機密事項まで話し出す陛下と師匠だが、内容はヴィオラ如きが聞いていてはいけないレベルのものだ。だから、ヴィオラがあまり聞かない方がいい話になってくると陛下の方から隣の部屋でお菓子を食べて待っているようにと言い出す。

　今日もそろそろ退出した方が良さげな雰囲気になってきたので、ヴィオラは自分から退出を願おうかと口を開きかけた。

　すると、ちょうどその時、軽いノックの音がして、陛下が口を閉じた。

「ラーシュ・オロフ・ノシュテットです」

　外から聞こえてきた声に、どきんとヴィオラの心臓が鳴った。

　陛下の許可が出て入室してきた騎士は、その場でびしっと敬礼をした。
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　敬礼を解いた騎士は、師匠とヴィオラに一瞬目をやってから、陛下の元まで歩いてきた。

「来客中に申し訳ございません。急ぎの書類があり、お持ちしました。陛下の決済を急ぎ賜りたく、お願い致します」

「今すぐか？」

「会談が終わり次第ご確認いただく程度の時間はあるかと」

「判った。しばし待て」

　書類を受け取ってから、陛下はふとヴィオラを見て騎士に声を掛ける。

「ラーシュ、確認が終わるまで其処な可愛らしい花の妖精の相手を頼めるかの。私はもう少しエルヴィーラと話がある」

「は」

　陛下に礼を取ってからヴィオラに視線をくれた騎士を見て、ヴィオラが慌てた。

「え！　あ、私のコトですか!?」

　慌てたヴィオラに、うなずきながら陛下が笑う。

「ヴィオラ、隣に美味い菓子を用意してある。食べていきなさい」

「あ、はい、それはありがとうございます、けど、その、ノシュテット様もご迷惑でしょうし、お忙しいのでは。私は一人でも別に」

　大慌てで言い募るヴィオラに、ラーシュと呼ばれた騎士は穏やかに微笑んだ。

「ヴィオラ・ノルドルンド。私のような不調法者ぶちょうほうものが相手では不足かもしれないが、待ち時間をしばし付き合ってもらえないだろうか」

　その切れ長の目が僅かに柔らかくなって、ヴィオラの返事が思わず上擦った。

「……はいっ」

　ぐるりとソファの後ろをまわってラーシュがヴィオラの横まで来て、わざわざ手を差し出してくれる。躊躇いがちに手を差し出すと、立ち上がらせてくれた。

　ヴィオラの身長は体格の良いラーシュの顎の辺りまでしかない。まるで貴族のお嬢様のような扱いに戸惑っていると、にやにやとにやけながらその光景を見ていた師匠がからかった。

「ねえ、ラーシュ？　二人きりだからってうちの可愛い秘蔵っ子に妙な気を起こすんじゃないわよ？」

「陛下の客人にそのような無礼を働くものか」

「あらあ、つまらない」

　せっかく柔らかくなったラーシュの目が師匠のせいできつくなる。どうも前からこの二人はイマイチ仲がよろしくない。というか、師匠が一方的にラーシュをからかって遊んでいる。

「……つまらないって、師匠、私が無礼を働かれてもいいと？　あ、もちろんノシュテット様がそんなことするなんて思っていませんけど」

　エルヴィーラを睨みつけてから慌てて付け加えると、ラーシュは苦笑する。師匠は完全に弟子をからかうにやけ顔だ。

「そりゃ、相手によるでしょ。あなたがイヤだと思う相手じゃなきゃいいのよ。ああ、またスケベジジイの官僚に触られたとかぼんくら侍女に嫌味言われたとかがあったらちゃんと言いなさいよ。その場で報復するから」

「……師匠」

　以前されたり言われたことを思い出して眉間に皺が寄る。

　そしてたぶん、師匠にはヴィオラの気持ちはバレている。というか、男関係において百戦錬磨の師匠が気付かないわけがない。

　弟子までからかう師匠を恨みがましく見てから、ヴィオラは陛下に一礼すると席を外した。

　部屋を出るためラーシュが扉を開いたタイミングで、ちょうどノックしようとしていた人物と鉢合わせた。途端にラーシュの後ろにいたヴィオラの背筋がぴんと伸びる。

　壮年の男性がそこに立っていた。

「王太子殿下。失礼致しました」

　ラーシュが扉の前から退くと、じろりと男性はこちらを見た。反射的にアタマを下げる。

「ラーシュと、それからヴィオラか」

　ぼそりと呼ばれて更に深くアタマを下げると、ぽんとそこに手を置かれた。何故か割といつもされるコトだ。

「そんなに小さくなって畏まらなくていい」

　彼、エドヴァルド・アウグスト・レンストランドは陛下の嫡男にしてこの国の王太子だ。既に四十歳を超えていて、父に似ず少し難しいカオをしているが年齢の割に若めで整った風貌の男性だった。

　畏まらなくていいと言われても、陛下と違ってあまり親しみが持てる風貌と雰囲気ではない王太子殿下に陛下ほど気安くはできない。普通は反対だろうがそれが事実だ。

　それでも、所詮は庶民の見習い魔女の名前など憶えていなくても不思議ではないのに、陛下が可愛がってくださっているからなのか意外に嫌悪感も無く憶えていてくれているようで、強面でいかつい容貌の割にそこまで恐ろしいとは思えないのはアタマに乗る手が意外と優しいからか。

「父上、失礼致します」

「どうした、エドヴァルド」

「ドリテアの件で伺ったのですが、魔女殿がいるのならば丁度良かった」

「うあー、あたし帰るわぁ」

「いいからいてください」

　席を立とうとしたエルヴィーラにぴしゃりと言って、王太子殿下はソファへと向かった。

　その間にヴィオラはラーシュの後について来客の控室に使われる隣の部屋へと移る。

　ソファセットに落ち着くと、向かいの席にラーシュが座るのがとても落ち着かない。

　スカートが皺にならないように整えていると、目の前の騎士が微笑んでくれた。

「確かに花の精のようだな。そのドレス、きみに良く似合って可愛らしい」

「あ、ありがとうございます……！」

　上擦った声で礼を言うと、騎士は苦笑した。

「本当は、そういった言葉も陛下のご助言なしに言えると良いのだろうがな。どうも私はそういう言葉が下手で。気が利かなくてすまない」

「そんなこと……！　嬉しいです」

　頬を染めて首を振る。本当に嬉しいのだ。彼に褒めてもらえたのなら、着てきて良かったと心から思えた。恋する少女は単純で現金だ。

　侍女が紅茶を淹れてくれて、テーブルに小さなケーキや焼き菓子、生菓子などの皿がいくつも並べられた。どれも美味しそうでなかなか自分ではつくれなさそうなものばかりだ。

　緊張しきりの登城においてこれが一番の楽しみと言っても過言ではないが、目の前にラーシュがいるとなるとなかなか話が別で、すぐにお菓子に手を出すこともはばかられてとりあえず紅茶のカップに手を伸ばす。

　目の前の青年も静かに紅茶を飲んでいた。

　すっきりと短い金髪に切れ長の金の三白眼、尖り気味の耳、浅黒い肌の体格の良い青年は、その見た目がこの国の者に見られる特徴でないこともあり、目つきの鋭さから普通の表情をしていても多くの女性には怖がられていて、見た目で損をしている気がする。

　だが、ヴィオラは彼のことを自分如きにまで丁寧に相手をしてくれる優しい人だと思うし、異国風の風貌であろうと精悍で整った顔立ちは素敵だと思うのだが、だからといって女性に絶大な人気があったらそれはそれで近寄りがたくなってしまうのでちょっと複雑なところだ。

　常に背筋が伸びた立ち居振る舞いも騎士らしくすっきりと無駄が無く、階級が上がって部下を持とうともきびきびと動き惜しみしない。

　常に自らを律し、高潔であろうとする姿勢は鑑としたいくらいだ。

　実際、彼は多くの騎士には憧れられる存在である。彼の持つ称号がすべてを語っていた。

『滅竜騎士』。

　文字通り、単独で竜を斃した騎士に与えられる尊称だ。

　防御に徹する『壁』に対して、『滅竜騎士』は唯一まともに竜と対抗しうる戦力である。

　だが、なにしろその存在は希少だ。当代ではたったの三名しかいない。その栄えある三人目が彼、ラーシュ・オロフ・ノシュテットだった。

　ちなみにあと二人のうちの片方の滅竜騎士は既に十年ほど前に竜との戦いで落命している。そしてもう一人は彼の大伯父だが、年を召したこともあり、領地に引っ込んで騎士を鍛えつつほぼ隠居状態だ。

　つまり現役の滅竜騎士はラーシュのみといっていい状態だ。

　ノシュテットの家系は遡れば既に滅んで久しい亜人や魔女の血が入っているとされ、極稀にその能力が強く顕現けんげんすることがあるという。実際、過去の滅竜騎士にノシュテット家の者が何人もいた。

　そしてラーシュはその彼らの中でも最も明確にそれが顕れたいわゆる先祖返りといわれる存在だ。

　それは見た目のみならず能力にも顕著に表れていて、男性だが強い魔力を持ち、少し大柄という程度にも拘わらずとても丈夫で、どんな力自慢より強い筋力を有していた。

　彼が滅竜騎士になったのは二年前、そして王城に上がったのも二年前。

　ヴィオラはその頃からずっと彼に恋をしている。

　ノシュテット伯爵家はいわゆる辺境伯と呼ばれる家柄だ。

　何代も前から竜を相手にする武人の家柄だが、領地自体はそう広くもないし、それほど裕福というワケでもない。絶対的脅威である竜に対抗する勢力としての備えを常にしているからだ。

　山脈自体は危険地域であることもあり王国領だが隣接するのは辺境伯領であり、公用の転移装置も辺境伯領の管理である。

　そんな重要拠点を統治する家柄ではあるが、それ故にそれほど貴族としての社交を重要視していないので、指揮を執る存在である当主は領地から出ず、跡継ぎである長男が武官として王城に上がっていた。だが、二年前に滅竜騎士となった次男を王城に上げたことで長男は領地に戻って父の補佐をしていて社交の時季にたまに登城する程度になっているという。

　そういう特別な肩書を持った者を次の当主に、という声は必ずどこかから出てくるものだが、国法により滅竜騎士の肩書を得た時点でその者は次期当主候補から外れることになっており、滅竜騎士を名乗る限りラーシュが当主になることは無い。

　滅竜騎士はその苛烈な職務故に各種の特権がある。移動魔法陣の優先使用やその費用、遠征費用などの費用免責、職務に於ける他家領地の侵入許可の不要、協力要請など、その職務遂行の妨げを防ぐと共に、利益として特別報酬を得る。

　それでも亜人の特徴を有した男で跡継ぎですらないのであれば、ラーシュがそれほど貴族の女性に好かれるわけがないが、称号に釣られて婿にと打算で寄ってくる貴族や令嬢はそれなりにいる。

　そんな女性に興味を示さないラーシュに安堵しながら、それでも自分如きでは憧れるのがせいぜいと成就に希望を持っていないのが現状だ。

　カップの陰からじっと見ていた視線に気付いたのだろうか、ふとその金の瞳がこちらを向いた。

「どうした？　好きなのだろう？　食べたらどうだ」

「え!?　あ、はい！　お菓子、いただきます！」

　慌ててクッキーに手を伸してひと口食べる。美味しいが、なんだか気恥ずかしい。

「……美味しいです」

「そうか、良かったな。たくさん食べていくといい」

　柔らかくなった視線にどきどきしながらうなずく。

「……あの、ノシュテット様も召し上がりませんか？」

「だが、これはきみのために用意されたものだろう」

「でも、お嫌いでなければ。せっかくの美味しいものはみんなで食べた方がいいと思うんです。あ、でももし甘いものがお嫌いだったら無理にとは」

「いや、嫌いじゃない。ではお言葉に甘えていただこう」

　うなずいたラーシュがヴィオラと同じクッキーに手を伸ばした。ひと口で丸ごと一個食べてしまうと目を細める。

「これ、うまいな。きみももっと食べるといい。でないと全部私が食べてしまうぞ」

「はい」

　ヴィオラが笑って再び手を伸ばす。気を使ってくれたのか本当に気に入ってくれたのかは判らないが、それでも話すきっかけになったことは確かだ。

「お菓子もつくれないわけではないんですけど、こんなにおいしくはさすがにつくれなくて。なにが違うんだろうっていつも思います」

「そういえばエルヴィーラ殿の家の家事をすべてやっているんだったな。菓子はよくつくるのか？」

「よくってほどではないですけど、たまには。師匠は夜中に突然クッキー食べたいとか朝からプリンつくってとか言い出すので、つくること自体はそこそこ慣れてます」

「……まったく、あのひとは弟子にまで我儘言い放題なのか」

「むしろ弟子だから言い放題なのでは」

「違いない」

　苦笑気味に目を細めるラーシュを見て、ヴィオラは嬉しくなる。

　彼は平常時のカオは怖いと言われるが、とても優しく笑う。その怖いと言われがちな三白眼を細めて微笑むからだろうか、印象がとても変わるのだ。そしてヴィオラは彼の微笑む表情がとても好きだ。

　大丈夫、ちゃんと自然に話ができている。どきどきと鳴る心臓を宥めながら、ヴィオラは一生懸命普通に話す努力をする。

　ラーシュと話せる機会は城に上がらないとそう簡単には無い。その貴重な時間を少しでも有効に使わないともったいない。そもそも本来なら対等に話ができるような身分ではないのだ。

「……ところで、さっきエルヴィーラ殿が言ったコトだが」

「はい？」

「スケベジジイの官僚に触られたとか。そんなことがあったのか？」

「え、あ、その」

　素直に言うにはあまり嬉しくない話になって、思わず口籠る。その様子で察したのだろう、ラーシュはその表情を曇らせた。

「あったのか。誰だ？」

「え、あの」

「言えないほどの高位の官僚か？　それともきみを魔女の弟子と知らない程度の無知なバカか？」

「いえ、その。その人は師匠がやり返してくださったのでもういいんです」

「いや、良くない。常時城にいるわけではないきみがそんな目に遭っているということは、他の女性にもやっている可能性があるということだろう。魔女の弟子にやらかす怖いもの知らずなら、その辺の侍女などもっと酷い目に遭わされているかもしれん」

　その可能性を思いつかず、ヴィオラは目を丸くしてから微笑んだ。

「ご心配ありがとうございます。でも、それこそ師匠が、女の敵！　って結構ヒドい仕返しをしてたんで、その人もさすがに懲りていると思いますよ」

「なにをしたんだ？」

「その人がとても大切にしていた残り少ない髪の毛を全部魔術で消して、二度と生えないように呪いをかけていました。ついでにかつらを被ってもすぐ脱げちゃうようにアタマをつるつるにして。次にそんなことしたら、服も着られないように全身つるつるにするって脅してあります」

「……ああ」

　思い当たる人物がいたのだろう、ちょっと遠い目をしてから、ラーシュは溜息をひとつつく。

「万が一、今度そんなことをするヤツがいたら言いなさい。私からも強く注意しておく」

「はい、ありがとうございます。心強いです」

　ヴィオラはうなずいて微笑む。だが、とラーシュは続けた。

「侍女の嫌味の方は、私にもどうにもならないかもしれないが」

「いえ、そちらの方はしょうがないので気にしていません」

「だが」

「魔女の、その、魔力調達の方法に対する方向の揶揄なので」

　恥ずかしくなってうつむく。性交渉という生々しく妙齢の女性が男性に言うにはただでさえ恥じらう話題は、片想いの男性に向ける話題としてはさすがにちょっと遠慮したいものだ。

　魔女の緊急時における魔力調達が性交渉であることは常識レベルで周知されていることだ。そしてそれを理由にふしだらだとか淫乱、色魔などと魔女を嫌う女性は実は多い。

　別に魔女だってのべつ幕無しに男を食い漁るわけではないし、そもそも大半の魔女は緊急に魔力調達を必要とするほどの大きな魔術は余程でない限り使わない。

　要するに単なるイメージの問題なのだが、普通の女性の『嫌なものはイヤ』という感情はどうしようもない。

　まして師匠であるエルヴィーラはそれこそ男を食い漁るので有名だ。大きな魔術をよく使うからこその事態だと頭では判っていても、本人が行為を楽しんでいる感満載なこともあって、男性、特に騎士を食い漁るエルヴィーラは女性の嫌悪の対象になるのだろう。一応ちゃんと相手は選んでいるはずだが、そんなコトは向こうが知ったことではない。そういう意味ではもしかしたら誤解を生じさせているという点で他の魔女にもあまり好かれていないのかもしれない。

　言いたいことを察して、ラーシュは気まずそうにわざとらしく咳払いをした。

「判っている者はちゃんと判っている。あまり気にし過ぎないようにするしかないな」

「はい。判っています」

「すまない、あまり力になれそうもなくて」

「いえ！　そんな、とんでもないです。お気になさらないでください。ノシュテット様に謝っていただくようなことじゃないです！」

　申し訳なさそうに謝るラーシュに、ヴィオラは慌てて首を振った。

「なにがどうなろうと無くなるような類の嫌味ではないので仕方ないんです。私だって、自分が魔女じゃなかったらそんなふうに思うかもしれないし」

「きみはそんな子じゃないだろう」

「え？」

　穏やかに否定されて、ヴィオラは目を瞠った。ラーシュがまっすぐヴィオラを見ていた。

「きみは、感情だけでなくちゃんと物事を知ってから口にする。魔女が消費した魔力の補給のために男を必要とすることを知っていれば、きみはそんな嫌味は言わないだろう。まして、まだ魔女でない弟子になど言うわけがない。もし思ったとしても、いちいち他人にそれをぶつけて留飲を下げるなんて思えない。私がきみと出会ってからたかだか二年程度しか経っていないが、それでもそれくらいは判る」

　まっすぐな視線には彼が本当にそう思ってくれていると信じていい真摯さがある。

　ヴィオラは嬉しくて胸がいっぱいになった。

「……っ、ありがとう、ございます」

「礼を言われることじゃない。思ったことを言ったまでだ」

　そう言いながらも僅かに優しくなった視線がヴィオラには眩しい。

　恥ずかしくなって俯いたヴィオラの前に、何故か突然、すっと摘ままれたクッキーが現れた。

　え、と思ってカオをあげてみれば、ラーシュがちょっと申し訳なさそうなカオで。

「すまない、うまくてつい食べ過ぎてしまった。最後の一枚はきみが食べてくれ」

「え。ええ？」

　受け取ってからクッキーが載っていた皿を見れば、確かに綺麗に無くなっていた。そういえば話しながらちょこちょこと摘まんでいたが、まさかあらかた食べてしまうとは。

「もしかしてノシュテット様、甘いものお好きなんですか？」

　すると意識して無表情になったのが判ったので追撃してみる。

「あの、私は別に男性がお菓子がお好きでも全然構わないと思いますし、他言もしませんよ？」

　すると、僅かに逡巡する様子を見せてから、ごまかしきれないと思ったのかラーシュは結局うなずいた。

「……恥ずかしながら」

　若干目を泳がせながらラーシュは恥ずかしそうに白状する。

「え、別に恥ずかしいことではないと思うんですけども」

「だが、実家では男子にあるまじき好みとしてあまり食べさせてもらえなくてな。独り立ちしてからもなかなか男一人では菓子屋に入り辛いし、思い切って入っても店員の女性に怖がられるし。ここのところ随分食べられていなかったのに久しぶりに目の前にあるものだから、つい手を出し続けてしまった。きみのために用意されていたものだったのに申し訳ない」

　頭を下げられてしまってヴィオラは慌ててそれを止めた。

「いやいやいや、謝らないでください、大丈夫ですから。いつもたくさん用意していただいているから全部は食べきれなくて余らせてしまっているんでもったいないって思ってたんです。今も私がお菓子を食べている間、ノシュテット様にお茶だけで付き合っていただくのは心苦しく思っていたので、むしろ一緒に食べていただけるのでしたら嬉しいです。それに、美味しいものを一緒に美味しいねって言い合える相手がいるのってとても嬉しいことなんですよ。ノシュテット様にもそう思っていただけたら、私はもっと嬉しいです」

　一緒にお茶や食事をする相手がいて、それを共有できるのはとても幸せなことだとヴィオラは知っている。

　ふらりと出ていってなかなか帰ってこなかったり突然我儘を言ってお菓子をつくらせるエルヴィーラだが、少なくとも家にいる時は必ず卓を共にして双方が食べ終わるまで席を立つことはない。

　そしてちゃんと、美味しい、今日はちょっとしょっぱい、などと感想を言ってくれる。

　もっと幼い頃のまだ料理がそれほどうまくなかった頃は、よくマズイだの焦げすぎだのと文句を言われ、それでもなんとか二人で全部食べ切っては、魔術の前にまずはもう少し料理を頑張ろうと誓ったものだ。

　今では笑い話だが、家族の縁が薄いヴィオラにとってはそれだってとても大切な思い出だった。

　魔女の弟子というだけでなかなか友人もできないヴィオラにとって、師匠以外の人と食事をする機会などほとんどなかったから、今一緒にお菓子を食べているラーシュの存在はそういう意味でも嬉しい。

　とにかく今の自分がどれだけ幸せなのかを伝えたくて何度も嬉しいと繰り返し言ったヴィオラだったが、それが伝わったのか目を丸くしていたラーシュがうなずいてくれた。

「そう言ってもらえるとありがたいな。では、すまないがご相伴に預からせてもらおう」

「どうぞどうぞ。私がつくったものじゃないですけど」

　おどけて勧めると、ラーシュが微笑んだ。

「気が向いた時でいいから、そのうちきみのつくった菓子も食べさせてくれないか」

「え、けど、本当にたいしたものはつくれませんよ？」

「構わないよ。登城した時に持ってきてくれればいつでも喜んで受け取るから」

「はい、ではまた次に来た時に」

　うなずいたヴィオラは気持ちが高揚するのを自覚する。いつも偶然でしか逢う機会が無かったラーシュと、積極的に逢える理由と機会ができたことが嬉しくて。

「あの、もしノシュテット様がお嫌でなかったら、私で良ければお菓子屋さんにもお付き合いしますよ？」

「本当か!?」

　ふと思いついたことを思い切って口にしてみたら、思った以上に喰いつかれた。

「はい。お一人では入り辛くても女連れなら行けるでしょうし。私に買ってくださる態でお好きなものを買えばいいんですし」

「嬉しいが、きみも忙しいだろう。いいのか？」

「大丈夫ですよ。師匠にはそれこそお土産にお菓子のひとつも買っていけば文句も言いません」

「判った、それならその分も私が買おう。それくらいの礼はさせてくれ」

　力強くうなずいて笑ってくれるラーシュに笑い返しながら、ヴィオラはどきどきと胸が高鳴るのを抑えることができないでいた。

　次のラーシュの休みは三日後だということで、早速その日に出掛ける約束をした。

　思いも掛けず降って湧いた約束は、ラーシュからしたらただの買い物に過ぎないだろうが、ヴィオラにとっては立派なデートだ。

　どうしよう、もう今から緊張する。今晩から寝られないかもしれない。

　師匠が部屋に現れ、ラーシュが呼ばれて出ていくまで、二人はどこの店に行こうかと楽しく相談したのだった。

　嬉しそうなヴィオラの様子を微笑ましそうににやにや見ていた師匠は帰りに城下で可愛らしいデート用の服を数枚買ってくれて、嬉しいけど気恥ずかしいヴィオラはその日の夜、お礼に師匠の好物ばかりをつくって歓声を上げさせた。
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　ヴィオラが滅竜騎士・ラーシュ・オロフ・ノシュテットに初めて逢ったのは、もう二年も前のことだ。

　その頃も相変わらず怠惰な師匠の代理で魔術師長に提出する書類を城に届けに行った時、通りすがりの貴族の男三人に絡まれた。

　城内では、騎士の剣と同様、魔術師も杖を見えるように持っていないといけない規則だ。己の身分や立場を示すための措置だが、見習い魔女にはいささか辛い規則でもある。

　見習いなのは杖を見れば一目瞭然であり、魔術研究庁に見習いは存在しないので、それだけで軽く見られ扱われるのだ。

「見習い魔女がなにこんなとこでふらついてんだよ？」

「ここは魔女に用事がある場所じゃないだろう。何しに来たんだよ？」

「あ、あの、道に迷って……。入ってはいけないところだったでしょうか。ならば申し訳ございません」

「はあ？　道に迷った？　ここ、そんな判りにくいか？」

「ひとりで来たのは初めてだったので、その、曲がるところを間違えたんじゃないかと」

「嘘つけ、勝手に入り込んだんだろう。男でも漁りに来たか、魔女見習いでも魔女だしな」

「ああ、なるほど、そういうことか」

「そんな、違います！　私は師匠の用事で！」

「なるほど、師匠に言われて男漁りに来たと」

「そんなこと言ってません！」

「いいじゃないか、だったら俺たちと楽しもうぜ？」

　にやにやといやらしい笑い方でヴィオラをからかっている男たちは、間違いなく魔女全般が性行為が好きだと思っている下種だ。ヴィオラに無体を働きたい気満々なのが透けて見える。

　こういう事案は、残念ながらヴィオラに限らず魔女によくあることだった。比較的魔術師が多いはずの城内のみならず、街中ででもあることだ。

　そもそも魔力補給のためのやむを得ない行為ではあるが、補給できれば別に誰だっていいわけではない。こちらにだって選ぶ権利はあると言いたいが、魔女はヤれればなんでもいいんだと思っているようなバカは否定を口にしたところでそれを聞き入れてくれるとは思えない。

　最終手段としては魔術で蹴散らすという手があるが、城内での生活魔術以外の魔術の使用は基本的に許されておらず、正当防衛と認められようとも程度によっては処罰の可能性すらある。

　まして見習いの立場なので万が一師匠にまで罪のとばっちりがいったらと思えば無茶はできない。まあ実際そうなったとしても、エルヴィーラならよくやったと褒めてくれそうだが、それでもさすがにまずいと思うと身が竦んだ。

　必死に逃げられないかと周りを見回すが、逃げ出せそうな隙も無く囲まれ、こんな時に限って他の人も通らない。泣きそうな気分で必死に杖を抱きしめて縮こまっていると、観念したとでも思ったのか手を伸ばしてきた。

「いやっ！」

「イヤじゃねえだろ、おとなしくしろよ。楽しませてやるから」

「触らないで！」

「おまえ魔女だろ、いいじゃん、ヤらせろよ」

「イヤです、あなたたちなんか！」

「なんだと、魔女風情が。オレたちは貴族だぞ！　抵抗するな！」

「逃がすと思ってんのかよ！」

「いやあ！　助けてお師匠様！」

　手首をつかまれそうになった瞬間、手首の腕輪からばちんと大きな音がして男の手に電撃が走り悲鳴が上がる。師匠が行きがけに着けてくれた『お守り』が魔術を発動したのだ。

　魔術を食らった男が手首を押さえる横で他二人が激高した。

「この魔女！　ふざけんな！」

　思わず悲鳴を上げて目をつぶった途端、目の前にいた男二人がまとめて後ろに引きずり出された。首が締まったのか、ぐえっと汚い悲鳴が聞こえてきてカオを上げれば、そこには浅黒くて体格が良く目つきの鋭い騎士が二人の襟首を捕まえていた。

「何しやがる！」

「嫌がる女性に乱暴を働いている時点で私にはきみたちを拘束する権限があるが？」

「うるさい！　俺はザクセン伯爵家の者だぞ！　俺を罪に問うどころかおまえをクビにしてやる！　判ったら引っ込んでろ！」

　喚く男の威嚇の言葉に、ヴィオラは思わず身をすくませる。自分のせいで助けてくれたこの騎士様に咎が及んだら謝っても謝り切れない。

　だが騎士は平然と言った。

「ああ、きみがそうか。残念だが私の称号は陛下にしか剥奪できないよ。あと、きみのお父上はきみの乱行の数々をもうそろそろ庇う気はなさそうだぞ」

「はあ!?　そんなバカな！」

「バカはきみだ。そうそうこんな乱行を続けて許され続けるわけがないだろう。素直に観念しろ」

「こいつは魔女だぞ！　男を探してこんなとこまで入り込んで来てる色狂いをどう扱ったって構わないだろうが！」

「違います！　本当に道に迷って！」

　慌てて釈明すると、判っているというようにうなずいてくれた騎士が続けた。

「本当にそんな理由なら、師匠に助けなど求めるわけがないだろう。そもそも魔女でも誰でも、同意無く無理矢理無体を働くなら当然罪になるに決まっている。そんなことも判らないのなら幼年学校からやり直せ」

「うるさい、何様のつもりだ！　離せ！」

「そのカオ、おまえ外国人だろう！　この城ででかいカオしやがって、ふざけるな！」

　騎士の容姿まで持ち出して暴言を吐きながら往生際悪く暴れ出した男たちだったが、ふとその中の一人が気付いたらしい。その騎士の軍服の襟章に、竜と剣を組み合わせた紋章があしらわれているのを。

　それは、ある特定の者にしか与えられないもので。

　それに気付いた男たちは震えあがった。

　腰の剣まで抜こうかという勢いで喚いていた男たちの勢いが一気に削がれる。

「その襟章……おまえ、いや、あなたは……!?」

「ご無礼を！　申し訳ございません！」

　口々に詫びる男たちを呆れた目で見て、騎士は背後に来ていた騎士たちに彼らを引き渡した。

「階級を見ていきなり媚びへつらうか。品性が知れるな。それよりも、魔女殿に詫びるのが先ではないのか」

「すまない！　悪かった、この通りだ！」

　完全に口先だけの、詫びろと言われたからという程度の詫びなど本当に反省しているわけもないが、それでもヴィオラがうなずくと、騎士たちに引っ張られて男たちは悄然しょうぜんとうなだれながら連れていかれた。

　ほっと安堵の息をついて杖を握り締めていた手の力を緩めると、ヴィオラのアタマの上にぽんと手が載って、びくんと肩が跳ねる。

「怖かっただろう、もう大丈夫だからな」

　優しい声にカオを上げると、声の通りの優しい微笑みで騎士が彼女を見下ろしていた。浅黒くて少し強面でちょっと目つきは悪いけどその視線はとても柔らかくて、ヴィオラを安心させようとしているのが伝わって、心細かった気持ちが涙腺にきた。

「……はい……、助けてくださって、ありがとうございます……」

　言いながら声が震えて、うる、と潤む目が恩人の騎士様のカオをぼやけさせる。泣いてしまって困らせてはいけないと思い、なんとか笑って見せようとするが、自分で思っていたより随分恐怖心が強かったらしい。安堵のあまりぼろぼろと涙が零れて座り込んでしまった。足に力が入らない。

　師匠には、魔女はその性質の誤解からこんな扱いをされることがままあると聞かされていた。だが今まで少なくとも街中でそんな目に遭ったことはなく、城内でだって師匠と一緒に歩いていればそんなことを言ったり絡んでくるツワモノはいなかったから平気だった。

　言われるほど身の危険なんてあると思っていなかった。

　だから、一人で城に来た途端こんな目に遭ってしまったヴィオラが怯えてしまうのも仕方ない。

　膝をついて目の高さを少女に合わせた騎士は、優しく気遣う声色で訊いた。

「大丈夫か？　立てるか？」

　緩く首を横に振ったヴィオラを思案顔で見た騎士は、再び訊いた。

「きみはどこに用があって城に来た？」

「……魔術師長様のところに……書類を届けに……」

　しゃくりあげながら小声で答えると、うなずいた騎士は事も無げに言った。

「判った。では、きみをそこまで運ぼう」

　え、と思ったら、失礼するという言葉と共に、突然横抱きにお姫様抱っこをされてヴィオラはめちゃくちゃ焦って真っ赤になった。

「きゃあっ！　あのっ、騎士様っ!?」

「大丈夫だ、落としたりしないから安心してつかまっていてくれ。首に腕をまわしてくれるとありがたいのだが」

　慌てて言われるがまま首に腕をまわすとうなずいてくれて、そのまま歩き出されてしまう。

「あのっ、……もうおろしていただいても……」

「だが歩けないのだろう？　ああ、恥ずかしいのなら顔を伏せているといい。大丈夫だ、ちゃんと魔術師長様の部屋まで送るから」

　真っ赤になっているヴィオラの様子に気が付いて妙ににこやかに言う騎士様は、もしかしてこの状況を意外と楽しんでいるのだろうか。

　あまりにも慌て過ぎて涙が止まってしまったヴィオラは、騎士様の肩口にカオを寄せて俯いて真っ赤なカオを隠すことしかできない。

　大人の男の人にこんな扱いをされたのは初めてで、恥ずかしくてどきどきが止まらない。心臓の音が伝わってないかと思うと更に恥ずかしくなる。

　どうにか気が紛れないかとなにか他所事を考えようともするが、直近から伝わってくる体温とまったく不安を感じない屈強な筋肉質の腕の強さがそれを阻む。

「そういえばまだ名乗っていなかったな。私はラーシュ・オロフ・ノシュテット。先月滅竜騎士の称号を陛下より賜った者だ。魔女殿、きみの名を教えてくれるだろうか？」

　滅竜騎士!!

　その称号を聞いて、ヴィオラは目を瞠った。当代陛下の御代で三人目の滅竜騎士が叙任じょにんされたと聞いたのは確かに先月だ。そんな立派な方だったとは知らず、ヴィオラは思い切り緊張した。

「わ、私はヴィオラ・ノルドルンドと申します。魔女エルヴィーラの弟子をしております」

「ああ、きみが。話には聞いている。あの気紛れな魔女が随分可愛がっている秘蔵っ子だと」

　どうやら師匠経由でヴィオラの存在はなんとなく知っていたらしい。

「あの人の弟子はいろいろと大変そうだが、優秀な人には違いない。騎士団も随分世話になっている有能な人だ。彼女から学べることは多いだろう。きみもがんばって修行に励むといい」

「はい、がんばります」

　ヴィオラは微笑んだ。エルヴィーラのことを悪く言う者は多いがこうして褒めてくれる人はあまりいない。なんだかんだ言ってもやっぱり大好きな師匠を褒められて、ヴィオラが嬉しくてうつむきながらも微笑んでいると、目の端で彼の口元が笑んでいるのに気が付いた。

　歩きながら話してくれるのは、どうやらヴィオラの緊張や怖かった気持ちを解してくれる意図があったようだと気が付いて、気持ちが温かくなるのを自覚した。

　見慣れない浅黒い肌の色は珍しいし、体格も大きくてごついけど、この近距離で盗み見る限り案外整った顔立ちをしていて目つきの悪さは気にならない。さっき貴族の男たちと話していた時も落ち着き払っていたし、今ヴィオラと話す声は低めで優しい。

　滅竜騎士という立派な称号を持ちながら見習い魔女如きに優しく接してくれることを、素直に嬉しいと思う。

　とくん、と、今まで感じたことのなかった気持ちが弾んだ、気がした。

　やはりヴィオラは曲がるところを間違えたらしい、間違えて曲がった角を通り過ぎて元の廊下に戻ると少し行って更に反対方向に曲がる。するとすぐに魔術研究庁の見慣れた廊下に出て安堵した。

　もう大丈夫だから下ろして欲しいと願ったヴィオラだが、ラーシュは心配だからと結局本当に魔術師長の部屋まで彼女をお姫様抱っこのまま連れて行った。

　何事かと驚く魔術師長にラーシュは事情を話した上で、必要なら家まで送るとまで提言してくれた。

　さすがにそれは申し訳なさすぎるので断ったが、なにかあったらいつでも頼ってくれていいと言われたことがとても嬉しかった。

　泣いて目を腫らしていたのがバレたのかもしれない。いつも師匠のことでは厳しい魔術師長も随分心配してくれて、伝言鳥を飛ばしてエルヴィーラに迎えに来てくれるよう頼んでくれた。

　伝言鳥は、魔法を使える者がよく使う通信手段だ。

　鳥の形で飛んで行き、相手に渡ると手紙になるそれは、少しでも魔力がある者同士なら送受信ができる。

　伝えられる文字数は魔力の強さに比例するので普通はあまり長い文章は届けられないし、開いたら数分ですぐ消えてしまって保存できないので重大案件を送るわけにはいかない。

　双方合意の上、お互いの魔力を覚えて送受信の了承をしたことになるため、誰にでも送れるわけではない。でないと、エルヴィーラの元には毎日山のような嫌がらせの鳥が届くことになるだろう。

　他にもいくつかの問題点はあるものの、それでも僅かな時間で居場所の離れた既知の相手にちょっとした連絡ができるというこの魔術はとても重宝されている。

　ふらっと出掛けるとちっとも帰ってこないエルヴィーラが夜中に突然、『これから帰るからあたしの晩ごはん用意しといて』なんて鳥をヴィオラの元に送ってきて、『今からですか!?　簡単なものしか作れませんよ』なんて言い返すような使い方をするのが彼女たちの間では一般的だ。

　もしかして心配してくれていたのかもしれない。いつもなら魔術師長の伝言鳥など来てもしばらくは丸無視して見ないでいるエルヴィーラだが、手紙が送られるとあっという間に魔術師長の部屋に『扉』を繋げて来てくれた。いつもならそれは規則違反と怒られる事案なのだが、さすがにその日は魔術師長も怒らなかった。

　思わず師匠に抱き着いて更に安堵したヴィオラだったが、事件の詳細を聞くと、ものすごく怖い笑顔で、ザクセン伯爵家のドラ息子ね？　とつぶやいた。

　師匠がその後、なにか彼に報復したのかどうかはヴィオラは知らない。ただ、二度と彼とその仲間の姿を見ていないことは確かだ。

　そしてその後、ラーシュは会う度にヴィオラを気遣ってくれる。なにか心配事は無いか、誰かに嫌な目に遭わされていないか、といつも気にしてくれている。

　初対面であんな場面に出くわしてしまったせいで気にしているのかもしれないが、決して彼が気に病むことではないはずだ。それでも、これもなにかの縁だからとカオを見ると声を掛けてくれる優しい騎士様のコトを、半人前の見習い魔女が好きになってしまったのも無理はなかった。

　それから二年、まだ見習いのままの魔女は、今も恩人の滅竜騎士様に恋をしている。

　成就する可能性はほとんど無いと判ってはいるが、それでも彼が誰かを選ぶまでは、好きでいたっていいはずだから。
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　デート当日。

　師匠に新しく買ってもらった若草色のワンピースに同色の丈が長めの上着で可愛らしく飾ったヴィオラは、待ち合わせの城下の広場に向かった。

　杖は上着の内側に差してある。騎士が常に帯刀しているように、杖は肌身離さず持つのが魔女として当然の行動だが、杖を持っていることで当然魔女とバレるわけで、それを避けたい時、魔女はこうして上着の内側に隠す。

　極稀に、スリットを入れたスカートの内側、腿に括り付ける師匠のような特殊例もあるが、大抵は上着の内側だ。師匠も登城の時はさすがにしないが、普段はちょっと目を離すとやっている。はしたないのでやめて欲しいものだがお構いなしだ。

　広場に行くと、待ち合わせ時間より三十分近くは早いはずだがもうラーシュがいた。いつもの騎士服ではなく、だが貴族にしては少しラフな感じの服で、それでも帯刀はしている。初めて見る私服にどきどきする。

　先に着いて待っていようと思っていたヴィオラは慌てて走って行って声を掛ける。

「ノシュテット様！　すみません、お待たせしました」

「やあ、ヴィオラ。走らなくても、まだ時間前だ」

　柔らかく笑んでくれたので、ほっとひと息つく。

「いつからおいでだったんですか？　絶対私の方が先だと思っていたのに」

「少し前に来たところだ。……その、楽しみでな」

　……その照れ顔、反則です。

　内心でヴィオラは悶えた。判っている。楽しみだったのは菓子屋巡りであって、別にヴィオラとの待ち合わせ自体が楽しみだったわけではないことくらい。それでもそんなふうに笑われたら、つい期待したくなる。

　そんな思いを表に出すことなく、ヴィオラは笑った。

「もー、ノシュテット様ったらお菓子は逃げませんよ。では早速行きましょうか。まずは西三番通りの『ピアジェ』からですね」

「ああ」

　今日は割と城から近場にある四軒をまわる予定だった。

　こうやってラーシュの休み毎に複数軒まわっていけば、そのうち気に入った店も見つかることだろうというヴィオラからの提案だ。ラーシュには休日毎に付き合わせては申し訳ないと最初は遠慮されたが、ヴィオラにしてみたらその度に好きな男と出掛けられるのだ、全然構わない。

　師匠も、いいじゃない、デートデート♪　とからかいながらも了承してくれたので、師匠公認のお出掛けだ。誰憚だれはばかることもない。

　最初に行った店は、繁華街の真ん中の人気店で、ヴィオラも師匠にせがまれて何度か買いに寄ったことがあった。店に入ると甘い香りがして、なんだか幸せな気持ちになる。

「いらっしゃいませー」

　店員の女性がにこやかに出迎えてくれるが、ヴィオラのあとに入ってきたいかついラーシュを見て若干引き気味になったのが判って、ヴィオラは努めて明るい声をだす。

「ノシュテット様、ここはマドレーヌがとっても美味しいんです。バラ買いができるのですけどいつも選びきれなくて、あの、全種類いいでしょうか？」

「ああ」

　うなずくラーシュの様子に、店員はヴィオラの要望で店に寄ったのだろうと見当をつけたらしい。若干表情が柔らかくなってヴィオラに訊いてきた。

「マドレーヌ全種類、一つずつでよろしいですか？」

「……二つずつで。あと、そちらのフィナンシェも一袋入れてくれ」

「はい、承知致しました」

　ヴィオラが答える前にラーシュが言うことで彼女の遠慮を制しようとしたとでも思ったのだろうか。笑っているヴィオラを見て、強面だが恋人には甘い男なのだろうと納得したらしく、妙に微笑ましそうな視線と共に店員がうなずいた。

　ラーシュが代金を支払って店員が紙袋を差し出すと、ヴィオラが受け取ろうとした上からラーシュが掴んだ。ラーシュからしてみたら自分が買ったものだから当然だと思うのだが、店員には恋人に持たせる負担すらかけさせたくないほど彼女を大切にしているとでも思われたのかもしれない。

「お優しい恋人さんで羨ましいです。またお二人でぜひご来店くださいませ」

　にこやかに見送られて店を出た二人は扉が閉まるとちょっとくすぐったそうに微笑んだ。

「完全に恋人同士と誤解されていたな」

「はい、予定通りです。でも、本当に良かったんですか？」

「なにがだ？　恋人設定がか？　私は先日構わないとちゃんと言っただろう。そう思われて困る相手もいないし。ああ、きみが嫌だったら申し訳ないが」

「いえ！　私は全然！　むしろノシュテット様の恋人役なんて光栄です」

　本当は『役』をつけなくたっていいんですなどと、言えるものなら苦労はしない。

「たぶん、これでここのお店は今後ノシュテット様が一人で行ったとしても、私にお土産を買って行くんだって勝手に誤解してにこやかに対応してくれると思いますよ」

「だといいんだが」

　二人は最初に相談した時、やはり設定として一番無難だろうということで、恋人風の設定でいくことにした。

　別に明確に恋人と言わなくても勝手に向こうが勘違いしてくれればいい。菓子屋という彼が似つかわしくない場所であっても女性同伴であれば入りやすく、また彼はインパクトがあるから覚えてもらいやすく、且つ次が一人でも行きやすい。

「完っ璧な作戦です！　我ながら素晴らしい思いつき！」

「自画自賛だな」

「だって他の人に自慢して褒めてもらうわけにいきませんから。次からはもっと恋人らしくみえるようがんばります！」

　握り拳で主張するヴィオラの勢いに、ラーシュが、くくっ、と珍しく声を立てて笑っている。

「この勢いで次に行きましょう！」

「では、お供仕ろう」

　ヴィオラは元気に歩き出した。その後を菓子の紙袋を抱えたラーシュが続く。

　二軒目も三軒目も、概ね同じような反応をされ、すべての店でラーシュはちゃんと満足な買い物ができたようだ。

　四軒目は喫茶スペースのある店で、そこでは持ち帰りできない店内限定デザートがあるとかで、せっかくなので店内でそれをいただくことにした。

　紅茶と共に出されたケーキは器の底に入った角切りのスポンジの上にオレンジのババロアがたっぷり載って更にその中や上にフルーツが飾られたパルフェで、柔らかすぎてカップごとでないと持ち帰りができないから店内限定という代物だった。

　スプーンで掬って食べれば頬の内側がじーんと染みて、その甘みがたまらなく美味しい。

「美味しーい！　うわー、なんかずっと食べていたい！」

　ヴィオラは美味しいものを食べるとつい感想を言いたくなるが、ラーシュはひたすら黙々と高速で大量に食べ続けるタイプらしい。あっという間に中身がなくなっていくデザートの器を前に、ラーシュがぼそりと言った。

「……ヴィオラ、もう一つずつ頼まないか。ひとつじゃ物足りん」

「え。いいんですか!?　お姉さーん！　あと二つこのパルフェください！」

　追加が運ばれると更にそれを堪能する。二つも食べるなんて贅沢をしたヴィオラは心もおなかもしっかり満足だ。

「ヴィオラ、ありがとう」

　パルフェを綺麗に平らげ、ゆっくりと紅茶を飲んでいたラーシュが不意に言った。

　ヴィオラが何故礼を言われたのか判らなくて小首をかしげると、ラーシュはそっと微笑んだ。

「こんなふうにたくさん菓子を買って、店の限定デザートを食べるなんて私一人では今までできなかった。きみがつきあってくれたおかげだ。ありがとう」

「そんな……っ、いえ、どういたしまして」

　否定しかけてから、ヴィオラは微笑んだ。ラーシュの好意の礼を素直に受け取ることにした。

「私だって、美味しそうなお菓子をたくさん見られて、こうしてご馳走までしていただけて、それってとても役得ですよ。ご一緒できてとても楽しかったです」

「そう言ってもらえるとありがたいな。また頼めるだろうか」

「はい、喜んで」

　心から言うと、ラーシュは嬉しそうにうなずいてくれた。

　それだけでヴィオラはもう胸がいっぱいになるくらいに嬉しかった。

　好きな人に同行を喜んでもらえる、それはとても嬉しいことだ。たとえそれがたかが買い物の同伴であっても、今ラーシュがそれを頼めるのがヴィオラだけなのだという事実は自分が彼の隣にいていい理由を肯定できる要素だ。

　そして皆が知らないいろんなラーシュを知ることができるのも嬉しい。皆に尊敬されつつも畏怖を与える滅竜騎士が菓子を頬張り口元を綻ばせるこんな可愛らしい光景を特等席で見られる特権を、ヴィオラは手放したくない。

「たくさんお菓子を買われましたけど、全部お一人で食べるんですよね、大丈夫ですか？」

「余裕だ。むしろ気を抜くと一気に食べてしまいかねないから、何日持たせるかちゃんと配分を考えないといけないと思ってるよ」

「えええー!?　おなか壊しますよ!?　こっそり胃薬おつくりしましょうか？」

　ヴィオラが思わず声を上げて目を丸くすると、ラーシュが楽しそうな笑顔を見せて大丈夫だよと言う。

　これは騎士ではなく、普通の男性としてのラーシュの素の笑顔だ。

　どきどきする。ますます惹きつけられてしまう。

　余計に好きな気持ちを意識してしまって、それを誤魔化すようにヴィオラは努めて明るい声で訊いてみた。

「次はどこに行きましょうか？　行きたいお店を選んでおいてくださいね」

「そうしよう。また連絡するから」

　うなずいてくれるということは、次も一緒に行っていいということだ。再びのデートができることをヴィオラはたまらなく嬉しく思う。

「ああ、そうだ、その連絡方法だが、伝言鳥を飛ばしてもいいだろうか」

「あ、はい、もちろんです！」

　ラーシュが掌を差し出したので、ヴィオラはその上に手を乗せる。

　魔力は人によって微妙にその色や波長が違うという。こうすることで魔力の交換をして、伝言鳥を届かせるための相手の魔力を知るのだ。

　じんわりと伝わる温かい魔力が伝わってきて、なんだかそれがラーシュの心の温かさみたいだとちょっとくすぐったくなる。

「ん、ありがとう」

　同じようにヴィオラの魔力を受け取ったのだろうラーシュが手を離すと、指先でくるんと円を描いた。途端にヴィオラの目の前に白い鳥が現れて、手を広げるとその上で手紙になった。






『今日はありがとう。楽しかった。また同行をつきあって欲しい』






　先程言われたことをもう一度文章にされて、ヴィオラは思わず微笑んだ。

　同じように指でくるんと円を描くと、薄いピンクの鳥が出来上がってラーシュの元に飛んだ。

　手紙を読んだラーシュは微笑んでうなずく。






『こちらこそ楽しかったです。ぜひまたご一緒させてください』






　送った手紙にはそう書かれているはずだ。

　伝言鳥を飛ばすための魔力を教えてもらえる。好きな異性にそれを許してもらえる。それは、恋する乙女には跳ねまわりたいほどに嬉しいことで、ヴィオラだってそれは同じだ。

　きっとラーシュに連絡手段以外の他意はないだろう。でも、それでも彼に恋心を抱くヴィオラには少しでも彼に近付けた気がしてとても嬉しい。

　ゆっくりとデザートと紅茶を堪能したあと、ラーシュはエルヴィーラの土産とついでにヴィオラの分までケーキを買ってくれ、更には家まで送ってくれた。

「あら、別に泊りでも良かったのよ？」

「ナニ言ってるんですか。そんなコトあるわけないでしょ。そんなコト言うならお土産のケーキ、私が一人で全部食べますよ」

「やあだ、冗談じゃなーい。でも、もしホントに朝帰りしたって、相手がラーシュならあたしは祝福するわよぉ」

「取り上げます」

「やだー！　食べるー！」

　にやにや笑顔で珍しく家で待っていたエルヴィーラにからかわれながら、それでも二人でつつくケーキはあまりにも美味しくて、今頃彼も城の寮でひとり黙々と焼き菓子を食べているのだろうかと思ったら、なんだかおもしろくて可愛くて、にやにやが止まらない。

　あまりにも幸せな気持ちで一日を過ごしたヴィオラだった。
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　ラーシュの休日毎の買い物のお供という名のデートはその後も続いた。

　王城の近場の菓子店の時もあれば、馬車で移動するときもあったが、ラーシュは気に入った店はもう一度行くと決めたようだ。

　初めての店三軒と気に入った店一軒、という時もあり、ヴィオラは彼の好みが大体判ってきた気がしている。

　溶けた砂糖がたっぷりかかったような直接的に甘いものより、クッキーやマドレーヌのようなシンプルな菓子の方が好きなようだ。ドライフルーツやナッツが入ったものも好きなようだが、チョコは控えめな方がいい。ゼリーやプリンも好きだが一つじゃ足りなくて複数買いする。おかげで先日行った店では店員にヴィオラの家族への手土産を買ったのだと思われたようだ。

　一番初めに二人で行ったマドレーヌの店はやはりお気に召したようで、二度目に行った時は違う種類のお菓子を買ったがどうやらそのうち三度目もありそうだ。ちなみに店のお姉さんはちゃんと二人のコトを覚えていてくれて、また仲良くお二人でご来店くださって嬉しいですと笑ってくれ、その時初めてラーシュを見た店員がびびっていたのをとりなしてくれていた。

　ちゃんと恋人設定の作戦が功を成していたことに安堵して、それと同時に本当の恋人同士じゃないんですごめんなさい、とちょっとだけ罪悪感を持つヴィオラだが、ラーシュのことを考えたらそれも仕方ないと思う。

　そもそも、好きなものを容姿のせいで手に入れられないなんて気の毒過ぎる。そうでなくたって、例えば、ヴィオラが魔女だからという理由で売るのを拒否されたら腹が立つし悲しすぎる。

　ヴィオラには今のところそんな経験はないが、好きで欲しいのに手に入らないのは悲しいだろうと思う。

　だから、そんなことでお手伝いができるのなら、それで喜んでもらえるのなら、ヴィオラは嬉しい。

　そして、何度も菓子屋巡りに同行することで、ラーシュに対する想いは募る一方だ。

　城では見られない普段のラーシュが見られることもあって、彼をとても身近に感じる。

　騎士としての勤務中はあまり変わらない表情も、外に出れば随分と柔らかくなるし笑顔もちょくちょく見せてくれる。声に出して笑う姿などはなかなかのレアものだ。喜ぶ顔、驚く顔、困ったような笑みさえもそれを見せてくれるのが嬉しくて。

　以前は偶然城で会うくらいしかカオを見られる機会なんて無かったのに、週に一度程度とはいえほぼ定期的にそれも二人で会える。もちろん仕事で他所に行っていたり他の用事で会えない時もあるが、その時は伝言鳥で連絡してくれるので、なんだか本当に恋人同士のようでつい浮かれてしまう。

　彼が自分に特別な思いを持っていないと判っていても、秘密の共有という点で以前よりずっと親しい友人として扱ってくれていると感じてしまう。

　本当は手が届かないくらい高いところにいる人のはずなのに。

　好きだと告げたって、きっと困らせてしまうだけだと判っているのに。

　魔女としても女性としてもまだ半人前の自分が欲しがっていい人ではないと、アタマではちゃんと判っているのに。

　ラーシュの菓子と違って、欲しいと言って手に入るものではない。でも判っているのに欲しいと願ってしまう。

　最近、師匠がヴィオラに余計なことを言って煽るのも関係している。






『そろそろあたしの可愛い弟子も一人前になる時機かしらねえ。さーみしーい』






　一人前になったからといって師匠の家を出なければならないわけではないから、寂しがる必要はないはずだ。でも師匠はなにか感じているらしい。

　一人前になる、その意味を考えるとヴィオラはものすごく複雑な気持ちになる。

　早く一人前になって師匠に認められたい気持ちといつまでも師匠の庇護下にいたい気持ち。

　相反するそれはラーシュに対する気持ちと似たところがあって、ヴィオラを悩ませる。

　いっそ全部後回しにしてなんにも考えず、現状維持を望んでしまいたい気になって唸っているヴィオラを、師匠は全部判っているのだろう、そんな時だけ彼女は温かい大人の目でヴィオラを見守っていた。










　今日は辻馬車を使って東地区の菓子屋を四軒まわった。

　城下に戻ってきたヴィオラとラーシュは馬車を降りると少し歩いたカフェで休憩をして、これからラーシュがいつものようにヴィオラを家まで送ってくれるところだ。

　ラーシュの肩には少し大きめの布製の鞄が掛けられている。

　兵士が行軍に持っていきそうな丈夫だけが取り柄のずだ袋のようにみえるが、いや、実際袋自体はそうなのだが、実はヴィオラがつくった魔術道具だ。

　中は保冷の魔石が組み込まれていて、冷菓の持ち運びも大丈夫な上に潰れたり崩れたりを防ぐための補強と制御まで施してある。間違って落としたり踏まれる程度なら充分耐えうるはずの優れものだ。

　ラーシュが買ったお菓子の持ち運びに際し、あまりに露骨に菓子の袋と判るものを持って寮に入るのを憚ってどうしたものかと思っていたところをヴィオラが察して、三度目の買い物の時に渡したものだった。

　ラーシュは殊の外喜んでくれて、それ以降ずっとこの鞄を愛用してくれている。

　そのまま室内に置いておくより数日は余分に保存できるため、ラーシュは買った菓子を鞄に入れっぱなしで収納庫代わりに使っているらしい。ぱっと見はただのずだ袋だ、他の騎士が見たってなんら目を引くものではない仕様がとてもありがたがられた。

　二人並んでさっきカフェで食べたパンケーキの話をしながら街を歩いていると、なにやら角を曲がった背後の方から騒がしい声が聞こえてラーシュは足を止めた。休日とはいえ彼は騎士だ、騒ぎは気になるのだろう。

　悲鳴と叫び声で理解した。ひったくり犯が出たらしい。

　ヴィオラが振り向いた途端、いきなりの衝撃に突き飛ばされてその場に倒れた。

「ヴィオラ！　貴様！」

　一瞬ヴィオラに目をやりつつ、無事を確認したラーシュは犯人を追って走り出した。犯人は意外と足が速く、そして他人様の鞄を抱えたままナイフを振りかざしながら逃げている。悲鳴が上がったのはそのせいか。

　起き上がったヴィオラは、反射的に上着の内側から杖を出してかざした。

　口の中で唱えた呪文が発動し、つむじ風が犯人の足を絡め取る。たまらずその場ですっ転んだ犯人に追いついたラーシュがナイフを他所に蹴飛ばしてから男を取り押さえた。その手際はさすがだ。

　ようやくほっとしていると、二名の騎士が駆けつけてきた。どうやらひったくり犯を追ってきたが振り切られそうだったらしい。犯人を取り押さえているラーシュを見て驚いていた。

「もしかして、滅竜騎士様ですか!?」

「うわ！　逮捕協力ありがとうございました！」

　名乗らなくても知っていた辺り、やはり彼は騎士の間では憧れの存在らしい。犯人を引き渡しながらラーシュが訊いた。

「被害者は無事か？」

「はい、ナイフを振り回してはいたものの怪我人はいません」

「それなら良かった。ヴィオラは無事か？　怪我は？」

　ラーシュが気遣ってくれたので、微笑んで首を左右に振って見せる。膝を擦りむいたかもしれないがそれくらいは許容範囲だ。すると、ほっとしたカオでうなずいてくれる。

　駆けつけてきた二名の騎士は、滅竜騎士の存在にものすごく恐縮しつつも片方が犯人をきっちり捕縛し、連れていく。そしてラーシュに礼を言ったもう一人の騎士が、立ち上がったヴィオラにも笑顔で声を掛けた。

「大丈夫かい、お嬢さん」

「あ、はい」

　カオを上げると、杖に目が行った騎士がハッとして、すっと視線を逸らした。

「なんだ、魔女かよ。淫乱な魔女風情がこんなとこにいるんじゃねえよ。街の風紀が乱れる、さっさとどっか行っちまえ、うっとおしい」

　不快そうに暴言を吐かれて、ヴィオラは衝撃のあまり固まった。

　突然の態度の豹変に戸惑って反論もできない。なにより何故そんなことを言われたのかが判らない。

　ふん、と捨て台詞のように鼻を鳴らして通り過ぎようとした騎士を、だが引き留めた声があった。

「待て、そこの騎士。おまえだ」

　いつの間にか戻ってきていたラーシュが、行きかけたその騎士の肩をつかまえていた。

「え、は、なんでしょうか？」

　振り向いた騎士が戸惑った様子で困惑気味に返事をする。彼の憧れの滅竜騎士が、明らかに機嫌を損ねているのがありありと判ったからだ。

「今、おまえは私の友人になんと言った」

　低い静かな怒りを含んだ声が騎士を震え上がらせる。

「は、あの、それは」

「何故彼女はおまえに侮蔑の言葉を吐かれなければならん。彼女がおまえになにかしたのか？」

「い、いえ、あの、申し訳、」

「詫びの言葉など求めていない。質問に答えろ、なにかされたのか？」

「……いえ」

「では家族か友人知人が彼女になにかされたのか。それで恨んでいるのか」

「い、いえ……」

「では何故、縁も所縁もない初対面の女性にそんな無礼な口を利く？」

　正面から憧れの騎士に凄まれて、騎士はすっかりびくついていたが、仕方なくという様子で、掠れ声でなんとか答える。

「……あの……自分は、魔女が嫌いで、その、以前、幼馴染の婚約者が、魔女にたぶらかされて幼馴染を裏切って、結局婚約破棄になって……」

「それは気の毒な話だが、それをした魔女は彼女じゃない。その恨みを通りすがりの彼女にぶつける理由にはならん。まして今の犯人は彼女が魔術で足止めをしてくれたから捕まえられたんだ。それなのに、それがおまえの協力者に対する感謝の仕方か。それが騎士の態度か。恥を知れ！」

　低く叱り飛ばされて、騎士の背筋が伸びる。

「申し訳ありません……っ」

「私に謝る必要などない。謝る相手が違う」

「……す、すみませんでした……」

　やっと騎士の視線がこちらに向いて謝られる。ヴィオラがびくつきながらもうなずくと、騎士は深々と頭を下げてから身を翻し、同僚のあとを追って走り去っていった。

　ヴィオラは気まずい思いでうつむく。

　魔女に嫌味を言う者は、大抵その個人ではなく魔女全般に対しての文句を言う。ヴィオラが嫌いなのではなく、魔女が嫌いなのだ。だから魔女代表のような扱いで嫌味を言われたことは多々あるが、こうもあからさまに嫌悪の言葉を吐かれたことは無かった。

　これまでも似たようなことは言われてきたし、聞き流していられた。

　なのに、よりによってラーシュが共にいる時にそんなことを言われて、ヴィオラは羞恥と悔しさでカオを上げられない。

　自分のせいじゃないのに自分が悪いように侮蔑される光景を好きな人に見られた恥ずかしさは、いくら彼が全力で庇ってくれたとはいえその場で消え入りたいほどだ。

　このところラーシュと一緒に出歩くことが多くなったせいで浮かれていた気分があっという間に萎んでしまう。魔女であることを嫌だと思ったことはなかった。だが、魔女という肩書が嫌いになりそうで。

　魔力があるからといって必ず魔女にならなければならないわけではない。

　もしかして自分と一緒にいることでラーシュまで悪く言われることになりはしないかという心配まで湧き上がってしまったら、もう一緒に買い物に行くことすらも断った方がいいのではないかと思えてきてしまう。

　いや、そもそもラーシュは魔女と出歩くこと自体を厭いはしないだろうか。もうこれ以上誘うことを躊躇って一緒に外出することはないのではないだろうか。

　急速にネガティブな思いが膨れ上がっていく。

　と、不意に、ぽん、と頭の上に手が乗った。

「ありがとう、助かった」

　ラーシュの声にやっとカオを上げると、いつもの優しい表情に戻ったラーシュがヴィオラを見ていた。

「きみが足止めをしてくれたおかげで犯人を捕まえられた。ありがとう、さすがは優秀な魔女だ」

「……まだ、見習いです」

「では、優秀な見習い魔女だな。私だとああいう場面では実はうまく力加減ができなくてな、下手をすると犯人の腕か足辺りをこう、ざっくりとすっ飛ばしてしまう」

「え」

　なんかすごくコワいコトを言われた。

「私の攻撃魔術は威力はあるが実は調整が大雑把でな、実戦で竜相手に使うくらいが丁度いいんだ。だから魔術騎士と名乗ってはいるが、実は私は騎士相手でもほとんど魔術を使ったことが無い」

「えええー」

　騎士が使う魔術は実際攻撃に特化したものを覚える傾向があり、やはり威力に重点を置かれるが故に逆に最小限に抑えるということが苦手な騎士は多いと聞く。いくら犯罪でもひったくりくらいで腕や足を吹っ飛ばされるのは割に合わなさすぎるというものだ。

　その点、魔女の使う魔術はむしろ術式計算が細かく難しいものが多いので繊細な魔力使いが必要な能力のひとつである。

　ヴィオラがラーシュに贈ったずだ袋とて、保冷魔石の威力が強すぎれば中身は冷えるで済まずに凍ってしまう。同じものはラーシュにはつくれない。

「なんだかヴィオラには借りばかりできていく気がするな。どこかでまとめて返したいものだが」

「そんな、借りなんて。私はこうしてご一緒できるだけで充分なのに」

「いつも買い物につきあってもらって、保冷袋までつくってもらって、今日は犯人逮捕にまで協力してもらった。なにか礼をさせて欲しいな。そのうちでいいからなにか考えておいてくれ。私にできることならできるだけ応えよう」

「え、でも」

「親愛なる見習い魔女殿に、敬意と友情を込めて、と言ったらちょっと格好つけすぎか？」

　微笑むラーシュの笑みはちょっとおどけていて、ああ、もう本当にこの人が好きだと思う。

　落ち込みそうになっているヴィオラを救い出してくれようとしているのは明白で。

　こんな場面の時、『同僚の騎士がすまない』とでも謝りそうなものだがそれを彼はしない。魔女に対する好悪の問題はあくまでもあの騎士の個人レベルの問題だからだ。

　だからその代わりにラーシュはヴィオラという魔女を好きだと言ってくれる。

　ヤツは嫌いだと言ったが自分は好きだから気にするなと。

　ヴィオラに魔女としても友人としても好意を持っているのだから落ち込まなくてもいいのだと教えてくれている。

　だから、ヴィオラはようやくカオを上げて、微笑んで見せることができた。

「……じゃあ、なにか考えておきます」

「ああ、そうしてくれ」

　ヴィオラが微笑んだからだろう、ほっとしたようにラーシュは笑った。

　それからやっと放り出したずだ袋の存在を思い出して、急いで拾いに行く。

　中身は完璧に守られていてすべて無事で、ラーシュはまたヴィオラの能力に感謝の笑みを寄越してくれた。
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　ヴィオラがラーシュと買い物に出掛けるようになってかれこれ三ヶ月が過ぎようという頃、エルヴィーラがまた陛下に依頼されて仕事に出た。

　今回はサイダル宮へ出向いている。

『じゃあ、行ってくるわね～』などと超お気楽に告げて行った師匠は、いつも通り『扉』でひょいっと出掛けて行った。

　ヴィオラにはまだ『扉』を開けられない。それを構築する術式は知っているが、単純に魔力が足りないのだ。もっとも、『扉』を使えない魔女の方が圧倒的に多いので、まだ見習いに過ぎないヴィオラが開けられないのは当たり前なのだが。

　魔女になると、魔力量が飛躍的に上がる。だがそれは増えるわけではなく、元々あったものが解放されるだけだ。見習い魔女のうちは制限されている魔力量は自らの意思で解放されるわけではない。

　それは例えるなら瓶の中にあるのが魔力として、見習い魔女はそこからあふれて零れた分の魔力が現在使える量だ。魔力は零れてはくるがいわば蓋が閉まった状態で、自分の意志で蓋を開けて使うことはできない状態になっている。

　魔女になったらその蓋が開いて全部を使えるが、魔力量の大きさによって瓶の大きさが変わるといった具合なので、その者の最大魔力量がどれくらいあるのかは、魔女にならないと本人にも判らない。

　ただ、見習いのうちにできる魔術のレベルや精密さで推定ができるといわれていて、その点ではヴィオラはかなり期待できると言われていた。

　師匠がいない間、ヴィオラは薬をつくったり魔術で道具をつくったりする。薬も道具も専任の魔術師や職人がいるが、内職の一環だ。

　中でも蓄魔石をつくるのは得意で、依頼先からも質がよいと評判だ。

　蓄魔石は、魔力吸収率の良い石を数種類のサイズに加工したものに魔力を封入したものである。

　一般家庭に普通にある炊事に使うコンロや風呂を沸かすのに使う給湯器、工業用の道具や機器にもこういった魔石が使われていて、数ヶ月から数年とサイズや使用頻度にも寄るが一定期間ごとに交換が必要になる。

　魔術師は自前で注入できるだろうが、魔力を持たない者には新品が必要で、消耗品だからいくらでも需要はある。それをコツコツつくることでそれなりの収入を得ていた。

　家計は城からの謝礼だけでもそこそこ裕福に暮らせるだけの実入りはあるが、畜魔石などの内職は依頼されていろいろつくっていて、ヴィオラの小遣いと独立資金稼ぎにちょうどいい。独立したいかどうかは置いておいて、自由になる金があるのは悪いコトではない。

　庭につくってある薬草や木の実などの畑や木の世話などもヴィオラの仕事だ。薬の材料は街に行けば普通に手に入るが、中には新鮮なもの、採れたてが一番効力を発揮させるものもある。そういったものは自前でつくっていた。

　師匠がいるときは、いろいろな魔術の術式の勉強をしている。術式は複雑なものとされているが、それをいかに省略できるかが魔術始動の速度を速め、使用魔力量の軽減に繋がるとされている。

　師匠などは『いやそれ省略しちゃダメなとこじゃ？』と思うところまで省略するのにきちんと術式構築する他の魔女より威力と精度が高いというタチの悪い魔女だが、同じ術式でヴィオラが唱えてもそれは発動できない。曰く、その術や術式の理解度の問題だというが、その辺の実感がまだ判らないのはたぶん見習い魔女だからなのだろう。

　おそらく『扉』も同じような理屈でかなりの魔力軽減をしているのだろうと思われるが、それにしたっていつも安易に使い過ぎだと思っているのはきっとヴィオラだけではないはずだ。










　師匠の留守も三日目になった日の夕方。

　ヴィオラはラーシュの元に伝言鳥を飛ばした。

　大抵はラーシュから送るそれを、ヴィオラの方から飛ばしたのは実は初めてだ。

　今登城しているが、約束の菓子を届けたいのでお邪魔していいかという内容だ。

　以前ラーシュから、ヴィオラのつくった菓子を食べたいからいつでも届けてくれと言われていたものをやっと持ってきたのだった。

　初めに頼まれてから随分経つ。それから何度も会ってはいたものの、それは菓子を買いに行った時ばかりで、さすがにプロのつくった菓子を買ったタイミングで手作りの菓子を渡す勇気はなかったから遠慮していた。

　ラーシュは、ヴィオラがくれたものならばそれもきちんと味わって食べるよ、それはそれこれはこれだと言ってくれたが、さすがに無理というものだ。

　ずっと保留になっていた事案なので、ラーシュは『執務室で待っている。喜んで受け取るよ』と返事をくれて、ヴィオラは怖々執務室を訪れた。

　騎士団の駐屯所は城の西側にあり、ラーシュの執務室も当然ここにある。

　ラーシュの今の身分は遊撃騎士団の副団長だ。『滅竜騎士』は名誉称号であり、普段は普通に騎士として働いている。

　滅竜騎士の拝命と共に相応の地位が必要と、本来一名の副団長が二名になった。

　遊撃騎士団の団長は老齢で近く退官が決まっている。元々の副団長が次の団長に任ぜられることが決まっていて、つまり副団長の後任がラーシュということだ。

　ちなみに遊撃騎士団は、名前の通り遊撃を得意とし、各方面に駆り出される部隊だ。情報収集や諜報も専門部署としてこの騎士団に所属する。王族以外の貴族や他所に派遣される官僚や魔術師の護衛を務めたりもする。そのついでに先方での情報収集もするからだ。

　単独行動を認められている彼らは各人が一騎当千の使い手であり、且つ魔術が使える魔術騎士が多く籍を置く。

　華やかな近衛などと違って、どちらかというとなんでも屋と揶揄されていたあまり日の当たらない部署だったはずだが、滅竜騎士が所属したことで一時注目度が増した。二年半が過ぎた今はやっと以前の落ち着きを取り戻しつつあるが、それでもやはりなにかと話題に上る騎士団だ。

　しばらくして執務室のドアがノックされ、ヴィオラが訪れた。

「やあ、ヴィオラ、待っていたよ。入りなさい」

「お仕事中にすみません。お邪魔ではなかったですか？」

「いや、一息いれたかったからちょうど良かったよ。書類仕事は疲れる。剣を振っていた方が楽だ」

　机の上に持っていたペンを放り投げて立ち上がるのを見て、ヴィオラはほっとした顔で部屋に入った。仕事の邪魔をしたかったわけではない。早めに帰ろうと思う。

　ラーシュがソファを勧めてその向かいに座ったので、ヴィオラもそれに従った。

「今日はどうしたんだ？」

「師匠の忘れ物を届けに」

　ヴィオラが苦笑する。

　今日の昼過ぎに、魔術師長からヴィオラに伝言鳥が来た。

　なんでも出張前に提出したはずの書類に抜けがあったらしい。明日までに探して持ってきて欲しいということだった。

　師匠の仕事机の上はいつもごちゃごちゃで、ヴィオラが片付けておいてもいつの間にか元通りになっている。テキトーに書いたのであろう書類をテキトーにまとめて持って行った結果抜けがあったのだろうと、あまりにも容易に想像できた。

　いつもなら一応ヴィオラが確認するのだが、たまたまその日にラーシュと買い物に出掛けていたために見ていなかったのも悪かった。

　見つけ次第持っていきますと返事をして、慌てて机を漁って持ってきたのだ。

「それはご苦労だったな」

「いつものことですから」

　笑ったヴィオラは、それから持っていた鞄を開けて、恥ずかしそうに紙袋を差し出してきた。

　ヴィオラの両手に余るほどのサイズのそれから、仄かに焼き菓子の良い香りがする。

「その、今日の午前中にクッキーを焼いたので持ってきました。お口に合うといいんですけど」

「ありがとう、喜んでいただくよ」

　嬉しそうに受け取ってくれた袋を早々に開けて中を覗いたラーシュは早速一枚出してみるとすぐに口に入れる。

「ん？　これ、なにが入ってるんだ？」

　クッキー生地以外にしゃりしゃりとした歯触りを感じたのだろう、首を傾げているラーシュに、ヴィオラは答えた。

「あの、シリアルを混ぜたドロップクッキーというものです。ノシュテット様、まだこういうのは買ったコトなかったって思って」

「シリアル。へえ、好きだな、これ。うまいよ」

「良かった！」

　クッキー生地がシリアルの存在をうまく引き立てていて、素朴だが甘すぎないクッキーはたぶん彼の好きな味だろうと思ったが、どうやら正解だったようだ。

　好みだろうとは思ったがやはり食べてもらうまでは心配で、ヴィオラはあからさまにほっとした。その様子にラーシュは笑っている。

　いつもはいる副官が今はたまたま所用で出掛けているということで、ラーシュが手ずからお茶を淹れてくれて、ヴィオラはめちゃくちゃ恐縮しつつそれをいただいた。

「エルヴィーラ殿は今サイダル宮に行っているんだったな。ひとりで大丈夫か？」

　ひとりでの留守番を気にしたらしいラーシュの問いに、ヴィオラは微笑んだ。

「もちろんです。師匠に弟子入りしてからもう何十回もひとりで留守番してるんですよ、平気です」

「なにか困ったことがあったらすぐ連絡してくるんだぞ。いつでも助けに行くからな」

「大丈夫ですよ。でもご心配ありがとうございます」

　ラーシュの心配はありがたくて嬉しいが、本当に自分の手に余るような困ったことがあったらヴィオラはまずエルヴィーラに助けを求めるだろう。師匠と弟子の関係としてそれは当然だ。

　伝言鳥を飛ばせば済むことだし、本当に緊急を要するのなら師匠は『扉』を使って帰ってきてくれることだろう。

　もちろんその事件の内容にもよるだろうが、ラーシュに助けを求めることはたぶん無いと思う。

　頼りにしていないのではなく、きっと忙しいのだろうラーシュの手を煩わせるようなことはしたくない。

　例えそれをラーシュが求めてくれていたとしても、ヴィオラは基本的に、些細なことでも師匠以外の人に頼るのが苦手だった。

　紙袋に入れてきたクッキーを、ラーシュは無言で、だが素早く消費している。

　皿に出すようなことはせず、直に袋に手を突っ込んで食べている姿はあまり貴族らしくなくて、ちょっとおもしろい。

　その視線に気付いたのか、ずっと下の紙袋を見ていたラーシュがふとヴィオラに視線を寄越した。

「あ、すまない。予想以上にうまくて、ついきみを放置してしまった」

「あ、いえ！　そんなに気に入っていただけたならつくった甲斐があります。嬉しいです」

「またつくってきてくれるだろうか。お世辞じゃなく本当に気に入ったんだ」

「そんなもので良ければいくらでも」

　途端に嬉しそうに目を細めてくれて、ヴィオラの好きな笑みになる。

　そのあと、次の休みにはどこの菓子屋に行こうかと相談をしていたら、あっという間に時間が過ぎていたらしい。

　ノックの音がしてラーシュが返事をすると、魔術研究庁の制服の若い男性が入ってきた。

　ふと外を見てみれば、暮れかけている。一時間くらいは経ってしまったかもしれない。早めにお暇するつもりだったのに楽しくてつい長居してしまったと、ヴィオラは慌てた。

「あの、ノシュテット様、ごめんなさい、私帰ります。お仕事の邪魔をしてすみませんでした」

「いや、こちらこそ引き留めて悪かったな。もう暗くなってきているがひとりで大丈夫か？　もう少し待っていてくれるなら家まで送るが？」

　気遣ってくれるラーシュの言葉は嬉しいが、これ以上自分のことに彼の時間を割かせてはいけない。ヴィオラは笑顔で断った。

「大丈夫です。お城から家までなんて通い慣れた道ですから平気ですよ。ではこれで失礼しますね」

　本当は名残惜しいが、立ち上がってヴィオラは頭を下げた。

　申し訳なさそうなカオのラーシュが一瞬なにかに気付いたようなそぶりをしたが、口にはせず、そのまま見送ってくれたのでヴィオラは魔術研究庁の男性に頭を下げるとラーシュの執務室を出た。

　残念なような、ほっとしたような気持ちを抱えて、ヴィオラは城を出て行った。










　ヴィオラが外に出た頃には街はもうすっかり暗くなっていて、それでもそこかしこで店の灯りが客を誘っている。

　もう閉まる店もあれば今開いたばかりの店もあり、繁華街は昼間とは違ったカオを見せ始めている。

　家路へ急ぐ人もいれば呑み屋やいかがわしい店へと赴く者もいて、城下町はにぎわっていた。

　ヴィオラは、本当はあまりこんな時間に外に出ていたことはない。

　大抵買い物は昼間のうちに済ませてしまうし、師匠が家にいれば夕食の用意をしている時間だ。師匠がいないならいないで内職などをしていてやっぱり家にいるので、こんな時間に外には出ていない。

　もう成人もしているし酒も呑める年だが、ヴィオラはひとりで留守番だからといってこれ幸いとふらふら夜遊びをするような娘ではない。魔女には珍しいが、根が真面目なのだ。

　こんな時間でも師匠と一緒なら外に出ることもあるが、食事に出たとしても酔っ払った師匠が歩きたくないからと『扉』でとっとと帰ってしまう。

　だから、滅多にひとりで歩かない時間なのをちょっと楽しく思って、近道して裏道を行こうなんてことを思いついたのは気紛れ以外の何物でもなかった。そして時間帯も昼間の明るいうちならなんら問題は無かったのだ。

　そしてヴィオラの体調面の問題もこのタイミングでなかったのならまだ違ったかもしれない。

　すべて、運が悪かったとしか言えなかった。






「待てよ！　小娘ぇ！」

「逃げてんじゃねーよ！」

「観念しておとなしくしな！」

「みんなで楽しもうぜ、嬢ちゃん！」






　気付けば下卑た下心を丸出しにした男たちにゆっくりと追われていて、逃げようとしたが既に遅かった。

　必死に逃げ出し走り出したヴィオラを、男たちが口々に喚きながら追ってくる。

　ほんの少し前までの楽しい気持ちはあっという間にどこかに置き忘れ、今は恐怖でいっぱいのヴィオラは半泣きで必死に走った。

　つかまったらどんな目に遭わされるかなんて、魔女じゃなくたって見当くらいつく。

　家まで送ろうと言ってくれたラーシュの心配を無碍にしなかったらこんな目には遭わなかったのか。

　いや、そもそも、いつも通り人通りの多い道を素直に歩いていればこんなことにはならなかった。夜には裏道は行くなと師匠にも言われていたことを忘れていた自分が悪い。

　ひたすら後悔しながら必死に逃げる。いや、逃げているつもりで追い込まれていることにヴィオラは気付かなかった。角を曲がったところで袋小路になっていたことに気付いて足を止めた時には、すぐ後ろに男たちが迫っていた。

　絶望的な気持ちで後ろを振り返ったヴィオラは、意を決して上着の内側から杖を出して握り締めた。
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　魔術研究庁の男性から書類を受け取って詳細を聞き終えたラーシュは、必要事項を記載してサインをすると、それを男性に返してからふと外に目をやった。もう既に真っ暗になっている。街の灯りはここからでは見えないが、城の灯りがそこかしこに見えていた。

　ヴィオラは無事に帰れただろうか、と思ってから、少し心配性に過ぎるかとラーシュは苦笑した。

　だが、多少はしょうがないと思ってもらいたい。彼女はどうも無防備過ぎる。

　もちろん年相応の警戒心はあるだろう。だが彼女自身は自分の魅力を過小評価しているとしか思えないほどに男性の目を気にしていないところがあると思う。

　エルヴィーラの師匠バカ的な贔屓目だけでなく、ヴィオラは充分可愛らしい。

　魔女という肩書のせいもあるが、不埒な者どもに狙われてもおかしくないくらいには魅力的な容姿であることを、果たして本人がどれだけ認識しているのかは甚だ疑問だった。

　確かにエルヴィーラが一緒にいる時は師匠の華やかさが目立つのでヴィオラは影になるかもしれないが、ラーシュの目には師匠の華美な見てくれや過剰な色気より、ヴィオラの清楚な可愛らしさの方が好ましく映っていた。

　だから必要以上に心配になるのだろうと思う。

　もちろん誰だろうと国民を悪意や害意から守るのが騎士の仕事だという認識はある。だがラーシュの中でヴィオラは既に特別気に掛ける者となっていた。

　ヴィオラは彼にとって、大切な友人だ。

　今までの経験上、どんなに綺麗な言葉を並べられてもそこに悪意や下心があれば判る。だが彼女からそういったものを感じたことは一度もなかった。

　ラーシュ本人ではなくラーシュの地位と肩書に寄ってきて、心にもない綺麗な言葉を並べ立てる見た目だけは美しく華やかな令嬢たちに比べれば、ヴィオラはあまりにも素直で素朴だ。

　それどころか、ヴィオラはもう知り合って二年半近く経つのにどうもまだラーシュに対して引いたところがある。

　この数ヶ月、かなり親しく付き合うようになってからもヴィオラは遠慮しがちなところがあって、どうももどかしい時があった。

　この見た目やカオのせいで女性の友人など今までいたことが無く初めてのことで、些か男の友人とは調子が違うことは判っているが、それにしたってもう少し気安くしてくれてもいいのだがと思う。

　何もしていないのに彼を見て怯える令嬢や侍女のせいで、ずっと自分が悪いのかと地味に落ち込んでいたが、ヴィオラは普通にしゃべってくれるし笑ってくれる。ノシュテット様はすごくお優しいです、そのままで全然構いません、と言ってくれる。それが嬉しかった。

　菓子が好きな自分を恥じて隠していたが、笑ったりバカにするどころか一緒に菓子屋に行こうと誘ってくれた。何度も一緒に行ってくれて、出先で一緒に食べたりもした。

　今までしてみたくともできなかったことを共にしてくれる彼女の存在はとても大切に思えた。

　実は、少しだけ下心があるのではないかと疑ってみたこともある。だが、その嫌疑はすぐ晴れた。

　ヴィオラはラーシュになにも求めない。ただ、ご一緒できればそれが嬉しいと笑う。

　一度礼をさせて欲しいと願いを聞こうとしたが、それからもなにも要求しないし、改めて訊いてもなにも思いつかないという。

　以前不埒な者や不心得な者から何度か彼女を助けたりしたことがあり、それを恩に思ってかとも思ったが、同行している時のヴィオラはいつも楽しそうだし素直な感情を見せてくれていて、決して恩義だけで傍にいてくれているとは思えなかった。

　少なくとも恩義や義務感、媚びは感じられず、それは単純に好意や興味、人の良さばかりが感じられた。デート中の恋人同士という設定を提案した時も大慌てで否定してから照れながら納得した。

　少しでも嫌だという表情や声の落ち方をしたら提案を引っ込めようと思っていたのだが、ラーシュと恋人同士と見られるのが嫌だったわけではなく立場や身分の問題で申し訳ないというだけのことのようだった。

　だが実際に買い物に行ってみれば、むしろ積極的に話しかけてくれた。

　些細な遠慮や躊躇いも可愛らしく、いかにも年上の恋人に甘えて菓子を買ってもらって嬉しいという姿を見せてくれて、何度か、あれ、俺たち実は本当に付き合ってたんじゃ？　と錯覚を起こしてしまいそうになった。

　きっとヴィオラにとっては、親切で優しい騎士の恋人と美味しい菓子屋巡りを一緒にしているという設定と状況を演じているうち、実際本人も楽しんじゃっているといったところなのだろう。

　しかし、だったらもっと仲良くなりたい、近しい関係としてもう少し気さくになってくれてもいいと思うのだが、ヴィオラはそれ以上は近付こうとはしない。

　それは言ってみれば単純に階級社会や身分の話、そしてもっと単純に男女の性差と年齢差の問題なのだろうと判ってはいるが、それを越えた友情があってもいいのではないかとラーシュは思う。

　ただそれは上の者だから言える話で、下の者からしてみたらなかなかそのラインを越すことは難しいのが実情なのかもしれないが。










「……ああ、そうか。思い出した」

　書類を受け取った男性が、部屋を出る前にふとつぶやいた。

　書類仕事に戻ろうとしていたラーシュは、どうしたのかとカオを上げる。それに気付いたのかどうか、男性は続けてつぶやいた。

「あの子、エルヴィーラ様のとこの。なるほど、じゃあもうすぐか」

　意味が分からず、だがヴィオラのことであることだけは判ってラーシュは訊いた。

「ヴィオラがどうかしたか？」

「え？　ああ、その。副団長はあの子と知り合いなんですか」

　はぐらかされてラーシュは眉間に皺を寄せた。

「まあ、友人だが、それであの子がどうしたと？」

「あー、その、もうすぐ魔女になるんだな、と」

「……？　それはそうだろう、今は見習いだが、いずれは」

「あー……、ええ、はい、まあ、そうなんですけど」

　どうも微妙にためらわれている感があって、ラーシュはますます目つきが悪くなる。それをどう取ったのか、男性は困ったようにあちこちに視線を泳がせている。

「なんだ、はっきりしないな。ちゃんと言え。ヴィオラがどうした」

「だから、もうじき魔女になるんだなと、ただそれだけで。別に他意は無いんです」

　うっかり口を滑らせただけで、本当に他意はなかったのだろう。困る男性に、だがラーシュはしつこく畳みかけた。なぜだろう、妙に気になった。

「そういえば、一度も聞いたことが無かったな。見習いはどうやったら魔女になれるんだ？」

　ふと疑問を思いついて聞いてみたら、あー、と更に男性の視線が泳いだ。どうやら彼は嘘がつけないタイプらしい。

「なにか試験でもあるのか？　それとも師匠がそれを決めるのか？」

「どちらも違います」

　そこだけはっきり答えるのでますます気になる。

「じゃあなんだ」

「それは内緒なんですってば」

「そこまで言っておいてそれはないだろう」

「勘弁してください、その辺のことは魔術師の不文律のお約束として魔術師以外にはしゃべらないことになっているんですから」

「私も魔術師だが？」

「ノシュテット様はそれ以前に騎士でしょう」

「じゃあ、おまえはどうやって魔術師になったんだ？」

「僕は元から魔術師ですが。ノシュテット様だってナニか試験とか受けた覚えは無いでしょう？」

　そう言えばそうか。いや、だが剣と魔術に関しては一応師匠にはついていた。

「いや、見習い期間があったんだろう？」

「もちろん師匠についての見習い期間はありましたけど、でも男は元々魔術師ですから……、あ」

「男は？　じゃあ女は違うのか？」

　あああ～、と更なる失言にアタマを抱えて唸る男性に、ラーシュは畳みかける。

「別に他所で吹聴する気は無い。ただあの子が心配なだけだ。教えてくれ。どうしたら見習いは魔女になるんだ？　なんでもうすぐだと判った？」

　一生懸命目を泳がせていた男性は、逃げ出そうとした瞬間素早く襟首を捕まえられ、結局逃げ出せなかった。どうやら話さないと離してもらえなさそうだと諦めて、溜息をついてから口を開いた。

「……性行為です」

「……は？」






「性行為！　セックスです！　見習い魔女は、処女じゃなくなると魔女になるんです。つまり男とヤったらその時点で見習いは魔女になるんですよ」






　ラーシュは、その瞬間、珍しく言葉を失った。

　魔女は男性と性行為をすることで魔力を補給できる。というコトは当然処女であるわけがない。だが、その行為自体が魔女になるために必須だなんて誰が思うものか。

　それが予想外のことだというだけでなく、その行為自体がヴィオラとあまりにも結び付かなくて。

「で、なんで判ったかってのは、あの子、さっき帰りがけにすれ違った時、ちょっといい匂いがしてたの気付きました？　アレ、見習い魔女特有の症状なんです。魔力がある程度成熟して安定した時にまだ処女だったりすると、本人の意思や思惑とは別のところでカラダが勝手に男を誘う匂いを出すんだそうです。魔女に淫魔の血が混じってるんじゃって話は知ってますよね？　それはこの辺の体質の話からも来てるんですよ」

　ちょっとやけっぱち気味に淡々と答えた男性は、ふてくされたような口調で言った。

「本人が気付いてるかどうかは知りませんけど、あの子、気付いてなくて人込みを歩いてたら今頃ちょっとヤバイかもですよ」

　無意識に男性の襟首から手を離したラーシュは、次の瞬間には脊髄反射で走り出していた。

　執務室のドアを開け、廊下を走り、一気に城の外まで駆け出した。

　既に日はとっぷりと暮れ、城下町の喧騒が聞こえる。

　人込みをすり抜け、道端の軒先をくぐり、城から魔女の家までの最短コースを走りながら、伝言鳥をつくって飛ばした。内容は『今どこにいる？』、『無事なら返事をくれ』と。間を置いて何通も飛ばした。

　伝言鳥は相手の魔力を頼りに飛ぶ。だから相手がそれなりに近ければ視認で行先を追うことができた。ヴィオラがもしまっすぐ帰っていればもう家についていていい頃だ。そして通常、無事であればヴィオラはすぐに折り返し返信をくれる。

　取り越し苦労であればいい。

『もう自宅につきましたが、なにかありましたか？』、そう返信をくれるのならそれで。

　だが、走りながら待っても返信は来ない。いつもならそうそうかからず戻ってくる返信が来ないことに、ラーシュの思考が焦りを増した。

　やはり、自宅まで送ればよかった。こんな時間に、女の子一人で帰すなんてしなければ。

　詮無せんない後悔が過ぎる。

　ただでさえヴィオラはラーシュに対し遠慮がちだ。

　菓子屋巡りの後で家に送る時でも少し申し訳なさそうにしている。

　彼としては騎士として男として、なにより自分のために付き合わせている外出なのだから、彼女を送るのは当然だと思っている。迷惑だとか面倒だとかも思ったこともない。

　さっきの会話でもそうだ。ラーシュは困ったことがあったら遠慮せず言ってこいとヴィオラに言った。

　嬉しそうに微笑んでくれたが、たぶん本当になにかあっても自分に助けを求めてはくれないのでないだろうかとラーシュは思っていて、たぶんそれは事実だ。

　本当に自分の手に余るような困ったことがあったら、ヴィオラはまずエルヴィーラに助けを求めるだろう。師匠と弟子の関係としてそれは当然だし、実際あの二人にはそれ以上に家族としての絆のようなものがある。

　友人として、ヴィオラを心配している者として、いざという時には自分にも遠慮などしないで欲しいと願うのは間違ってはいないと思うのだが、なかなか難しいのが現状だ。いや、心配していること自体は知っていてくれているのだろうが、だからといって実際に頼るかというのは別問題というもので、そこを越えない限り本当に親しいという仲にはなれないのだろう。

　なにより、二言目には、ご迷惑では、と言うその不要な気遣いを、しなくていいと思わせたい。

　だから、もし今、現在進行形でなにか困っていたとしても、迷惑かもしれないからと遠慮し助けてくれと言ってくれないかもしれないヴィオラを少し腹立たしくも思う。

「くそっ、どこだ、ヴィオラ！」

　何度目かの伝言鳥を飛ばしながら、ラーシュは焦って吐き出すようにつぶやく。

　相変わらず返信は返って来ない。

　空飛ぶ伝言鳥の姿を目の端で追いながら、人の流れを避け、走る。

　すれ違う人たちも血相を変えて走る騎士の姿に何事かと驚きながら道を空けてくれる。

　そのうち、伝言鳥が突然妙なところで向きを変えた。

　ヴィオラの家までは確かに近道にはなるが、あまり治安が良いとは言えない路地の方へと飛んで行く。一気に不安と恐怖が沸き上がった。

　何故。何故こんな時間にこんな道を通った。いや、追い込まれたのか。

　無事か、まだ無事か。無事でいてくれ。頼む。

　祈るような気持ちで伝言鳥を探すと、角から出てきた女にぶつかった。一瞬ヴィオラかと思ったが似ても似つかない、見るからに娼婦と判る濃い化粧に派手ないでたちの女で。

「すまない！」

「あ、ちょっと！　騎士様！」

　言い捨てて先を急ごうと思ったら呼び止められた。なんだと振り返れば、女はその形相にビビりまくったが、言うことだけは言ってくれた。

「そこの路地、二本行った先の袋小路に、カタギっぽい女の子が札付きのヤツらに追い込まれてたよ！　助けたげてよ！　あたしらじゃアイツら止めるの無理だからさ！」

「っ！　判った！　感謝する！」

　直感でそれがヴィオラだと判り走り出した。アイツらだと言った。相手は複数か。札付きということは乱暴なやり口をためらわないヤツらだということだ。追い込まれた、やはり。

　早くヴィオラを見つけたい思いと、その子がヴィオラでないといいという思いが交錯する。

　近くまで来た、その時。






「ええい！　いい加減観念しやがれ！」

「いつまでそうしてるつもりだ！」

「いくらがんばったって助けなんか来ねえぞ！」






　複数の罵声と共に、バシバシと何度も音がする。さっきの女が言っていた場所はここらしいと察して飛び込んだ。

　両脇を背の高い建物に挟まれ、奥に板塀と更に建物が見える袋小路に男が四人。

　飛び交う罵声と、手にした棒や板を振り下ろし足元のナニかに攻撃を加えている光景が目に入る。






　男たちの向こうに見えるのは背丈ほどのドーム状に光る『壁』。

　身を小さく縮こめうずくまって杖を握り締めて必死に、そして一心に魔術を発動している女性の姿。

　蒼白になりながらも必死で自らの身を守っているヴィオラの姿だった。






　一瞬で、辛うじて残っていたいつもの冷静さがすべて剥がれ落ちた。

　よくも、私の大切な友人を。

　……否、おれの、たいせつな……






「貴様らあああ!!」






　探し求めていた女性の姿を認めた途端、ラーシュの怒りが爆発した。
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　突然叩きつけられた怒声に飛び跳ねて振り返った男たちは、竜も逃げ出しそうな怒りの形相の騎士を見て気圧された。

「なななな、なんだなんだ!?」

「うわ！　騎士!?」

「どっから湧いた!?」

　騒然とするならず者たちが振り向いた時には、既に目の前に剣を振りかぶった騎士がいた。

　正確には鞘さやは払われていない。だが刃は無くとも打撃武器としての剣は充分に機能した。

　一人目の脳天に叩き込まれた剣の鞘は、その勢いのまま先端が隣の二人目の鳩尾に喰らい込む。一瞬のことに足の固まった三人目の肩口に袈裟懸けさがけに鞘がめり込んだ。ひっと悲鳴を上げた四人目が逃げ出そうとする背中に最後の一撃を振り下ろせば、そこに立っているのは騎士だけになった。

　元よりソロで竜を斃す騎士がその辺のゴロツキ数人相手に後れを取るわけもない。

　彼らはまだ騎士が鞘を払わないだけの分別が残っていたことを感謝するべきだろう。でなければ、おそらくは全員その身体を真っ二つにされていた。それほどに彼の怒りは凄まじかった。

　あっという間に彼女にとっての脅威を片付けた騎士は、もう男たちには興味を失って、探し求めた女性に声を掛けた。

「ヴィオラ！　私だ！　ラーシュだ！」

『壁』の向こうで縮こまっている彼女は聞こえているのかどうか、身動きしない。ラーシュは続けて声を掛ける。

「ヴィオラ！　もう大丈夫だ！　助けにきたぞ！　ヴィオラ！」

　重ねて呼べば、うっすらと閉じていた目が開き、横目だけでこちらを向いた。膝をついて同じ目の高さまで降りて覗き込むようにしてやれば、ようやく僅かに表情が動く。

「……ノシュ、テット……さま……？」

　ほとんど聞こえない微かな声に、ラーシュが力強くうなずく。

「そうだ、私だ。もう『壁』を解いていい。よくがんばったな、ヴィオラ」

　敢えて笑んでやれば、安心したように微笑み返したヴィオラの周りからふっと金色の光の『壁』が消えた。同時にぐらりと身体が傾き、その場に崩れ落ちそうになったところをラーシュが抱きとめる。

「ヴィオラ!?」

　途端に彼女が執務室を出る前に気付いた甘い匂いが強くラーシュの鼻腔をくすぐり、次いで身体の下の方が妙な具合に疼くのを感じる。……なるほど、あの魔術師が言った通り、コレはそういう効果のある匂いなのかと判る。

「……まりょ、く……ぎ……」

　魔力切れ、と言いたかったのだろうが最後まで言えずそのまま昏倒してしまったヴィオラを、ラーシュは思わず強く抱きしめた。

　本当に限界ギリギリまで耐えて己の身を守った彼女の勇気と我慢と根性を大声で称えたい。

　ヴィオラはそれほど小柄というわけではないが、ラーシュからしてみたらこんなに軽くか弱い身体でよくぞと感涙しそうだ。

　ヴィオラのまわりに浮いていたラーシュからのたくさんの伝言鳥を消す。とても見る余裕など無かったのだろうが、一つでも見て助けを求めてくれていたらもう少し早く助けられたのかもしれないのにと思うと、やはり悔いしかない。

　背後でバタバタと足音がして、騒ぎを通報されたのか哨戒しょうかい勤務の騎士たちが追って現れたようだ。

　累々と転がっているゴロツキたちに驚いてから、その奥で倒れた女性を抱き上げて立ち上がった騎士に声を掛けようとしてはいるものの、その怒気と覇気に気圧されているのかすぐに声が出ない。

　ラーシュが張りのある声で指示を出した。

「私は遊撃騎士団副団長・滅竜騎士ラーシュ・オロフ・ノシュテットだ。通報により婦女暴行未遂の男四人を処断した。余罪も疑われる者たちだ、直ちに連行して尋問せよ！　被害者は無事だが昏倒している。護送の馬車を用意。彼女の身元は私が保証する。回復し次第、私が責任を持って後日出頭を求める旨を上に報告！」

「はっ！」

　騎士たちは思わぬ大物の存在に背筋を伸ばして各自駆け出した。

　男たちが縛り上げられた上で叩き起こされ、無理矢理歩かされて連れて行かれる頃には馬車が来て、ラーシュはヴィオラを彼女の自宅まで運んだ。

　魔力切れの見習い魔女に医者は要らない。まずは睡眠、そして目が覚めたら食事。それだけだ。

　ヴィオラの服や荷物を探ったが家の鍵らしきものが見つからないことに困り、それから魔女の家はよくその住人の魔力を鍵にしていることを思い出してヴィオラの手を扉にあててみるが、魔力切れを起こした状態では認識できないらしい。

　仕方なく家の扉の鍵を魔力を込めて叩き切る。随分乱暴な方法だが急を要する。勘弁願いたい。

　馬車を返してしまうと家に入ったラーシュはヴィオラの部屋を探して二階に上がり、ベッドに寝かせてようやくひとつ息を吐く。

　着替えさせてやった方がいいのだろうが、さすがに憚られた。

　彼女がずっと握って昏倒しても離さなかった杖はそっと指からはずして窓際の机の上に置いておく。

　眠っているだけにしても、このまま放置して帰るわけにもいかない。鍵も壊してしまった。

　まして、あんなことがあった後である。起きた時に誰もいないのは不安だろうと思えた。

　エルヴィーラがいたらこのまま素直に帰ったことだろうが、彼女はいないし大抵仕事は終了後の魔力供給込みで一週間くらいはかかる。さすがにまだ終わっていないだろう。連絡したところで帰れないのならば心配させるだけだ。

　そもそもエルヴィーラがいたところできっと、寝かしときゃそのうち起きるわと、あっけらかーんと笑ってくれそうだ。その上で慌てふためくラーシュの形相を見て馬鹿笑いまでかましてくれそうで、そこまで想像してラーシュは溜息を吐いた。

　それでも心配なものは心配で。

　一応の言い訳を内心でひと通りした結果、枕元の横に勉強机の椅子を持ってきて、ラーシュはそこに収まった。少なくとも目が覚めるまでは傍にいてやろうと思う。

　そう、自分でも判っている。なにをどう言い訳したところで、結局自分がヴィオラの傍にいてやりたいだけだということを。

　そう決めて落ち着くことにしたら、ふと仕事を放り出してきたことも思い出した。

　ドコに行ったのかと困惑しているだろう副官、レンナルト・ニルソンに伝言鳥を飛ばす。

　有能な彼の副官は、大体状況は聞いたので詳細は明日にでも、と返事をくれた。

　どうやらさっき執務室に来た魔術師の男性と行き当たったらしく、そして街の哨戒任務に当たっていた騎士の上役からも確認がいったらしいので、それで大体のことは察してくれたようだった。

　懸案が無くなったことでラーシュは落ち着いてヴィオラの目覚めを待つことにする。

　叩き壊した鍵のコトを思い出して、一度一階に降りて鍵の応急処置をしてから台所に行き、水差しとコップを見つけて水を入れてから部屋に戻った。

　ランプに灯りを弱く灯して机の隅に置く。ヴィオラからはラーシュの身体が陰になって眩しくはないはずだ。

　深く眠るヴィオラの顔色は闇夜にも青褪めていて、ついていてやること以外何もできないことがもどかしかった。

　いつもは楽しげに、時に気恥ずかしげに、だがちゃんと自分の目を見てくれるその大きな瞳が閉じられていることを妙に寂しいと感じるのは何故だろう。

　ヴィオラの笑顔が好きだと思う。

　彼女の笑顔はいつも素直な嬉しさや楽しさで彩られていて、ついつられてこちらまで笑顔になってしまう。すると、一層嬉しそうに笑ってくれる。

『これ、美味しいですよね！』『またぜひ一緒に行きましょうね』『気に入ってくださって良かった！　嬉しいです』

　特に無表情に努めていたりクールを気取っているわけではないが、イマイチ表情に乏しいと言われていたラーシュが、最近表情が柔らかくなったと副官に言われているのは間違いなく彼女のおかげだ。

　おかげでレンナルトは彼女との交友を特になにも言わず、放置していてくれる。

　同僚や部下の中には見習い魔女との交友関係をあまりよく思わない者もいるらしいが、そんなことは知ったことではなかった。他人にどう言われようが、彼女と親しくするのを辞める気などまるでなかった。

　初めは確かに菓子を買いに付き合ってくれるありがたい知人だった。だが、今はそれだけではなくて、一緒にいて楽しい大切な友人だ。

　単に身体を休めるのを目的としていただけの休日が日々待ち遠しくなるほどに。

　当初は菓子を買いに行けるから楽しみだったはずだ。

　だが、気付けば彼女に会うコトも楽しみになっていた。

　実は、たまたま通りかかった際に何度か訪れた菓子屋に一人で寄ってみたことがあった。

　先方の店員は彼女が言った通りちゃんとラーシュを覚えていてくれて、怯えることなく普通に対応してくれ菓子も買うことができた。

　だからもう、少なくとも彼女と共に行かなくては菓子も満足に買えないという状況からは既に脱していたと言って良かったのだ。

　だが、ラーシュはそれでもヴィオラと共に菓子を買いに行く予定を外す気は無かった。

『彼女と一緒に』と『菓子を買いに行く』ことの両方に意義があった。

　この数ヶ月で、もうほとんど王都の有名どころの菓子屋は行ってみた。

　気に入ったところも言うほどではなかったところもあって、それを二人でいろいろ言い合いながら味を試すのが楽しかった。

　もちろん菓子を買えるのは嬉しかったが、それが今はもうヴィオラと出掛ける口実になっている自覚があった。

　既に、『菓子を買うためにヴィオラと出掛ける』ではなく、『ヴィオラと出掛けるための行先が菓子屋』になっていた。

　ラーシュが、ヴィオラと一緒にいたかったのだ。

　ラーシュはヴィオラの手を握った。

　騎士のごつくでかい手とは比べようもないほどに細く華奢な手はあまりにも頼りなく、そして何の反応もないのが自分でも驚くほどに寂しい。

　病気でも怪我でもない。今、彼女に必要なのは睡眠、休息で、このままにしていればいずれ目は覚める。

　判っているのに、つい願う。






　早く目を覚ましてくれ。早くその目で俺を見てくれ。その笑みを見せてくれ。

　早く。はやく。










　夜半を過ぎた頃。

　ふっ、とヴィオラの目が微かに開いた。

　僅かな身じろぎに気付いてラーシュが彼女を見ると、まだぼんやりとしたヴィオラが天井を見ていた。

「ヴィオラ？」

　そっと声を掛けてみると、その目がこちらを向いた。

「……ノシュテット、さま？」

　干からびたようなカサカサの声に、思わず水に手が伸びた。

「水飲むか？　ああ、安心しなさい、ここはきみの家だ」

　微かにうなずいたので、首の下に手を入れて少し起こしてやるとコップを口に当ててやった。ゆっくりとすべて飲み下したヴィオラが、ほう、と息を吐く。

「ヴィオラ、状況を覚えているか？　きみは魔力切れで倒れた。私が保護してきみの家に連れてきた。判るか？」

　大雑把に過ぎる説明だが、ヴィオラはちゃんと理解したらしい。微かにうなずくと、ほんの少しだけ口元が緩んだ。

「……ありがとう、ございました……たすけて、いただいて……」

「いや、気にするな。それよりきみの身が無事で良かった」

　そう言うと、ヴィオラは微かに微笑んだ。その笑みがあまりにもいつもと違って儚げに見えて、ラーシュは何故か動揺する自分に慌てた。

「……でも、どうして、あそこに……？」

「ああ、執務室で会っただろう、あの魔術師に、その、見習いが魔女になる方法を聞いてな。心配になって追いかけた。……追いかけて、良かった」

「……そう、ですか……」

　微かな声が、更に小さくなった気がする。やっと開いた目が再び閉じてしまって、ラーシュは言わなかった方が良かっただろうかと後悔しかけたが今更遅い。

　殊更明るい口調で続ける。

「エルヴィーラ殿がいないからひとりにするのは心配でな、きみが目覚めるまではと思って居たんだが。いない方がゆっくり休めるなら帰るが、心細いのなら朝まで傍にいよう。どうして欲しい？　ああ、私の迷惑なんて考えなくていいからな」

　言い訳染みたことを言うと我ながら思う。傍にいたいと口にするのにいちいち言い訳を乗せなければ居られない程度の関係なのだと改めて身に染みる。

　再び目を開くと、少し戸惑ったように視線を揺らしてから、ヴィオラは微かに答えた。

「……いて、欲しいです。ご迷惑でないのなら……」

「迷惑なんて考えるなと言っているだろう。きみが望むなら居る。遠慮などしなくていい」

「……はい。ありがとうございます」

　笑む目元が嬉しそうに見えたのは願望か。

「身体が辛くはないか？　まだ寝ていた方がいいんだろう？」

　うなずくヴィオラに、ラーシュは続けた。

「私は魔女の身体のことはよく判らないが、とにかく眠って休息を取れば魔力は回復するんだろう。だったらしっかり休みなさい」

　その辺は男性の魔力保持者と一緒のはずだ。

「あと、なにかして欲しいコトはないか？　腹が減ったとかまだ水が飲みたいとか。ああ、嫌なコトの方でもいいぞ。不快な思いをさせたくはない。私はそれほど女性の心の機微に聡い方ではないからな、その辺はちゃんと言ってくれた方がいいんだが」

　自慢じゃないが、家族親族以外の女性と仕事抜きで関わったことなどヴィオラ以外ほとんどない。貴族としての作法レベルくらいしか自信はない。

　だが、ヴィオラは軽く首を左右に振って、なにもないと仕草で告げた。

　本当に何もないのか、この状況でもやっぱり遠慮しているのか、イマイチ判断が付かなくてラーシュはもう一度訊いた。

「本当に、なにもないか？」

　その再度の問いかけをどう思ったのか。

　ヴィオラは、突然じっとラーシュを見上げた。戸惑うくらいに真っ直ぐ。

　そして、見つめること数分。ラーシュが少し焦れてきた頃。

　小さく、だがはっきりと言った。






「では、私を抱いてくださいませんか」
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「……は？」

　ラーシュは、思わず訊き返した。

　意味が素直に理解できなかった。

　ヴィオラが繰り返す。

「私を、抱いてください。わたしを、魔女にしてください。おねがい、します」

　声を出すのが辛いのか、単に言い辛いのか、途切れ途切れに彼女が口にする願いはラーシュの予想範囲外のもので。

「待て、ちょっと待て、それは」

　すぐに言うべき言葉が出なくて、ラーシュは戸惑う。

　それは、単に抱きしめるというだけではなくて。魔女にしてくれということは、その、そういうコトなのか。ソレをしろと頼まれているのか。

　自分は彼女が望まない暴力を受けることを阻止するために助けに行ったわけで。

　彼女が強姦されるのを阻止するために来たはずなのに、自分がその行為をしろというのか。いや、望まれて抱くのならば強姦ではなく和姦だが、って、いや、そういうことではなくて。

　当たり前だが受けられるわけがない。気楽にほいほいと頼まれてするようなことではない。

　大体、彼女と自分はそんな行為をするような仲じゃない。

　慌てまくった脳内でそれでも辛うじて理性的な答えが口をつく。

「そういうことは本来、好きな男とするものだろう。頼むのならその男に、」






「わたしは、ノシュテットさまが好きです」






　頼め、と言い終わる前に、意外な強さでヴィオラに阻まれた。そして、その言葉に息が止まった。

　嘘だろうと言いかけて、彼女の瞳が潤んでいることに気付く。

　ヴィオラは、苦しげに言った。

「ずっと、初めて助けていただいた時からずっと、あなたが好きです。

　貴族の騎士様と魔女なんてつりあわないってわかってたけど、告白したってかなうわけないってわかってたけど、でも好きでいることはやめられなくて。だから、魔女になるためには男の人に抱かれなければいけないと聞いた時から、ずっと、かなうなら、ノシュテットさまにって……ねがってました。すきになってもらえなくても、一度だけでもって、そしたらもう、なにものぞまないって、思ってた。

　……でも、言えませんでした」

　舌をたまにもつれさせながら、ゆっくりと告げる言葉は、ヴィオラの今まで告げられなかった気持ちを紡いでくれる。ラーシュはそれを言葉もなく聞いた。

「親しくなればなるほど、いえなかった。

　優しくしていただくたび、かばったりまもっていただくたび、いえなくなりました。軽蔑、されるのがこわかった。やっぱりきみも、淫乱な魔女か、って、言われるのがこわかった。

　好きなきもちも否定されて、やりたいだけかって、あのときの貴族や、騎士みたいに、軽蔑されたらって、考えたら、お願いなんて、とてもできなかった。

　前に借りを返したいって、ねがいを聞くって言われたとき、いっそ、って思いました。でも、そんなのやっぱり、言えるわけなくて……」

　うる、と涙がヴィオラの目を覆う。

「どうしようもなくて、ずっとためらってたら、こんなことになって……。ごめんなさい。ノシュテットさま、本当にごめんなさい。わたしのこと、きらいになってもいい。もう二度とあわないっていうならそれでもいい。わたし……、それでも、あなたがいい……あなたでなければ、いやなんです。

　お願い、わたしを魔女にしてください」

　こちら側に僅かに傾けたカオのせいで、涙が目尻を伝い零れ落ちるのを、ラーシュはじっと見入ってしまうほどに固まっていた。

　女性に恋心を告げられたことなど今までなく、それどころかその身を抱いて欲しいとずっと願われていたなんて、あまりにも彼の思考の範疇外だった。

　貴族に生まれてはいるが跡取りでもなし、どうしても結婚する必要性もない身で、まして滅竜騎士なんて肩書を得たせいで、容姿のことも相まってまともな恋など縁が無かった。

　ヴィオラだって、初めは単に守るべき民として、後には魔女の弟子として、他より少しだけ余分に気に掛けていた少女というだけだったはずなのに。

　いつの間にか大切になってしまった。とても、本当にとても大切になっていた。

　でも、その大切はどういう意味合いだったのか。

　友人としてだと思っていた。ずっと、そうだと信じていた。貴重な異性の友人だからと。

　そして、友人だからその身を心配し、気に掛け、守ってやらねばと思っていた。魔女という他人から頼られながらも疎まれる存在も、自分なら護れるからと。

　でも、違っていたのか。

　夕方、必死に彼女を探していた時、友人の身が危ないという思いだけではなかったことを、今更になって自覚する。

　彼女の身が穢されることを、他の男に踏みにじられることを、赦せないと思った。

　それはただ、近しい知人が汚されるのを厭うただけではなくて。

　彼女が自分以外の男に触られることを、赦せないと思った。

　彼女に恐怖や嫌悪を与える者たちに殺意が湧いた。

　それは、土壇場で吹き出した、ラーシュの本当の本音。心の底にあったヴィオラへの独占欲だ。

　それを認めてしまえば、現れるのは彼女への気持ち。

　きっと、彼女でなければそれでも願いを受け入れようとは思わない。

　今、魔女にならなければ何度でもこんなことが起きるからとか。本人に請われたからだとか。

　そんな建前なんかどうでも良くて。

　自分が、ヴィオラを自分のものにしておきたいのだと。

　友人としてではなく。ひとりの女として。






　彼女が欲しいのだと、認めた。






　ゆるりと、ヴィオラの頬に触れる。

　涙に濡れた頬はしっとりとして、乾いた手に吸い付いた。

　僅かに開いた唇に妙に目が吸い寄せられる。

　ヴィオラの目が、不安げにラーシュを見上げた。

「本当に、私でいいのか。本当に後悔はしないか？」

　その問いに、ヴィオラの目が僅かに見開き、そしてうなずいた。

「……あなたが、いいんです」

「判った」

　短く言うと、ラーシュは立ち上がった。

　上掛けの上の右手を手に取りその手の甲にくちづけると、どこか呆けているヴィオラに、ラーシュは告げた。






「今夜、これから私はきみの恋人になろう。その純潔を私に捧げてくれるか、ヴィオラ」






　そして身を屈めると、ヴィオラの唇にくちづける。

　一瞬身を強張らせたのは気付いたが、構わずその柔らかな唇を僅かに甘噛みしてから起き上がる。

　真っ赤なカオのヴィオラが目を丸くしていた。

　随分と大胆なコトを言い出したくせに可愛い反応をされて、ラーシュは思わず微笑んだ。










　服を脱がせると真っ白い肌が目に飛び込んできて、思わず息を呑む。

　まだ力が入らないのか、観念しているのか、力の抜けた身体は抵抗しない。

　それでも僅かな不安と怯えをその瞳に浮かべながら、ヴィオラはラーシュの行動を受け入れる。

　優しく始めたくちづけが、やがて舌を絡めてくちゅくちゅと淫らな音を立て始めた頃、肩や腕を擦るように触れていた手が下着の上から胸に触れた。

　心地良い弾力と滑らかな肌に感動した途端、その身体がびくりと跳ねる。

　掌で揉みだすと形が変わるのをおもしろく思いながらも、痛がらせないよう優しく、しかししっかりと揉みしだく。すると指先に触れた先端が尖ってきていて、ラーシュは下着をずり上げて胸を出してしまった。

　露わになった胸の天辺に桃色に色づく突起がぷっくりと立ち上がっていて、反射的にそれを口に含むと再びその身体が跳ねた。

「…んっ！　…ん、んん…っ」

　ヴィオラの声も一緒に跳ねる。恥ずかしげに唸る声が、それでも嫌がっていないことに気を良くして、ラーシュは二つのふくらみを弄りまわす。片方を舐め、吸い、甘噛みしながらもう片方を指で弾きこね回せば、恥ずかしげに甘い声を上げる。

　吸う胸を替えながら、身体を撫でまわす。滑らかで触り心地の良い身体は触れるだけでもそそる。

　時折くすぐったそうに身を捩るところを何度も擦りながら、首筋に唇や舌を這わせると、びくびくと身体が跳ね、甘い声を上げるのがたまらない。

「あ、あんっ、んんっ、んんっ、ぅん…！」

「気持ちイイ？」

　真っ赤なカオでそれでも素直にこくこくとうなずくヴィオラの返事が嬉しくて、ラーシュの口元に笑みが浮かぶ。

　ラーシュのするすべてを受け入れる覚悟をしているのか、文句や否定の言葉を口にしないヴィオラがそれでも羞恥を必死に我慢しているのが丸判りで可愛い。

　当たり前だ、彼女は男に裸を晒すのが初めてなのだから。

　魔女でありながらまだ無垢なその身体を蹂躙する、それを許されたのが自分だということに妙な優越感と高揚感を覚えて舞い上がりながら、ラーシュはヴィオラの身体を堪能する。

　胸の突起を咥え、散々弄り回す。舌で捏ね、潰し、強く吸い上げ、甘噛みしながらヴィオラがちゃんと気持ち良く啼いていることで自分の下半身が高揚する。

　まだ子供だと思っていたわけではない。だが八つも年下の先日成人したばかりの女性にこんなに自分が煽られるのかと少し可笑しくなる。

　冗談じゃない、この子はもう充分大人の女だ。

　うっすらと全身が淡く色付き、じっとしていられないように時折くねらせる肢体は無垢なはずなのにしどけなく色を誘う。痛くないように、それだけ気遣いながら滑らせる指の先で薄い腹が震えた。

　僅かに汗ばんできた身体にくちづけながら、ラーシュはその手を腰から腿へと滑らせる。腿へ到達した手は円を描くようにゆるりと撫で、次いで腿の内側へと到達する。

　途端にびくんと跳ねた身体を宥めるように擦ると、んんっ、と我慢できない呻きが漏れた。

　目だけで彼女のカオをちらりと見れば、反応してしまうのが恥ずかしいのか、羞恥に潤んだ瞳がちょうどこちらを見ていて目が合った。途端に赤いカオが更に赤く染まってぎゅっと目を閉じてしまう。

「恥ずかしい？　可愛いな、ヴィオラ」

　微笑ましさの中に嬉しさの混じった声は本人が意図せずとも甘い。ちゅっ、ちゅっ、と身体中にくちづけをしながら腿の間の手がするりと動いた。

「……ふぁっ！」

　くちゅりといやらしい水音がして、ソコが濡れているのを知り、ラーシュの口元がゆるりと弧を描いた。

「ああ、濡れてる。ちゃんと気持ち良くできているようで良かった」

　真っ赤なカオが恥ずかしそうに両手で隠された。そんな仕草も可愛い。

　遠慮なくソコを指で探る。襞を擦り、突起を押し、泉に指を浸せば高く啼く。それが楽しくて執拗にそれを繰り返す。

　ぐちぐちと淫らな水音が鳴り出して、ヴィオラが身をくねらせるほどに感じ出すと、ラーシュは何故かソコを舐めたくなる。

　男を受け入れる場所ではあるが排泄器官がある場所でもある。遊びやどうでもいい女ならそんなところに口をつける気など起こらない。

　でも、ヴィオラのソコをとても味わいたいと思った。見るだけ、指で触れるだけでは足りない。

　脚を開いて身を屈め、舌を尖らせて泉のナカをぐりぐりとこじ開けるように差し込むと、ヴィオラの腰が跳ねる。

「ああっ！　やぁっ！」

「こら、動かない」

　無意識にだろうか、逃げ出したそうに揺らす腰を腕で抱えるように捕まえて、ラーシュはソコを執拗に舐め、吸いあげる。舌で泉の上の突起を押し潰したら悲鳴を上げた。

「あ、あ、あ、あ、やぁっ、ああっ、やあっ！」

　がくがくと跳ねる身体は快感を少しでも逃がそうと身体を揺らすが、それ以上に与えられる強い衝撃が彼女を襲う。

　夢中で吸い上げ舐めまわしつつ指を入れてみる。当然だが、狭い。

　ナカを指で擦り上げながら、肉芽を吸いあげ、その周りを舐めまわす。

　人の体液が甘いなんてワケが無いのに、ひたすら彼女の愛液を甘く感じて舐めまわしたいのは脳がおかしくなってきたからか。

　まだ穿いたままのトラウザーズから早く出たいと張り詰めた下半身にせっつかれているが、まだ我慢だ。

　指を一本、二本とゆっくり増やしていく。掻きまわしながら解す。仰け反るように啼くヴィオラの身体を抑えつけながらも、確実に慣れさせるために指を動かす。

　彼女は初めてだ、少しでも痛みを減らしてやりたいが、なかなかそうもいかない。……痛みを感じないくらい粗末なモノだと思われるのもちょっと業腹だが。とはいえ見せ合って比べたことがあるわけでもないが彼のモノは決して小さい方ではない。少なくとも準備もなくいきなり挿れられるようなサイズじゃない。

「いっ、んんっ、ふぁっ、あああ！」

「もう少し我慢な。指が痛くなくなるまで。指が痛いようじゃ、俺のは入らないからな」

　身体を起こして手の甲で口元を拭き、指を動かすのに専念しながらヴィオラの様子を観察する。真っ赤に染まったカオは必死に喘ぎ、カオを隠していた手はいつの間にか必死にシーツを掴んでいた。快感に溺れた涙が頬を伝い、垂れた涎を拭く余裕もなく喘ぎ過ぎて呼吸が乱れている。

　胸の先がぷっくりと腫れあがり、呼吸に合わせて揺れている様が異様に扇情的だ。

　真っ白な身体にところどころ赤い痕が散っていて、無意識に痕をつけていたことに苦笑した。

　がくがくと揺れる身体はもう限界を告げている。

　胸の先をじゅうっと吸いあげて甘噛みしてやりながら、ナカに入っていない親指で肉芽を弾いてやると、甲高い声で悲鳴を上げてヴィオラが達した。

　ぜえぜえと激しい呼吸を繰り返しながら、朦朧としているヴィオラにくちづけてやる。

「気持ち良かったか？」

　ぽやんと見上げられて、微かにうなずかれた。

　上気した頬、濡れた唇、潤んだ瞳。異様に艶めかしい彼女の痴態にあらぬところがもう我慢の限界を告げていた。痛いほど張り詰め過ぎている。ラーシュは手早く服を脱ぎ散らかして素っ裸になると、凶悪なまでに猛ったソレをヴィオラの大切なところに、今まで可愛がったソコにあてがった。

　逸る気持ちを抑えてくちづけると、ラーシュは言った。

「俺が、魔女にしてやる」

　ぼんやりとしたカオで、それでもうなずいたヴィオラにもう一度くちづけると、ラーシュはぐっと彼女のナカに入り込んだ。

　狭い。それでもその隘路を分け入り、自身を押し込んでいく。

　途端に、痛そうに苦しそうに身体を強張らせるが、今更やめられない。

　くちづけを与えながら、ゆっくりと入り込む。締め付けられる気持ち良さに必死に耐えながら、それでもできるだけ可愛い魔女に痛い思いをさせたくなくて、少しずつ未開の場所を拓いていく。

　やがてそれでも最後まで到達すると、漸くひと息ついて目を開けたヴィオラが涙目で微笑んだ。

「……うれしい……」

　痛みを与えられながらも涙目で健気に微笑む少女を組み敷いて、ラーシュは眩暈のような幸福感を感じずにいられなかった。

　こんなに痛い思いをしてでも、他の誰でもない自分を、自分だけを求めてくれる、そのある種の承認欲求のようなものがラーシュの心を満たし、熱くしてくれる。

　今まで女性をあまり欲しいと思わなかった。結婚する気もあまりなかった。

　だけど。

　ヴィオラが欲しい。この身体も、心も、なにもかも。

　自分を欲してくれる、この可愛くて淫靡な女のすべてが欲しい。

　ラーシュは心の求めるままヴィオラを文字通り貪った。

　腰を引き、埋め込み、かき回し、突き上げた。

　手加減するつもりだったのに、まるで余裕がなくなった。

　必死につかまる爪や手が食い込む痛みすら気持ち良い。

　辛そうに喘ぎながらも必死に縋るヴィオラが可愛くて堪らない。

　夢中でその身を貪り、ゆすり上げ、擦りつけて、思うさま蹂躙することを止められない。

　自らに課した高潔な騎士の姿もかなぐり捨ててヴィオラを抱くラーシュは、今、好きな女を求めるただの男だった。

　きゅうううっと締め付けられて、更に追い詰められる。もう耐えられないほどに昇りつめる。

「あ、ぁ、ぁ、や、あ、あああ、ふああああ！」

　ヴィオラの苦しげな喘ぎ声さえ腰にクる。

　おかしくなる。正気を疑いたくなる。気持ち良過ぎて我を忘れる。

「―――っっっ!!」

　ヴィオラのナカで耐え抜いた欲が最奥で弾けた。それと同時に、急速に、強引に、ソコからラーシュの魔力が吸い上げられる。

　竜相手に大技の魔術を放った時よりも強く感じたその倦怠感は、しかしそれよりも遥かに強い高揚感と甘い疼きの前にはたいしたことではないと思えるほどに強烈な快感をもたらした。

　なるほど、コレが男性魔術師が魔女を抱くことを厭う本当の理由かと思い知る。

　魔力を奪い取られることは魔術師にとって厭うべきコトのはずなのに、それすらも構わないと思ってしまえるほどに最高に気持ち良過ぎる。

　ただ女を抱き、達するだけでは得られないほどの強烈な快感。

　これを知ってしまったらもう手放せない。

　己の下で苦しそうに息を吐く可愛い恋人に、ラーシュはこの上もなく愛しさを募らせてキスをした。
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　突然流れ込んできた大量の魔力の勢いに驚いて、ヴィオラの身体が大きく跳ねた。

　同時に自らの身体が、ワケの判らない力で大きく作りかえられたかのような感覚。

　それはヴィオラに強烈な快感と開放感をもたらした。

　すべての魔力が拓かれる。

　抑えられていた力がすべて解放されて、渇いた地面に水が染み渡るように、ラーシュの魔力が沁み込んでくる。その感覚があまりにも気持ち良過ぎて。

　漸く蓋の開いた瓶が、だが実は中身の量が随分少なくて、ラーシュがそこに足りない分を注ぎ込んでくれたような、そんな感じだ。

　そして、気付けば意識が飛んでいたらしい。

　僅かに目を開けば、心配そうに自分を覗き込んでいる大好きなひとのカオがあって、途端にヴィオラはぼっ、とまさしく火が点いたかのような勢いで真っ赤になった。

「ヴィオラ、大丈夫か？」

　優しく問いかけられたが、まともに答える前に思わずカオを両手で覆う。

「ヴィオラ？　どうした？」

　思い切りカオを隠されたからか、ラーシュの声が不安げになった。

「どこか痛いか？　優しくと思ってはいたが無理をさせただろうな、すまない」

　謝られて慌てて首を振った。違う、そうじゃない。

「では、どうした？　……やっぱり嫌だったか？」

　更に声が暗くなったのに慌てて、ヴィオラは更に強く首を振った。そして、蚊の鳴くような小さな声で、やっと声を出す。

「……はずかしいの……」

　そう、恥ずかしくてたまらない。

　実は、目を覚ましてからだいぶ意識が朦朧としていて、ずっと、まるで夢の中の出来事のような感覚だったのだ。ラーシュとの会話も現実とは判っていたが、夢の中で彼と話していたような気分で、口に出したコトは悉ことごとく自分の願望だだ漏れの内容だった。

　ラーシュにして欲しいコトを求められ、ぼんやりとした脳みそで自分が要求したことは覚えている。だが、いくら切羽詰まった状況だったとはいえ、あんなコトを願うなんて。

　必要だった。必死だった。なにより自分がそう望んでいた。こんな機会はもう無いかもしれない。

　ヴィオラ自身は大好きな男に初めてを捧げられたコトが嬉しい。

　だけど。……だけど!!

　いくらなんでも、抱いてと男性にすがってお願いする処女とか！　痴女ですか、私は!?

　さすがにいくら優しいラーシュだって呆れたのではなかろうか。

　優しい人だから、理由を聞いて、こんな状況で、放っておくにおけなくて、止む無く抱いてくれたのではあるまいか。

　それでもいいと、一度っきりでいいと望んだのは自分だ。今だってそれはそう思っている。

　だけど、そうすることでラーシュが不快に思うのはさすがに駄目だと思うのだ。

　これで、もう休日に出掛ける誘いも無くなることだろう。露骨に避けられることはないかもしれないが、それでも友人のように話しかけてくれることはさすがに無くなるだろう。

　寂しいと思うが仕方がない。抱いてもらえた代償として釣り合うかどうかは判らないが、少なくとも諦めはつく。

　と、はああああ、と大きな溜息が聞こえた。

「……良かった」

　え、と思ったら、ヴィオラの隣でベッドに肘をついて起きていたラーシュの裸体がヴィオラの上に、のしっと圧し掛かってきた。肩口のところにカオが埋められて、え？　と思わず手をどかして横を見てしまう。

「もしかして、寝ぼけてただけで実はそんな気は無かったとか言われるかと……」

「えええ!?　そんなワケないです！」

　思わず即座に否定すると、カオだけこちらを向いたラーシュが優しく笑っていた。

「良かった」

　甘い視線がヴィオラを捉える。そしてそのままくちづけられた。

　良かった？　もしかして、そんなに嫌がられたり呆れられたりはしていないのだろうか？

　どぎまぎするヴィオラに、ラーシュはやっと上から退いて横向きの体勢で訊いてきた。肌が触れているのは気恥ずかしくも嬉しかったけど、正直重かったのでありがたい。

「とりあえず、魔力切れは脱したと思っていいのか？」

「あ、はい。全回復ではないですけど、動けないほどではないのでもう大丈夫です。あとは普通に休んで食事していれば、三日くらいあればたぶん全回復するんじゃないかと」

「三日？　そんなにかかりそうなのか？　私がほとんど空っぽになった時でも丸一日くらいで戻ったが」

「はい、体感では、たぶん。私の最大魔力量、自分で思っていたよりだいぶ多いようで、その、ノシュテット様から魔力をいただいてもまだだいぶ足りないみたいで……」

　言いながら、また恥ずかしくなってくる。

　魔力を持つ男性との性交渉では、精子のみの生気だけでなく相手の魔力を吸い上げることで直接魔力回復ができる。というか、問答無用で魔力を奪い取って自分が回復する。

　どれくらい彼の魔力をもらってしまったかは判らないが、魔術師から魔力を奪う申し訳なさは自分も魔術を使う魔女だけに半端無い。

　そして、その分では足りないということは、師匠のように全回復を性交渉だけで回復しようと思ったらそれなりの回数を必要とするということで。

　……ラーシュ以外の相手とそんなコトができるのだろうかと思うが、正直、今は無理だ。

　ラーシュが帰ったら、師匠が帰るまでおとなしく食事をとって寝て過ごそう、と思う。

　だが、ラーシュはそう思わなかったらしい。

「そうか。では、何回くらいで俺が空っぽになるか知っておかないといけないな」

「……は？」

「体感では魔力は三回分くらいは持ちそうだと思うんだが、それで足りてくれるだろうか」

「……え？」

「まあ、魔力が尽きたところでそのまま普通にすればいいだけの話だが、さて、全回復には何回くらい必要だろう？」

「え、あの」

「ん？　どうした？」

　なにやら算段しているラーシュがふと訊いてくれたので、ヴィオラは恐る恐る訊いてみた。

「……あの、もしかして、また私のコト、抱いてくださるんでしょうか？」

「え？　それはもちろん、当然だろう」

　本当に、ナニを当たり前のコトをと言わんばかりに言ってから、ラーシュはナニかに気付いたらしい。

「……もしかして、伝わってなかったか。ああ、そりゃそうだよな。ちゃんと言わない俺が悪い」

「え？　あの？」

　起き上がったラーシュは、戸惑うヴィオラに微笑んでみせてから手を貸して彼女を起こして座らせた。

　慌てて胸元を掛布で隠すヴィオラに微笑みかける。

　そして。






「ヴィオラ、きみが好きだ」






　呆けたように動きの止まったヴィオラに、ラーシュは続ける。

「情けないことに、きみに言われて気付いた。ずっと、きみを大切だと思っていた。だがそれを友情とはきちがえて、恋だと気付かなかった。言葉と行動が逆になってしまったが許して欲しい。ヴィオラ、私の可愛い魔女。私の恋人になってくれないか？」

　カオを覗き込んで、微笑む。疑問形で訊いてはいるものの、ヴィオラがうなずく以外の選択をするはずなどないと判っている笑みだ。

　だって、彼はもうヴィオラの気持ちを知っているのだから。

　……ちょっと意地悪な笑顔だとヴィオラは思った。

　込み上げる嬉しさは、だが己の立場を思い出せば素直にはうなずけなくて。

「……でも、私は魔女で、あなたは貴族の騎士で……」

「そんなことはどうでもいいだろう。きみは私を好きだと言ってくれた。そして私はきみが好きで欲しい。なら迷うことなんてなにもない。違うか？」

「……違いません。でも」

「でもは要らない」

　言いながら、ラーシュがヴィオラの頬に手を伸ばして、触れた。






「うなずく以外の答えは要らない」






　強気な言い様に驚きながら、それでもじわじわと胸の内に広がる嬉しさに、ヴィオラは諦めかけていた恋の成就を思い知って目を潤ませる。

　無理だと思っていた。届くはずなんかないと思っていた。叶うなんてありえないと思いこんでいた。

　なにかの間違いで抱いてもらえたとしても、それ自体が既に奇跡で、それ以上を望むなんて過分に過ぎると思っていた。

　でも、それはヴィオラが思っていただけだった。






「……はい」

　微かに、うなずいた。うなずいたら、涙が込み上げる。

「はい。うれしい。すごく嬉しい……！」

　声が震える。うつむきそうになった途端にぎゅっと抱きしめられた。

「……ありがとう」

　嬉しそうに言われた礼は、でもどこかほっとしているようで、あんなに強気に言ったくせにとちょっとおかしくなる。

　そのままくちづけられる。こちらはもういっぱいいっぱいで倒れそうだというのに、二度三度と啄むようにくちづけては離してを繰り返すラーシュはとても楽しそうだ。

　幸せで嬉しくて、恥ずかしくて、でも気持ち良くて、気を失いそうなほどに舞い上がるこの気持ちをどうしたら落ち着かせることができるのか、ヴィオラには判らない。

　今、自分は世界一幸せな女の子だと思う。

　やっと延々と続いたキスが終わった時、ラーシュがふと口を開いた。

「ヴィオラ、ニつだけ、お願いがある」

　すっかり翻弄されて力が抜けていたヴィオラが、僅かにカオを上げた。

「ひとつは簡単だ。私のことを、ラーシュと名前で呼んでくれないか。ずっと、家名で呼ばれていることが少し寂しいと思っていたんだ」

　いや、簡単じゃない、と思ったが、確かに恋人を家名で呼ぶのも仰々しいし他人行儀というものだ。

　ヴィオラは意を決して呼んでみた。

「……はい、……ラーシュ、様」

　嬉しそうに笑ってくれたラーシュはお礼というように額に軽くキスをした。

「本当は様も要らないが、さすがにいきなり呼び捨ては言いづらいよな。追々でいい」

　いえ、無理ですよ？　呼び捨てなんて一生できる気しませんよ？

　内心でツッコむ。憧れの貴族の騎士様を小娘が呼び捨てで呼ぶなんて、いくらなんでも無理言うなというものだ。

　ラーシュが続けた。

「もう一つは、……他の男に身を任さないで欲しい」

　え、と目を丸くしたヴィオラに、ラーシュは少し視線を逸らせる。

「きみが魔女であり、緊急時に魔力供給が必要になる可能性もあることは重々承知だ。魔女が性に対して多大に奔放であることも知っている。もしかしたら魔女にこんなことを願うことが間違っているのかもしれない。でも、嫌なんだ。きみが私以外の男に抱かれるなんて、考えるだけでも我慢できない。

　そんなことがあったら、……きっと俺はそいつを殺したくなる」

　低く言ってから、ラーシュは気を取り直すように微笑んだ。

「物騒なことを言ってすまない。もし、不慮のことで魔力の供給が必要になってしまったら、いつでも私を呼んでくれればいい。きみのためなら私はすべての魔力を渡すし、望むだけいくらでも抱いてやる。

　だから、もう一生その身体を許すのは私だけにしてくれないか」

　真摯に告げるその願いの内容に、ヴィオラは目を瞠った。

　一瞬だけ覗いた昏い感情は清廉な騎士にあるまじき、だが恋人を想う熱い気持ちで。

　それを怖いなんて思うわけもなく、むしろ嬉しいもので。

　だからヴィオラは微笑んだ。

「そんなの、言うまでもないです」

　そして、敢えて明るく言った。

「そんなの当たり前じゃないですか。なにかと思ったら、私、いきなり浮気の心配されたんですか？」

「え、あ、いや……」

　浮気と言われて狼狽えるラーシュに畳みかける。

「私だって、ノシュ、いえ、ラーシュ様以外もう絶対イヤです。両想いなんて無理だと思っていた時だってラーシュ様以外イヤだと思っていたのに、恋人にしてもらえたのに、他の人となんてありえないです。私だって、ラーシュ様が他の女の人とそんなことになるのはすごく悲しいし嫌ですから」

「私はそんなことはしないと剣に誓う」

「私だってそうです。もう、一生ラーシュ様以外としたくないし、できないです。だから、そのニつ目の約束は心配しなくていと思います」

　にっこりと笑ってみせるとラーシュは苦笑した。

　ヴィオラだって判っている。

　そうはいっても人の心はいつ変わるか判らない。想いが永遠に同じなんて難しい。変わらぬ愛なんてものは幻想だと言う者だっている。

　どれだけ何に誓ったところで、意思に寄らず心が動いてしまうことはあり得ることだ。

　それでも一生彼を愛するんだと心に決めること自体を否定する必要なんかない。

　二人が、お互いだけだと心に決めることを無理だと否定する材料も、それを言える権利を持つ者も、今はまだないのだから。










「私からもひとつ、いいですか？」

「ん？　ああ。なんだ？」

「私の前で、ご自分のコトを私って言わなくてもいいですよ？　俺って言ってください。その方が普段のラーシュ様を見せてくださってるって思えて嬉しいです」

「え。……言ってたか？」

「え、気付いてませんでした？」

　どうやら素の自分が出た時、無意識に言っていたらしい。

　気恥ずかしそうに口元を手で隠したラーシュがなんだか可愛くてヴィオラが笑うと、照れくささを隠すように突然唇に齧り付かれた。
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　照れ隠しのキスはすぐに恋人のキスに変わる。

　夢でしか想像できなかった好きな人との甘いキスは、ヴィオラをすっかり舞い上がらせた。

　彼に求められるという幸せを得ることは、今まで無理だと勝手に諦めていた。でも今はそれをラーシュの方から与えてくれる。本当に夢みたいに幸せだ。

　唇から頬、顎へとくちづけられていく。唇じゃないところにされても気持ち良くてこんなにぞくぞくと刺激されるものだなんて、されてみなければ判らない。

　顎を上げるとそこに舌が這わされて、その感触にヘンな声が出た。

「ひゃんっ！」

　彼が笑った気配がして、背中にまわされていた手がするりと背筋を撫でていく。絶妙にそそる触れ方ですーっと撫でられて、またヘンな声が出た。

「ふわぁん！」

「ふふっ、可愛いな」

　肌に触れたままでしゃべらないで欲しい。くすぐったいんだか感じるんだかよく判らない。

　戸惑っていたら、ひょいっという表現が正しい簡単さでベッドの上に転がされた。えっ、と思う暇もなく髪を撫でられ、笑んだ瞳でくちづけられる。

「可愛い」

　また言われた。そんなに言われると恥ずかしい。

「ん、あのっ、ラーシュ、さまっ、やん！　あっ、きゃあん！」

「どうした？」

　問おうとしたタイミングでいきなり胸の先を咥えられた。絶対わざとだ。

「あの、もう、今日は、その、」

「ああ、うん、きみの息も整ったし、そろそろもう一度しようか」

「え!?　きゃん！　やん！」

　言いながら、ちゅうっと吸い上げられる。更に指先でもう片方をくりくりと弄られた。楽しそうにラーシュが続ける。

「ちゃんと言っただろう。何回で俺の魔力が空っぽになるのか。そもそも何回くらいすればきみの魔力が全回復するのか。ちゃんと知っておかないと後々きみが困ることになるだろう。だから、この機会に調べておこうな」

「え、は、あの……」

「俺だって、どれくらいしたらいいか見当はつけておきたいし。十回くらいまでならともかく二十回、三十回とか必要となるとさすがに休みながらでないとたぶん無理だし」

「十…って、あの、それはそうだけど、あん！」

「いざという時だって他の男にきみを触らせたくない。全部俺がする。そのためには自分の限界ときみの容量をちゃんと知っとかないと、な？」

「や、あ、あ、やああぁん！」

　ずぶり、とさっきまでラーシュのモノが入っていた場所に指がニ本入れられた。同時に強く胸を吸われ、もう片方を指で強めに捏ねられて、ヴィオラの身体が跳ねあがる。

　三ヶ所同時に攻められた強烈な快感に、泉から水が溢れ出る感触が判った。

「ああ、水浸しだな。すぐ挿れてよさそう、か？」

「あ、あ、あ……ふぁっ、やあっ！」

　ずぶずぶと指が出し入れされる。ぐちぐちと水音が鳴って入り口が柔らかく濡れていることを確かめると、あっさりと指が抜かれ、代わりにラーシュの杭がヴィオラを貫いた。

「あああああ！」

「……っ、く……っ！」

　突然の侵入に驚いてぎゅうっと締め付けてしまったために、ラーシュもその快感に呻く。

　はくはくと息を吐くヴィオラを抱きしめて、ラーシュは微笑む。その目はすっかり優しさが身を潜め、渇望で艶めいている。目の前にある捕獲者の瞳が自分を狙っているのだと、自分が獲物なのだと、ヴィオラは無意識に察した。もう逃げられない。逃げたくもない。

　……獲物になるならこの男のがいい。

「ああああっ!!」

　何度も何度も繰り返される。何度も突き上げられて更にその勢いが増した。

　自らの意思など関係なく身体を良いように動かされているのに全然イヤじゃない。

　それどころか、気持ち良過ぎる。快楽の波に呑まれそうで怖気づく気持ちともっと欲しいという気持ちでアタマがぐちゃぐちゃだ。
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　叩きつけられるような奥への衝撃すら、おかしくなるくらいに気持ちイイ。

「あっ、あっ、あっ、ああっ、やっ、ああっ、やあっ！」

　必死にラーシュの首にしがみつく。

　さっきの半ば朦朧とした行為ではない。すべての感覚がはっきりとラーシュの存在を意識して、そして受け入れている。

　嬉しくて気持ち良くて、息がキツくて恥ずかしすぎて、胎内の違和感と充足感、そして飢餓感までも、その感覚すべてをラーシュから受け取れる。その幸せは何物にも代えがたい。

　ラーシュが欲しい。ラーシュしか要らない。ラーシュだけにこの身を捧げたい。

　夢のように憧れていた気持ちは、肉欲を知って尚、いや今まで以上に強くなる。

「ああっ、はあぁっ、らっ、らーしゅ、すきっ、すきぃっ、あああっ！」

「ああ、おれも、おれも好きだ、ヴィオラ、ヴィオラっ、おれのかわいい、ヴィオラっ」

　縋りつけばすぐに答えてもらえる。好きだと口にできる。それが嬉しくて。

「ふぁ、あっ、あっ、あっ、あっ、むりっ、もうむりぃっ！」

　もっと欲しいのに息が続かない。無理と言ったのに腰の速度が速くなる。もう意識がはじけそう。

　もう無理、と思った瞬間、乳首を強く吸われた。その衝撃でアタマが真っ白になる。

「あああああああ！」

「―――っ！」

　達した途端に強く締め付けたらしい。その衝撃で最奥にラーシュの熱いものが注がれたのが判る。そして更に、同時に再び急激な魔力の洪水がヴィオラのナカを蹂躙した。

「～～～っっ!!」

　声にならない叫び声が止められない。ラーシュの魔力を吸い取っているのだとアタマでは判っているが、ワケが判らないくらい気持ち良くて本当に意識が吹っ飛んでしまいそうだ。

　ついでに呼吸も止まっていたらしい。息苦しさに気付いて慌てて息をすれば、ぜいぜいと喉が鳴る。

「……大丈夫か？」

　自分も肩で息をしながらラーシュが気遣ってくれる。

　必死に息を整えながらうなずくと、くちゅりと音を立ててヴィオラの身体からラーシュが出ていった。そしてなにやら股間を見遣る。

「まだ、だな」

「……え？」

「まだ魔力、足りてないだろう。俺の精液が出てきてない」

　……そーいう確認でしたか。行為の後の繋がっていた場所を確認されるって存外恥ずかしい。

「じゃあ、もう一回しようか」

「え、続けてですか？　このまま続けるんですか？」

「ああ。たぶん俺の魔力も次で空になる。少なくともそこまではしよう」

「え、あの、ちょっと休ませて、わ！」

　ラーシュが起き上がったかと思うと、胡坐をかいたラーシュの足の上に身体を引っ張り上げられる。まるで子供を抱き上げるように簡単に。流石に鍛えている騎士は違う。

「俺の身体を跨いで」

　言われて、足を広げて身体を跨ぐ。……あの、ちょっと、なんかすごく恥ずかしい。

　なぜなら、跨いだ自分の足のすぐ下に、臨戦態勢のラーシュのモノがある。恥ずかしくて目を逸らせたいが、視界の端に見えてしまうソレは、なんだかすごく太くて大きくて、赤黒っぽい。なんでそんな大きなものが入るんだろうと不思議な気持ちになる。そして、あの、今イきましたよね？　もう元気なんですか？　回復が早くないですか？

　男性ってそういうものなのか？　騎士がスゴイのか、それともラーシュがスゴイのか。

　ラーシュに乗っかり過ぎないようベッドに膝をつくと、ヴィオラの方がちょっとだけ位置が高くなった。珍しい位置取りが妙に新鮮だ。

「こら、なに他所事考えてる？　ちゃんと俺を見て」

「ひぃっ」

　唐突に耳元で囁かれた声がちょっと反則気味にエロくて、足の間の奥がきゅうんと切なくなった。

　思わず身体を離すと、当たり前だがカオの距離がものすごく近いコトに気付いて、今更ながらカオが熱くなる。ヤるコトヤっといて今更なんでだと思わないではないが、好きな男のめちゃくちゃ艶やかな視線を真正面から受けて平気でなどいられるものか。

「ひいって。ヒドいな、ヴィオラ？」

「や、あの、違、その、恥ずかしくて！」

　真っ赤になって必死に言い募るヴィオラの気持ちなど丸判りなのだろう。くすりと笑ったラーシュがちゅっと軽くくちづけた。

「照れてるきみも可愛い。なんで俺は、こんななにもかも可愛い子の隣にいてずっと好きだって気付かなかったんだろうな？　俺は底抜けの阿呆か」

「…………勘弁してください」

　全身真っ赤になる勢いで恥ずかしくなる。なんだろう、この褒め殺し。恥ずかしすぎて居たたまれない。本気で勘弁していただきたい。

　うつむいて両手でカオを隠すヴィオラだが、それでも真っ赤っかなのが丸見えなのが可愛くてくすくすと笑って、ラーシュがその身体を緩く抱きしめる。

　カオを隠されたので指や手の甲にキスを落とすラーシュに、ヴィオラは思わず訊いた。

「……あのっ、ラーシュ様、キス、好きなんですか？」

「イヤか？」

「いえっ、全然っ！　でも、その、いっぱいしてくれるから……」

「俺は、ヴィオラにキスするのが好きかな。反応がめちゃくちゃ可愛いから」

「～～っっ！」

　再び茹で上がったヴィオラを見て、ラーシュがくすくすと笑う。

「からかってます？　もしかしてからかってます？」

「いや？　可愛いなあって思うのは本当だが」

　言いながら楽しそうに笑うラーシュは、きっと確信犯だ。恥ずかしがるヴィオラを見て楽しんでいるに違いない。

　すねたカオをしたヴィオラに、ラーシュは笑う。

「怒らないでくれ。本当にからかってるわけじゃない。きみが可愛くて可愛くてたまらないだけだ」

　言いながらくちづけるラーシュのキスが深くなった。

　おかげで返事をしようにも、喋る機能を奪われてなにも言えない。

　キスしながら、ラーシュの手が再びヴィオラの身体を這いだす。快楽を知ってしまった身体がすぐに反応して、大事なところがきゅんとした。

　太腿を撫でられただけでじんわりと濡れてきている気がするのは、次にどうされるかもう身体が知っているからか。

　ラーシュのモノがヴィオラの泉の上を擦りつけるように滑った。先端が肉芽を擦るとそれだけでビリビリと強く快感が走って、ぞくぞくと背筋をナニかが駆け上がる。

「やああっ！　あの、待って」

「大丈夫、素直に感じればいい」

「あっ、やあんっ！」

　泉に水が湛えられたことが判ったからだろうか、一度身体を離される。退いてくれたのかとほっとしたのも束の間、ラーシュが舌なめずりをした。なんだかめちゃくちゃ色っぽくてどきどきする。

　途端、男の身体を跨いだ腿の下に腕を通され、両の尻を捕まえられた。力尽くで持ち上げられる。驚く間もなく再びソコに杭が埋められた。

「ふぁあああ！」

　慌ててラーシュの頸に腕をまわしてかじりつく。

　ヴィオラの自重で一気に落とされ、最奥まで到達した。子宮を攻める勢いで強い衝撃を食らって、一瞬気が遠くなる。

「…っく、本当に気持ちイイな、きみのナカは……っ！」

　溜息交じりにつぶやいたラーシュがやたら艶やかに微笑む。

　挿入の衝撃で震えていたヴィオラが、その言葉にうっすらと目を開けた。

「……ラーシュさま、きもち、い？」

「ああ、最高だ。こんなに可愛いのにベッドの中ではこんなに艶やかでいやらしいとか、本当に最高だな、きみ、はっ！」

「あああっ！」

　いきなり揺さぶられた。持ち上げられ、かきまわされ、内壁をぐりぐりと擦られる。

　さっきまでと違う体位だからか、擦られ方が違って新たに感じるところが増えていく気がする。

「んんっ、はあっ、あああっ！　やあっ、ソコやあっ！」

　肩にまわした腕が必死にラーシュの背中にしがみつき、爪を立てる。なにかにつかまっていないとこの衝動をやり過ごせない。いや、つかまっていても無理……！

　危なげなく持ち上げられ揺すられることを驚く余裕もなく、突き上げられる衝撃がヴィオラをあっという間に高みに昇らせる。

　抱え上げられた脚の先が、浮いているせいでどこにも力を掛けられなくて耐えきれずに空を切る。

　じゅぶじゅぶと鳴る音が激しくなって、ラーシュが激しく打ち付けてくる。

「もぉだめぇっ！」

　我慢できずに軽く達してしまうが、更に揺すぶられて再び甘い責め苦に晒される。

　息が続かない。苦しい。苦しいのに後ろ頭を支えられ、口がふさがれた。

　唇を食み、舌が絡む。唾液が零れるのを拭く余裕もない。

　ラーシュが一際激しく奥を突き上げ、ぎゅうっと抱きしめると同時に、ヴィオラは今度こそアタマが真っ白になった。

「ああああーっ!!」

　三度目の魔力の奔流がヴィオラのナカで荒れ狂い、ラーシュの魔力の最後の一滴まですべてを吸い上げた。
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　ぐったりとラーシュの身体にもたれ掛かったヴィオラは、それでも身体を巡るラーシュの魔力に心地良さを感じて目を閉じた。

　流石に初めてで三回連続とかキツ過ぎる、と思ったのだが。

「ヴィオラ、どうだ、魔力は足りたか？」

　問われて自分の魔力がだいぶ回復していることを実感する。

「……随分、楽になりました……」

「どれ？　ちょっとごめんな」

　ヴィオラの身体をそのまま後ろに支えながら倒してベッドに寝かせると、そこまで入っていたラーシュの杭を引っこ抜く。そしてソレが入っていたところを覗き込んだ。

「まだ足りないのか」

　ふむ、と思案顔をするラーシュだが、ヴィオラはその光景にカオから火が出そうだ。

　だから、いちいちソコを確認しないでいただけないだろうか。

　だがラーシュは至って真面目だ。

「どれくらい足りないか判るか、ヴィオラ？」

「……ええと、その、たぶんもう一度か要っても二度……。でも、あの、今は無理かと……」

「その場合の一度は魔力込みの一度だな。そうすると、全部で四度、あ、いや、そうじゃないか、魔女になる前の元々の魔力量はどれくらいあったんだ？」

「えと、……半分、くらいでしょうか」

「元々半分くらいで四度で満タンというコトは、きみが今度魔力枯渇で倒れたら魔力込み八度分くらいは要るという計算になるか。しかし、そもそも魔力有りの一度は魔力無し何度分だって話だよな。現状、今の魔力が尽きた俺だとあと何度くらい要るのか見当がつかん。やっぱり実践してみないことには」

　言っている内容は結構大概だと思うのだが、ラーシュは至って真面目に言っているのが判るのでなんとも居たたまれない。

　魔女にとって、魔力を持つ男性と持たない男性との性行為の最大の差は、回復する魔力量だ。魔力を持たない男性が相手の場合、魔女はその精子を体内に取り込んで魔力還元するのみだが、魔力持ちの男性の場合は精子と共にその男性の魔力を奪い取る。魔力還元の必要のある精子と違って直接の魔力の取り込みは当然効率が良いため、回復量は飛躍的に増える。その差は三倍から四倍はあるとされていて、それはつまり、魔力持ちの行為一回分は、無しの一回分の三倍から四倍魔力が回復するということだ。

　ただ、男性魔術師の保有魔力量は女性に比べて比較的少ないので、大抵一度、多くても二度の行為で全部奪い取られて枯渇する。そうなったらあとは普通に魔力無しの行為と同様だ。三度も持ったラーシュの魔力量がいかに多いかがよく判るが、それでもヴィオラの総量には遥かに及ばない。

　国内トップクラスの総魔力量を誇るエルヴィーラが辺境伯領での仕事の折り、魔力回復のため行為に及ぶにあたって結構な人数が必要なのもそのせいだ。もっとも、全回復しなくても数回の行為で充分『扉』を使って帰ってこられる量が得られる筈だが、その辺はまあ、本人の趣味嗜好というヤツだ。

　どうやらヴィオラは、三度でラーシュの魔力のすべてを奪い尽くしてしまったらしい。申し訳なく思うが、それとこのまま続けられるかは別の話で。黙っていたら続けられそうなのは間違いないので慌てて止めた。

「あの、む、無理です。疲れて、あの、腰とか関節とか痛くて」

「ヒールを掛けたらいいんじゃないか？」

「……ああ、そういえばそうですね。忘れてました」

　疲れと今夜の怒涛の展開で忘れていた。素直に治癒魔術を使えばよかったのだ。

「『癒し』」

　ヴィオラの身体がふわっと一瞬光って、それが収まると痛みが随分楽になる。

「キュア？　ヒールじゃなくて？」

「怪我ではないので。疲れや痛みを取るだけなら癒しの魔術の方がいいんです。騎士の方は使いませんか？」

「あー、戦闘時の疲れや痛みは麻痺してしまうからな。それに治癒で一緒に治るし」

「ああ、なるほど。戦闘職ならではなんですね」

　実戦での騎士は、戦っている時には攻撃特化で魔力を使うためか、自身に治癒を掛ける魔力がもったいなくて後方に下がった時に回復役に治してもらうというパターンが多いらしい。ラーシュほど魔力量の多い騎士でもそうならば、他の騎士など当然そうなるだろう。

「それで、あの、ごめんなさい、お水をいただけませんか？」

「ああ、そうだな、すまない、気付かなかった」

　さすがに三回続けては辛い上に喉がカラカラだ。

　ラーシュが水を注いだコップを手渡してくれて、それを一気飲みする。……喉、イタイ。

　ラーシュが空のコップを机の上に戻したのを見遣ってから、そこに自分の杖があることに今更気付く。

「あ、杖、持ってきてくださったんですね。ありがとうございます」

「ああ、俺が持ってきたというより、気絶してもきみが手放さなかったんだ。そこに置いといたがよかったか？」

「はい。ああ、そうだ。すみません、その杖をこちらにいただけますか？」

「杖を？　ああ、もちろん」

　了承しながらも疑問符を浮かべているラーシュに、ヴィオラが笑った。

「なんか、魔女になると見習いの杖は形状が変わるんだそうです。別にいつでもいいと思うんですけど、思い出したんで今」

「なるほど」

　うなずいたラーシュが杖をヴィオラに手渡した、その瞬間。

　触れた場所から一瞬にして光が広がった。先端の珠だけでなく、白木のはずの杖が輝いたかと思うと、その光が終息した時には正に『変わって』いた。

「……これは」

　思わずつぶやいたラーシュの声をぼんやり聞きながら、ヴィオラは声も出せずに杖に魅入った。

　白木だった杖は真っ白に輝く金属のようなものに変わったがその材質がなんなのかは判らない。その身にはそれまで無かった蔦のように入り組んだ精緻な浮彫のような細工が浮き出ていて、とても綺麗だ。先端の無色透明の水晶のような球は淡い青に色付いてこれも正体不明の鉱石と化している。

　柄の先端から水晶の留め金のところまで、細い金の筋が蔦模様に合わせて螺旋のように一本伸びていて、それがまた美しい。

　そして、珠と柄の境目辺りにはめ込まれた母の形見の緑色の石だけがなんの変化もなくそこにいた。それだけがこの杖が間違いなく自分のものであることの証明だった。

　見慣れた白木の杖の姿がすっかり変わってしまったのに、不思議とそれが自分の杖だと違和感なく受け入れられる。それどころか、これがこの杖の正しい姿だとすら思えた。

　その杖を胸に抱いてぎゅっと握ってから、ヴィオラはラーシュを振り返った。

　少し照れくさいが、ちゃんと言いたかった。






「ラーシュ様。私、ちゃんと魔女になれました。あなたのおかげです。ありがとうございました」






　目を瞠ったラーシュは、柔らかく目元を緩めた。

「おめでとう」

　だが、その次には楽しそうに笑う。

「でも、俺は好きな子を抱いただけだけどな？」

　ぼぼっ、とヴィオラの頬が染まる。なんだろう、しれっとそんなコトを言う人だっただろうか。

　気恥ずかしくてなにも言えないでいると、不意にラーシュの腹が鳴った。

「……ああ、そういえば腹減ったな……。すっかり忘れていたが」

　ふとつぶやかれたラーシュの言葉でヴィオラも急速に空腹を感じる。

　忘れていたが、夕方あんなことがあって昏倒したせいで夕食を食べていない上、夜中に起きてから三度も致している。夜更けも大概で、もしかしなくても夜明けの方が近い。

　ラーシュはヴィオラのつくったクッキーを食べてはいたもののそれだって一食分にはさすがに満たないし、ヴィオラに至っては昼食以来お茶以外口にしていない。そりゃ腹も減る。

「あの、今日の夕食用につくっておいたアイリッシュシチューがあるのであっためてきます」

「ああ、それくらいなら俺がやろう」

「いえ、私が。騎士の方にそんなこと」

「いや、騎士だってやるぞ？　演習で野営の時とか当たり前に食事くらいつくるし、貴族平民関係なく士官学校で掃除や洗濯なんかの家事もひと通り叩き込まれる。戦闘職だからってそれしかしないわけじゃない。むしろ一人でなんでもこなせるように仕込まれる。俺の遊撃騎士団は単独行動もするから尚更だ」

「え、そうなんですか？」

　騎士はてっきり家事の類など人任せなものだとばかり思っていたが、そうではなかったらしい。

　この分では、たぶん騎士という職業のイメージと実像とでは随分いろいろと違いそうな気がする。

「そうだよ。きみが騎士団の日常を覗いたら、あまりにイメージが違い過ぎて呆れ返るかもな。いろいろと格好悪すぎて。所詮、野郎の集団なんてそんなものだよ」

　どう格好悪いのか予想もつかないが、たぶんきっと、騎士だって普通の人たちだということなのだろう、当たり前だが。

「そもそも、街では騎士は人気があると聞くが、その割に騎士の恋愛結婚率は実はそんなに多くないんだ。大抵は先輩の姉妹や上司の娘、あと知り合いの伝手や見合いなんかが多い」

「ええ？　そうなんですか？　どうしてなんでしょう。それこそイメージが違うって話ですか？」

「それもあるんだろうがな、たぶん実際に多いのはカラダの相性というヤツらしい。騎士は体力仕事でもあるせいか、その分精力も強いヤツが多い。騎士が恋人に振られる理由の大体が身体が持たないからと言われるくらいに精力旺盛で、まあつまり、回数が多すぎて女性の身が持たないということらしい」

「…………そんな理由なんですか」

　さすがに呆れるヴィオラ。

　あんまりな理由だが、好きならなんとか必死に耐えようとがんばるのではないだろうか。それとも、がんばって、手加減してもらって、それでももうこれ以上無理、と諦めるのだろうか。

「……あの、その、ラーシュ様も、なんですか？」

「さてな、俺は女性とこんなに深く付き合ったことなどないからよく判らんな。だが、回数に関してはまだまだいけそうだ。さて、きみが音を上げるのと俺が勃たなくなるのとどちらが早いだろうな？」

「……私、もう音を上げかけてますけども」

　くっくっくっとおもしろそうに笑ったラーシュだが、ヴィオラは笑えない。いくら魔女でもさすがにそんなに耐えられるだろうか。

「なあ、ヴィオラ。俺はきみが思っているほど立派な騎士じゃない」

　不意に言われて、ヴィオラは目を開く。ラーシュが穏やかな声で続けた。

「そうありたいとは思っているが、まだまだ理想の騎士には程遠いと思っている。もしかしたら、つきあっているうちにこんな格好悪い男だとは思っていなかったと幻滅することがあるかもしれない。それこそ、きみを欲しがり過ぎてもう無理だと言われる日が来るかもしれない。それでもきみは俺を好きだと言い続けてくれるだろうか」

　ラーシュは声の通りに穏やかに微笑んでいて、ヴィオラはほっとした。なんだかものすごく不安そうな声に聞こえたのだ。

「きっと好きです。大好きです。格好悪いところなんて想像もつかないけど、でもそれも含めてきっとどんなラーシュ様でも好きです」

　現実の男が、少女が憧れるような素敵で綺麗な紳士ばかりでないことくらい判っている。でもそれは女だって一緒だ。

「そもそも、お菓子が好きなコトを恥ずかしいっておっしゃってたけど、私は全然そんなコト思ってなかったくらい認識が違うんですから、きっとラーシュ様がそんな自分を格好悪いって思っていても、私はそんなラーシュ様も格好良いって思っていると思います」

「……そう、か」

　問うような目でヴィオラを見ていたラーシュは、次にはくしゃりとカオを歪ませて、笑った。ぎゅうっ、と今まで以上に力強くヴィオラを抱きしめる。

「……ならば、ずっと一生、このままヴィオラが俺のコトを格好良いって勘違いしていてくれることを願うことにしよう」

「勘違いじゃなくて、ちゃんと格好良いです。ラーシュ様はずっと、カッコ良くて素敵な私の憧れの騎士様ですから」

　割と真面目に答えたのだが、ラーシュは笑うのをやめない。

「だいたい、そんなの、私だって同じですから。ラーシュ様が私のコト、やっぱり好きだと思ったのを気のせいだったって言われてももう困りますし」

「気のせいなわけがない。勘違いでもない。俺はきみを愛しているよ、ヴィオラ。ずっと傍にいてほしい」

　優しく微笑まれて照れてしまう。愛、なんて言葉はまだヴィオラには気恥ずかしい。

　相手は年上の男性なんだからしょうがないとは判っているが、なんだかずっと翻弄されている小娘は、ちょっとだけ意趣返いしゅがえししたくなってしまった。

「はい。でも、だったら、私には紳士じゃない素のあなたをもっといっぱい見せてくださいね？　……あなたが私を求めてくれるなら、少しくらい大変でも嬉しいですから」

　思わず黙って目を瞠ったラーシュに、ヴィオラは初めて自分から目の前の唇に、ちゅっ、と軽くキスをした。もっと挑発できれば良いのだが、まだ恥ずかしくてコレがせいぜいだ。

　だが、どうやらそれはちゃんと効いたらしい。

　はああああ、と深い溜息をついたラーシュは、右手でカオの右半分を覆った。

「……ああもう、キツそうだからせっかく一度ひと休みしようと思ったのに。俺の忍耐を試してるか？」

「え？　……きゃあ！」

　低くつぶやいたと同時に、ラーシュに再びベッドの上にひっくり返された。思わず驚いて悲鳴を上げるも、もうそれ以上は口を塞がれて文句が言えない。

「判った。きみに狂う素の俺を見せてやろう。……食事はそれからだ」

　にやり、と見たことのない笑みを見せて、ラーシュはヴィオラを再び組み敷いた。

　え、あの、と戸惑うヴィオラは、はだけてしまった上掛けがあっさりとラーシュに除けられてしまうのを目で追いながら、しまったコトをしただろうかと冷や汗モノで早くも後悔していた。

「そんな可愛らしいコトをするきみが悪い。観念しろ」

　かくして、せっかく休む暇を与えてもらえそうだったのに自らその機会をふいにしたヴィオラは、結局そのまま続きをするコトに相成ったのだった。

　確かに騎士は精力が強いらしい。いや、ラーシュはもしかしてそれより更に強いのか。

　君に狂う姿という通り、さっきまでより更に激しく求められ、立て続けに更に三度された後、眠気と疲れに負けたヴィオラは、自分に『癒し』を掛ける余裕もなくラーシュの腕の中で深い眠りに落ちたのだった。

　意趣返しも時と場合に依らなければ自分に跳ね返ってくると、身をもって学習したと反省しながら。

　……そして、眠ってしまったヴィオラのソコを覗き込んでみての確認の結果、結局その三度でもまだ魔力全回復に至らなかったことに、ラーシュが苦笑していたことにも気が付かずに。










　目が覚めるともうとうにお日様がだいぶ上っていた。

　寝過ごした！　と飛び起きそうになって、下半身のあらぬところに違和感を感じる。途端に昨夜のアレやコレやを思い出して恥ずかしくなった。

　今、ヴィオラはベッドの上に一人きりだ。ラーシュはいない。

　一人用のベッドは二人で眠るにはちょっと狭いから、早々に起きてしまったのだろうか。隣にいなかったのがちょっと寂しい。

　ベッドの上で起き上がると身体がちょっと重くてだるいので、再び『癒し』を掛ける。

　魔力がまだ全回復していないのが体感で判る。昨夜あれだけラーシュに致してもらい、魔力まで全部奪い取って、食事はしなかったもののこの時間まで寝て、それでもまだ回復し切っていないことにちょっと驚く。本当に、自分の総魔力量はどれくらいあるのだろう。

「あ、起きていたか」

　不意に声を掛けられてカオを上げると、戸口からラーシュが入ってきた。下は穿いているが上は裸のままだ。

「おはよう、調子はどうだ？　痛いとことか違和感とかないか？」

　ラーシュがあまりに自然にヴィオラの肩に手を乗せてひょいっとくちづけた。思わず照れたヴィオラに微笑んでくれるので、慌てて応える。

「お、おはよう、ございます。調子は、……いろいろ、その」

「昨日はだいぶ無理させたからな」

　何と答えたものかと困ってもごもご言うと、くくっと笑いながらラーシュがベッドの縁に腰を下ろした。

「食事を温めてきた。起きた時傍にいなくてすまない。寂しかったか？」

「え、あの」

「そんなカオしてた」

　かあ、とカオが赤くなるのを自覚する。そんなカオってどんなカオ？　その反応に気を良くしたのか、にこにこと上機嫌のラーシュにヴィオラは気恥ずかしい思いをしながら気になっていることを訊いた。

「あ、あの、ラーシュ様、お仕事の方は？　もう登城する時間では？」

「あぁ、その辺は気にするな。ちゃんとレンナルトに連絡は入れてある。きみを連れて登城して、昨日の件の事情聴取と調書作成に付き合ってから出仕すると」

「……ニルソン様、怒っていらっしゃいませんでした？」

「いや？　後で詳細を知らせろと返信は来たが、それは当然だしな」

　……なんとなく、用事が終わったら一緒に行って謝った方が良さげな気がするのは何故だろう。

　普段は飄々としているレンナルト・ニルソンのカオを思い出して、ヴィオラはうーんと唸った。

　その隙に、ラーシュが上掛けごとヴィオラを抱き上げようとする。

「え!?　あの！　ラーシュさま？」

「下に行こう。いい加減腹減っただろう」

「あの、せめて服を着させてください！　さすがにこのなりじゃ恥ずかしすぎますっ」

「またあとで脱がせても良ければ」

「え？」

「まだ実験が終わってないからな？」

「ええええ」

　しれっとコワいコトを言われる。まだする気なのか。確かにまだ全回復でない自覚はあるけれども。

「一晩じゃないが寝たことだし、食事をしたら、そのあともう一度しような」

「あの、ホントに全回復じゃなくても！　もうホントにもう少しですし！　たぶん今日一日休めばもう！」

　必死にもういいからと心から言う。

　確かに抱いて欲しいと願ったのは自分だが、こんなに大変だと思わなかった。こんなに何度もするなんて思わなかった。

　そりゃ、嬉しかったけど！　とても幸せだったけど！　ものすごくキモチヨかったけど！

　世の中、限度というものがあると思う。

　だいたい、ワタクシ、昨日まで処女だったんですけども！

　いくら魔力回復を手伝ってくれているのだと判っていても！

　初めてでこんなに何度もするものか。そんなものなのか？　コレが普通か？　いや、絶対違う。

　だけど。

「……もう、俺とするのはイヤ？」

　いきなり真顔になったラーシュのちょっと拗ねた声が聞こえてしまったら、もう嫌だなんて言えない。

「……そんなワケ、ないですけど」

　途端に嬉しそうに微笑んでくれるその笑顔を見たら、もうダメだ。惚れた弱みとはこういうコトか。

　幸い身体はさっき『癒し』を掛けたので回復できた。下半身の違和感は如何ともしがたいが、コレも慣れなのだろうきっと。

　結局ラーシュは言葉通り食事の後にもう一度ヴィオラを抱き、終わった後に彼女のナカから自分の出したモノが出てきたことを確認して漸く、よし、と満足げにうなずいて今度こそこの昨夜からの情事を終わらせた。

　ナニが『よし』なのか。一度決めたらそれが達成されるまで辞める気がないのか。

　やっぱり脚を大きく開かされて確認されて、それが夜の暗がりではなく真っ昼間の明るい日の下だったことのあまりの恥ずかしさに、ヴィオラは思わずラーシュに枕をぶつけた。

　それがちゃんとヒットしなかったのは偏ひとえに枕を反射的に受け止めたラーシュの反射神経の賜物で、意外とお転婆だなと笑いながら捕まえられた脚の膝頭にキスまでされて、ヴィオラはもう、どこまでいってもきっと彼には敵わないと諦めた。
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　もう一度『癒し』を掛けて身体の疲れを回復してから、一緒に風呂に入るか？　と楽しげなカオで言ったラーシュの提案を即行で却下して一人で入浴すると、身支度を整えて登城の用意をした。

　おそらく今のヴィオラなら『扉』が使えそうな気はしたが、どれくらい魔力を使うのかが判らないので師匠が帰ってくるまではやめておこうと思う。

　かくしてラーシュと二人連れ立って家を出た。ラーシュが叩き切って壊したという家の鍵は、ヴィオラが正しく鍵を掛けることで正常に使うことができるので問題ないことが判って、ラーシュを安堵させた。

　昨日まで友人であった男性と今日は恋人同士として街を歩くことが、なんだかとてもくすぐったくて照れくさい。それでも騎士の装備のラーシュと手を繋いで歩くのはさすがに憚られて、手が触れない距離で歩く。今はそれでも充分嬉しい。

「ちょっと照れくさいな」

　不意の言葉に隣を見上げれば、僅かに微笑んだラーシュがヴィオラを見下ろしていた。

　さっきまでやらかしていたコトを棚に上げた反応だが、素直に同意だ。

「本当は手を繋ぎたい。だが、さすがに騎士の制服でそれをするわけにはいかないのでな。次の休みまでの我慢だ」

「はい」

　考えていたことが同じだったことが嬉しくて思わず笑う。こんな些細なことすら嬉しい。

「……あの、ですね、ラーシュ様。ひとつだけ、お願いしてもいいですか？」

「ひとつと言わずいくつでも」

「あの、ラーシュ様がお嫌でなければ、なにかお揃いの装身具を、その、欲しいなあ、と」

　それは、街の女の子たちの間で流行っている恋人同士がするコトのひとつだ。

　結婚すると、揃いの結婚指輪を身に着けるのが貴族も庶民も行う習わしだが、貴族の間では結婚が決まった時、男性が女性に高価な装飾品を贈り、そのお返しに女性は懐中時計や高級なペンなどの実用品を贈る。ちなみに男性の装飾品は『あなたを飾るのは私だけ』、女性の実用品は『私の代わりにいつも傍に』、という意味があるらしい。

　庶民はその風習に憧れて、高価なものの贈り合いは無理でもせめてと、お揃いの指輪以外の装身具を身に着けるという風習が、いつの間にか定着していた。

　女性は恋人ができたら絶対したいと願う風習だが、実は男性にはこっ恥ずかしいと少々不評らしい。

　年頃の娘として、ヴィオラも憧れてはいたが、友達もいないのに恋人なんてと半ば諦めていた。

　だが、ラーシュという恋人ができた今、憧れを実現する可能性ができたわけだ。

「そんなことか。構わないよ。恋人の要望に応えるのは男の甲斐性だし、きみが喜ぶのなら」

　笑ってうなずいてくれた。ラーシュは貴族だが、ちゃんと庶民の風習を知っていたらしい。

「嬉しい。ありがとうございます。ラーシュ様、大好き」

　快諾してくれたのが嬉しくてヴィオラが微笑むと、ラーシュが何故か天を仰いだ。

　どうしたのかとじっと見ていたら、口元を手で隠したラーシュがぼそりと言った。

「……そういうのは街なかで言わないでくれ。キスしたくて堪らなくなる」

「っっ！　あの、その、ごめんなさい。気を付けます……」

　思わぬコトを言われて真っ赤に染まった頬を思わず両手で包む。そんなコト言われるなんて思わなかった。恥ずかしいけど嬉しい。

　浮かれたアタマでふわふわと幸せな気持ちのまま、城までの道を歩く。いつもは遠いと思う城までの一時間近くもかかるこの道程が、こんなに嬉しいなんて初めてだ。隣にラーシュがいるからか。

　幸せを噛みしめながら歩くヴィオラを、隣を歩くラーシュが微笑ましそうに、そして愛しい者を見る目で時折見下ろしている姿は、それは初々しく可愛らしいものだった。

　予定通りヴィオラが事情聴取をされるため訪れた騎士団の詰め所で聞いたところによると、やはり彼女を襲った男たちは他にもいろいろと罪を重ねていた札付きだったらしい。

　腕っぷしも強くて逃げ足も速く、なかなか尻尾を掴み切れないヤツらだったらしいが、さすがに相手が滅竜騎士では逃げ切れなかったというところだったようだ。

　見習い魔女の男を誘う匂いの件についてはとりあえず伏せておくことにした。匂いのことはどうやら魔術師たちの間だけの秘密らしいし、魔女でなくとも彼らはあんなところでふらふらしていたヴィオラを襲うことには変わらなかっただろう。その点においてはラーシュにだけでなく聴取を担当した騎士にも注意を受けて、ヴィオラはいたく反省することになった。

　ところで、聴取を受けるヴィオラに付き添っていたラーシュだが、なんでいるんですと突っ込まれて被害者である恋人が一人では不安だろうからだと堂々と言った結果、騎士たちに生温かい目で見られて照れまくったヴィオラが真っ赤になったのはお約束というものだ。










　昼前にやっと解放されたヴィオラは、ラーシュに連れられて彼の執務室に来た。

　このまま素直に帰っても良いところなのだろうが、慣れぬ聴取で疲れただろうからと、少し執務室で休んでいくといいとラーシュが気を遣ってくれたのだった。

　ヴィオラとしても、事情を教えてあるという副官のニルソンにひとこと詫びておきたかった。

　執務室に入ると、ラーシュの机から右側の手前にある机で書類仕事をしていたこげ茶色の髪の男性がカオを上げた。

「遅くなってすまない、レンナルト」

　入ってすぐ詫びたラーシュとその後に入ってきたヴィオラを見遣って、ラーシュの副官レンナルト・ニルソンは、黙って二人を出迎えて、それからちょっと小首を傾げてヴィオラに向けて言った。






「おや、お二人、お付き合いを始めたんですね？　おめでとうございます」






「ふあっ!?」

　思わずヘンな声が出たヴィオラの隣で目を丸くしたラーシュは、それから溜息を一つついて訊いた。

「……なんで判った？」

「そりゃ判るわ。そもそも二人の雰囲気が今までとまるで違う。後は昨日知った事件と今見える情報」

　ヴィオラに向けた口調と全然違う砕けたものに変わったニルソンが平然と言う。

「ヴィオラ嬢の昨日の事件を担当した外回りの騎士の上からの問い合わせで、彼女が昏倒しておまえが保護したって聞いた時点で魔力切れと理解した。それで、昨日の今日でヴィオラ嬢の杖がそんだけ様変わりしていたら、おまえが彼女を魔女にしたんだと阿呆でも判る。その上で二人仲良くこうやって現れるときたら、おまえらがデキたんだという選択肢しかないだろう」

　見事に正確に言い当てられて驚くと同時に、二人がヤるコトをヤったところまで言い当てられて、ヴィオラが恥ずかしさと居たたまれなさに真っ赤になってうつむく。

　ちょっと呆れた視線でラーシュが訊いた。

「……見習いが魔女になる方法、知ってたのか」

「当然だろう。ウチがなんの部署だと思ってる。まだまだ勉強不足だな、副団長」

「……精進する」

　滅竜騎士になるまでは元々辺境伯領の第六騎士団にいたラーシュだ、まだまだ足りないところがあるらしい。ちょっときまり悪げに言ってから、まだヴィオラが立ったままだったのを思い出してソファに座らせた。

　もしかして昨夜彼が言っていた自分自身の格好悪い部分というのはこういうところだろうかとふと思うヴィオラだが、でも別に格好悪いなどとは思わない。

　そもそも彼より十歳近くも年上でずっと遊撃騎士団にいるというニルソンとまだここにきて二年のラーシュの知識量がもう同レベルなわけがないのだ。

　当然役職上ラーシュが多くを知っていなければならないのは判っているが、ニルソンがラーシュについている理由は以前から右腕というよりは教育係の態に近いと感じていた。

　ヴィオラの前にお茶のカップを置いてくれたニルソンに礼を言うと、にっと笑ってくれた。

「ヴィオラ嬢、ウチの朴念仁ぼくねんじんが長いコトお待たせしてすみませんでしたね。恋の成就、おめでとうございます。腕っぷしばっかりでちっとも気が利かない男ですが、どうぞ末永く仲良くしてやってください」

「え、あの、その」

　なんだか戸惑っている感満載でうなずくと、散々な言われように苦笑いしながらラーシュが言う。

「なんで素直にはいって言わないかな」

「だって……、あの、ニルソン様は、ラーシュ様と私がお付き合いすること、反対されないんですか？　私、魔女なのに」

　だが、ニルソンは言った。

「元よりお二人のお付き合いに反対する権利など私にはありませんよ。騎士と魔女が打算や興味で付き合うというのならそれも一興だと思いますが、あなた方はちゃんと好きあって付き合うことにしたんでしょう？　でしたら祝うのが当然では？」

「でも……きっと、他所ではたくさん言われると思います」

「まあ、確かに部下の中でも友人付き合いの時ですらいろいろ言う者もいましたし、副団長を婿にと狙う貴族やその令嬢なんかもうるさいかもですね」

　やっぱり、とうつむくヴィオラの頬を、いつの間にか足元に膝をついていたラーシュが包んだ。

　驚いたヴィオラを見つめてラーシュが真面目なカオで訊く。

「ならきみは、そういう外野に反対されたからといって俺との付き合いをやめるのか？」

「っ！　……でも、それでラーシュ様が嫌な思いをされるのは……」

「俺は構わない。というか、今までだって全部丸無視してる。何故打算で寄ってくるヤツに好きな子といることを邪魔されなければならない？」

「打算じゃなくて、部下の方たちみたいに心配する人だっているのでは」

「それこそ余計なお世話だ。俺は魔女じゃなくヴィオラを好きになったんだし、そもそもなんで魔女だと反対するのかも実はよく判らない」

「それは、淫乱で怠惰だとか……」

「ヴィオラは仕事も家事もしっかりやっているし真面目な働き者だろう。淫乱かどうかは判らないが、もうずっと俺だけだと約束してくれた。ならナニが悪い？」

「……ええと……」

　言い淀むヴィオラに、ラーシュは言う。

「ヴィオラ、答えて。俺の恋人であることが嫌か？」

「そんなわけありません！」

　即座に言い切ったヴィオラにラーシュは微笑んだ。

「なら、怖がらないで俺の恋人だと名乗ってくれ。俺もそうする。俺は、他人にどうこう言われることで気持ちを変えることは無い。だからきみもそうであって欲しい」

　昨晩、告白の言葉をもらった時にお互いの気持ちを確認した。その時決めたはずだったのに、落ち着けばやっぱりヴィオラは揺らいでいる。それを見かねたのかニルソンが言う。

「ヴィオラ嬢、他人に言われることが辛くて揺らぐような程度の想いならやめなさい」

　え、と彼を見上げれば、真面目なカオでヴィオラを見ていた。

「この先もきっと、庶民風情魔女風情がだの、相応しくない別れろだの、ろくでもないことを言ってくる輩はたくさんいるでしょう。それを蹴散らせるだけの度胸と根性がなくてはこの先副団長とずっと共にいることなどできませんよ」

　息を詰めるヴィオラに、ニルソンは畳みかける。

「それが嫌ならば、何を誰に言われても揺らがない自信を持てるよう努力しなさい。自分で決めたのなら堂々としていなさい。副団長は自身の相手をあなたと決めてもう腹を括っている。それに応える気があるなら、あなたもそれを裏切らない気持ちを持ちなさい。それが誠実というものです」

　ニルソンの言葉をよく噛みしめる。

　真摯な言葉は、ヴィオラの不安を的確に示し、それでもがんばれと叱咤してくれる。

　これ以上は自分の覚悟の問題であることはヴィオラにも判っていた。

　叶うわけがないと思っていた片想いが叶った途端にどうしていいか判らないのでは甲斐がない。

　ヴィオラの武器はラーシュを好きだという気持ちだけだ。それなのにそれすらも他人の言葉で揺らぐようではこの先続くわけがない。

　がんばろう、と思う。

「……はい」

　今度は素直にうなずくことができた。

　と、途端にちょっと不満そうにラーシュが言った。

「どうしてレンナルトの言うことには素直にうなずくんだ」

「人徳と説得力だな。大恋愛の末に可愛い妻子を得て既に十年、私生活では順風満帆な俺が語るのと、二年も前から片想いされてるのを気付きもしなかった朴念仁とでは言葉の重みが違う」

「悪かったな、どうせ女心には疎いわ」

「気をつけろよ、今後、喧嘩の元になるぞ」

　にやにやと笑うニルソンは、完全にラーシュをおちょくる気しかないようだ。

　ヴィオラには騎士らしく丁寧に接してくれるニルソンは、ラーシュには容赦無い。

　そしてラーシュもニルソンには日ごろのヴィオラに対する態度とはだいぶ違って忌憚きたんがない。

　そのやりとりに思わず笑いが漏れると、それに気付いたラーシュが咳払いで格好悪さをごまかした。

「それで、魔術研究庁にはいつ行く？　魔力量を計測しなければいけないだろう？」

　魔女になった女性は、魔術研究庁にて魔力量の計測とその質を調べられることになっている。

　魔力量の多さはそのまま能力に直結するし、多くなくとも特殊だったり稀有な魔法を使える可能性もある。

　ことによっては魔術研究庁入りを勧められることもあるのだ。

　もちろん義務というわけではないから実は調べたことのない市井の魔女もいるだろうが、もし勧誘されれば給料は良いし、なにしろ宮勤めの肩書は信用問題という点において世間の目が違う。

　エルヴィーラのように裕福な魔女ばかりではないため、研究費用や設備のために入庁を承諾する魔女もいる。それが最終的に国のためにもなるのなら万々歳だ。

　もちろん誰でもいいというわけではないが、人材が増えることはありがたい。

　なにしろ優秀な魔女ほど気まぐれで、国に使われるコトを嫌がる傾向にある。魔術研究庁はいつでも人材不足、人数不足なのだ。

　世間的な問題としては、魔術研究庁には既婚者がとてつもなく少ないと評判だという点だろう。

　理由は自明で、研究に没頭して相手を探す気が無い者と、魔術師の性格上、気楽な性生活のために固定の相手を求めない者が圧倒的に多いからだ。

　職員には魔術師でない者も当然いるが、入庁試験があるのでそれなりに優秀な者が多いはずなのに彼らまで既婚者が少ないのは、変わり者が多い魔術師につきあっているうちに自身も気付かず変わり者になっているか、元々変わり者なのだと実まことしやかに言われている。ちなみに、そうでない者は大抵一年と持たず配置換えを願って庁を去っている。

　そんなところに自分が入るという選択肢は、正直ヴィオラにはないのだが。

「その辺はとりあえず師匠が帰ってきて報告してからと思って」

「それはそうか。その時は俺も同席してもいいだろうか」

「それはいいですけど、なんでですか？」

「知っておきたいから。実際のきみの魔力の数値がどれくらいなのか、俺とどれくらい差があるのか、知っておくに越したことは無いだろう」

　……そこ、拘るんですね。

　ラーシュが気にする理由は判っているからツッコまないが。と思ったらニルソンがツッコんだ。

「魔女だからって魔力が空っケツになるほど使い切るような事態はそうないと思うんだが。ああ、昨日のヴィオラ嬢は別として」

「判っている」

「ついでに言えば、空っぽになったからって全回復しないと動けないわけじゃないんだから、それこそ二、三回もヤりゃすむ話だろう？」

「それも判っている。でも全回復させたい」

「なんでだよ？」

「他の男にヴィオラに手を出される理由をひとつでも潰すため、かな」

　一瞬ぽかんとした副官は、次いでぶはっと吹いた。

「うわ、重っ。ずっと何ヶ月も前から自分が惚れてるの全っ然気付いてなかったくせに、気付いた途端重っ。ヴィオラ嬢、もしかしたらエラい男に見込まれちまったかもしれませんよ」

　真っ赤になっているヴィオラに目をやってから、ニルソンはそれでもなんだか嬉しそうな様子の彼女に苦笑する。

「……あー、それも嬉しいのね。はいはい、おじさんが野暮でした」

　さっきと違う意味で恥ずかしくなったヴィオラが照れていると、ふとラーシュがナニか思い出したらしく、立ち上がって自分の執務机に向かった。しばらく引き出しの中身を漁っていたが、目的の物をみつけたらしく、掌サイズの小箱をもって帰ってくる。

「ヴィオラ、さっきの装飾品の話だが、きみが嫌でなければこれはどうだろうか」

　小箱を受け取って開いてみると、そこには光沢を帯びた真っ黒いピアスがあった。少し大きめの半球の石にラーシュの軍服の襟章と同じ竜と剣を組み合わせた紋章が金で彫られている。材質は判らないが、見たことのない石のようだ。

　ニルソンがぎょっとしているが、ピアスに目がいっているヴィオラは気付かない。

「わ、綺麗ですね。素敵」

「これを俺ときみで片方ずつつけるというのはどうだろうかと。ちゃんと街の宝飾店できみの気に入るものを探すつもりだったんだが、これを思い出してな」

「これ、どういうものなんですか？　ていうか、私がつけさせていただいていいものなんですか？」

「構わない。これは、俺が斃した竜の角からつくったものでね、滅竜騎士がその証にとつけるものらしいんだが、つけるのが面倒で机に入れっぱなしにしておいたものだ。どうせつけなくたってこの見てくれのせいで俺のカオは既に有名だし、今更と思っていたんだ。きみがこれでいいというなら今ここでつけてあげよう。俺のはきみがつけてくれ」

「そんな大事なもの、本当にいいんですか？　怒られませんか？」

「大丈夫。ちゃんと認められているし、そういうことをしている人は他にもいる」

「そういうことなら」

　うなずくと、ラーシュが箱から出したピアスの片方を取り出して、ヴィオラの左耳につけた。ピアスは普段はつけないが、穴は既に開いている。

「あ、そうだ」

　ヴィオラがもう片方のピアスを手に取ると、その石に魔力を込めた。そしてラーシュの耳には穴が開いていなかったので魔術で穴をあけて止血と消毒をし、右耳にピアスをつける。

「今、なにしたんだ？」

「ちょっと強力な幸運と防護の護符を付加しました。ラーシュ様の身を少しでも護れるように」

「魔女の護符か。ありがたい」

　にっこりと笑い合う。これで恋人同士の約束の出来上がりだ。

　嬉しくてカオがニヤけてしまう。口元を手で隠して幸せを噛みしめていると、ふと、すっかり呆れたカオでニルソンがつぶやいているのが聞こえた。

「……マジかい。初日でおまえってヤツは……、マジで重っ」

　なんのことかと思ったが、ラーシュは聞こえているだろうに無視しているので首を傾げる。

　だが、嬉しそうにヴィオラの耳のピアスに触れているラーシュを見たら、まあいいか、と、思った。

　後で、慌てふためくことになるなんて思いもしないで。
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　数日後、エルヴィーラが帰ってくると、ヴィオラがなにか言う前に、カオを見て一瞬ぽかんとしてから突然豪快に吹き出した。

　思わず怯んだヴィオラがそれでも、あの、と口を開く。

「あの、私、その、魔女に、なりました……」

　正直、ナニをどんだけからかわれるかとビビりまくっていたヴィオラだが、エルヴィーラは笑ってぽんとアタマに手を置いて撫でただけだった。

「はい、おめでとう。じゃああたし寝るわあー」

　超あっさり祝いの言葉を言ってから自室に去っていった。

　正直ものすごい拍子抜けだ。

　魔女になったということは誰かとそういうコトをしたということだが、てっきり相手が誰だとかいつの間にそんな間柄にとか追求されるものだと思っていたのに。

　そう思ってから、たぶんきっと、エルヴィーラには話さなくても全部バレている気がした。

　だって、師匠はいつだって、ヴィオラの気持ちなんてお見通しなのだから。










　そして、魔術研究庁での計測当日。

　エルヴィーラとラーシュに付き添われて、ヴィオラは初めて師匠のお遣いでなく自分の用事で庁に来た。

　魔術師長、アンセルム・アーダム・ヴレットブラードは六十歳をいくつか過ぎたくらいの年と聞くが、薄い茶色の髪が気苦労のためかすっかり真っ白になっていて二十歳くらい余分に年を取って見える細身の男性だ。ちなみにその気苦労の半分くらいはエルヴィーラのせいだという噂は本当だろうかと、弟子としては気になるところである。

　魔術師としてはエルヴィーラに遥かに劣る魔力量だが精神魔術を得意としていて、理知的な容貌だが基本が小難しくしかめられたカオは陛下と対照的だ。

　エルヴィーラは小うるさいと嫌っているが、実は彼女が一目置いている極少ない人物の一人であることをヴィオラは知っている。

　有能だが気紛れで手を焼いているエルヴィーラの弟子であるヴィオラのことも各方面において随分心配してくれていることは知っているし、魔術師の割にとても真面目で誠実な彼のコトをヴィオラは決して嫌いではない。そしてその人柄から変人の多い魔術師にも彼を慕う者は多い。

　エルヴィーラはともかくどうしてラーシュがいるのかを魔術師長に問われたが、それを説明する前に師匠が野暮なコト訊くんじゃないわよと笑って、何故かヴィオラの耳を指さした。どうやらピアスがラーシュとお揃いなのを魔術師長に指摘したようだ。

　魔術師長にそれで全部察したようにうなずかれて、それはそれでものすごく恥ずかしいヴィオラであった。なんでラーシュはそんなに平然としていられるのかがさっぱり判らない。

　計測結果はと言うと、端的に言えばものすごい魔力量だと言えた。計測をしてくれた庁の魔術師たちが揃ってどよめくくらいにはすごい結果だ。

　庁が現在把握している者の魔力量からすると、平均の倍以上、それも上から数えて何番目という数字だ。ちなみにトップは当然エルヴィーラである。

　ちなみにラーシュの三倍以上あるコトに彼はちょっと考え込んでいて、ナニを考えているかが若干怖いと思うのは私だけだろうかとヴィオラはちょっとだけ慄いた。

　質の点では、予想していたことだが、ヴィオラは攻撃系より守備や補助魔術などの方が向いているようだ。とはいえ、苦手と言っても平均的な魔女が得意だといえる威力くらいは平気でありそうで、そんなところは師匠と同じらしい。

　自身の魔力を他の物に移動させ封入する力もかなり上手くて速い。それは魔石に魔力を注入する蓄魔石づくりの内職が功を奏しているようだ。

　そして、期待された『壁』の構築は、威力は強いが長時間の維持は難しいようだ。見習い魔女で『壁』をつくれた者はそんなに多くない。もし維持ができるようなら確実に入庁の勧誘がされただろう。

　更に、『扉』の構築だが、こちらは割と簡単にできてしまった。

　この部屋の扉をラーシュの執務室に繋いでみたら、驚くほどあっさりとできてしまったのだ。

　これはおそらく、いつもひょいひょいと師匠が使うのをいつも見ていたからではないかと推測できた。

　扉を開けるとそこにニルソンがいて、ノックも無しに開いた扉からヴィオラと、その向こうにラーシュやエルヴィーラ、魔術師長がいるのを見てぽかんとしてから、それでも挨拶をくれたのはさすがの豪胆さだ。

「ええと、とりあえず、おはようございます、ヴィオラ嬢？」

「あ、はい、おはようございます。お仕事中にすみません。すぐお暇しますから」

「それはいいんですが、もしかして『扉』を開きました？」

「あ、はい」

「おお、すごいですね！」

　手放しで褒めてくれたニルソンにぺこぺことお礼を言っていると、後ろから師匠が言った。

「一度『扉』を閉じて、今度はラーシュを連れてもう一度開いてみなさい。魔力は足りるはずよ」

「あ、はい。ニルソン様、一度失礼します」

「はいはい」

『扉』を閉めて、それからラーシュの手を取ってもう一度『扉』を開いてみる。自分の魔力量が随分少なくなったのを感じたが、それでも無事『扉』が開いてもう一度ニルソンのいる執務室に繋げることができた。

　振り返って『扉』の向こうの師匠を笑顔で振り返る。

「師匠、できました！」

「ん、よろしい。さすがはあたしの秘蔵っ子。優秀優秀」

　満足げにうなずいている師匠の笑顔が嬉しい。やっぱりいつまでたっても術が初めて成功した時、師匠に褒められるのは弟子としては嬉しいものだ。まして、今まで魔力量が足りず術式が発動しなくてできなかった術を難なくできた。また新たにできる術が増えたのだ。この分なら、他にも魔力不足でできなかったいくつかの術ができることだろう。試してみるのが楽しみだ。

「二人で移動ですか。本当にすごいですね、ヴィオラ嬢」

「魔力量の余裕はまだあるのか？　また倒れたりしないか？」

　絶賛してくれるニルソンの隣でラーシュが心配してくれる。

「はい、まだ大丈夫です。たぶん、もう一度くらいならなんとか、あ、でも二人で通るのはちょっとキツいかもですけど」

『扉』を複数人で通るのは、単純に一人分の二倍というほどではないが、それに近い魔力量を消費するようだ。つまり、魔力が完全回復していれば、二人で往復『扉』で行き来することは可能なだけの魔力量がヴィオラにあるということだ。

　さすがに実験で無理をして昏倒しても間抜けなので、今度は歩いて魔術研究庁まで戻った。

　戻ると、なにやら書類に結果を書きつけていたらしい魔術師長やその部下と、満足げな笑みのエルヴィーラが出迎えてくれた。

　薬や毒の知識もあり、精神魔法系の適正もある。およそ魔女ができることのあらかたをヴィオラができることを称賛されて、実は本人が一番驚いた。

　エルヴィーラの仕込みが良く、本人も幼い頃から真面目に勉強したおかげで随分と知っている魔術も多いヴィオラは、それが当然だと思っていたので、自分ができる程度の魔術ならみんなできると思っていたのだ。それは、エルヴィーラという比較対象が規格外であるというコトを完全に失念していたヴィオラの勘違いなのだが。そして、その規格外の魔女に育てられたヴィオラもまた規格外だったというワケだ。

　元々の素質もあったのだろう。だが、普通は十歳くらいから始める修行や勉強を、引き取られた三歳過ぎからずっと超一流の師匠の元でたぶん他の魔女の倍以上の時間を掛けて習得してきたヴィオラは、同年代の魔女の誰よりもたくさんの術を見、知り、試してきた。その努力の賜物でもあったのだろう。

　とにかく、ごく一部の特殊な術以外の汎用性のある魔術はほとんどすべてできると言っても過言ではない上、『扉』のような高レベルの術も使える。思っていたよりかなり評価の高い結果が出て、これは入庁の勧誘待ったなしかと内心ビビっていたのだが。






「……入庁をお願いするわけにはいかんのだよな？」






　残念そうに溜息をつく魔術師長に、ヴィオラが小首を傾げる。

　魔術師長はヴィオラが断るのを前提としているようだ。確かに気は進まないと思ってはいたが、何故なのか。

「ラーシュ、そちらの予定は立っているのか？」

「いえ、具体的にはまだ。ですが、近いうちに私の実家に話は通そうと思っています」

「その間までだけでも、というわけには……」

「すぐ辞めることになるのでは、そちらに迷惑がかかるでしょう」

「それはそうだが、僅かな間でも手伝ってもらえれば」

「それは私は構いませんが、ヴィオラとエルヴィーラ殿が受けるかどうかかと」

　何故、魔術師長はラーシュと話をしているのだろうか。自分の就職の話のはずではなかったか。

　ますます判らない。と思っていたら、更にエルヴィーラが口を挟んだ。

「ちょっとラーシュ、まだあたしは認めるって言ってないわよ？　この子が欲しかったらあたしを倒してからにしなさい」

「そんな人類には不可能な条件を出さないでいただけますか。もう一度竜を単独で斃してこいと言われた方が多分楽です」

「はあ？　うちの秘蔵っ子を狙ってるんならそれくらいの気概を見せなさいよ」

　師匠まで参加しだして、もうヴィオラにはわけが判らない。困惑していると、それに気付いたらしい魔術師長がヴィオラに訊いた。

「ヴィオラ、正式採用でなくとも良い、きみもエルヴィーラと同様に魔術研究庁の協力要請を受ける形でいいから手伝ってくれんか？」

「あ、はい、その程度なら。でも、あの、どうして初めからお手伝いなんですか？　私はてっきり入庁を勧められるものだとばかり」

　承諾したヴィオラにほっとした様子だった魔術師長は、問われて首を傾げた。






「どうしてって、きみはラーシュと近く結婚するのだろう？」






「は!?」

　突然の爆弾発言だが、当の本人が一番、というか、ヴィオラ以外の誰も驚いていないのはどういうことか。

　ニヤニヤ笑っている師匠と、平然としているラーシュの方がおかしくないか。

　思い切り固まったヴィオラの様子を見て、魔術師長はナニかを察したらしい。ラーシュを呆れた目で見遣った。

「なんだ、よりによって本人が判っていないじゃないか。ラーシュ、ヴィオラが唖然としているぞ」

「一応把握はしているはずなんですが」

　しれっと答えているラーシュに、ヴィオラの混乱がますます加速する。

　把握？　何の話ですか？　いつ？　ナニか言われたっけ？

「それならきちんと話を通しておきなさい。ヴィオラ、出仕の日にちや仕事内容などはまた追って連絡する。今日のところは帰っていい。ご苦労だったな」

「あ、はい」

　魔術師長の労いに反射的に返事をして、彼が退出したのを確認してから、ヴィオラは困惑を隠さないカオで師匠と恋人を見た。

　視線は口以上にモノを言っていたらしい。エルヴィーラがケタケタと笑いだす隣で、ラーシュが苦笑している。

　どういうことだ、説明を求める！　と目で訴えるまでもなく、ラーシュが言った。






「そうか、ヴィオラは知らなかったか。そのピアス、国より賜った特別な身分を示すピアスは、賜った者以外がつけることは原則としては許されていないんだが、ひとりだけ例外がいる。妻か婚約者にのみ、それを与えることができるんだ」






「…………っ！！！！」

　息が止まるかと思った。

　眩暈がしそうだ。思わず膝から力が抜けて、その場にへたり込む。

　ちょっと待って、なんですかソレ、そんな大層なモノだなんて言わなかったじゃないですか。

　ピアスをくださった時、他にもしてるヒトがいるからって言ってたから素直に受け取ったけど、それって恋人程度の関係じゃなく、ホントにその方の奥様だったからでは？

　そんな重たいモノだなんて、言って下さらなければ知るわけないじゃないですか。

　師匠が相手を聞かなかった理由も魔術師長様が納得した理由もこれで判った。

　だから魔術師長様が入庁を勧めなかったのか。貴族の妻になるなら宮仕えは難しい。

　ああ、だからニルソン様が、呆れて重いって。

　そりゃ付き合い始めた初日で渡すモノじゃないですよね。

　ああ、どうりで城に入ってからここに来るまでの間、やたらとみんなの視線がイタイと思った。

　ラーシュ様とお揃いでそんなのつけてたら、そりゃみんな見るよね。

　一緒にいるだけでもナニか言われてそうなのに、こ、こんやくしゃって、一気に噂が広まりそう。

　それなのに、私なんかに簡単に渡すなんて、ラーシュ様ってば一体ナニ考えて。






「……ヴィオラ？　大丈夫か？」

　その場に座り込んだまま動かないことに驚いてか、ラーシュが目の前で片膝をついた。

　呆けたカオの恋人を不安そうに覗き込んだラーシュが続ける。

「……その、すまない。そんなに驚くとは思わなくて。きちんと言葉にはしていなかったが、うなずいてくれたから気持ちは伝わっているものとばかり。ああ、やっぱり俺は言葉が足りないな」

「……気持ち？」

「ずっと一緒にいたいと、一生俺だけにしてと言ったはずだよ」

　言われた。確かに言われたが。






「結婚して欲しい。もちろん今すぐにとは言わない。でも、きみを俺だけの女にしたい」






　今度こそ、本当に息が止まった。

　そして。

「おいっ！　ヴィオラ!?　しっかりしろ！」

　ヴィオラはその場で気絶した。
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　魔術研究庁の応接室に運ばれたヴィオラは、ソファに横たえられていた。

　額にエルヴィーラが魔術で濡らして冷やしたハンカチを乗せてあるが、まだ起きる気配はない。

『扉』をいきなり続けて二度も使ったことでの急激な魔力消費による疲れもあるのだろう、すぐに起きる気配はなかった。

　それを横目で見ながら、エルヴィーラがラーシュに呆れた目を向けていた。

「まったくもう、ナニうちの子驚かせてんのよ」

「……面目無い」

　ヴィオラの頭を預けているクッションの向こう側、ソファの肘掛けに座って彼女を見ていたラーシュが気落ちした声で謝った。

「まさか、気絶するほど驚かれるとは思わなかったんですよ」

　しょぼん、という雰囲気のラーシュに、エルヴィーラは溜息を吐く。

「大体、プロポーズなんて初めてヤって一週間もしないうちにするもんじゃないでしょ。サイダルから帰ってきた時、あの子の耳に滅竜騎士のピアスがついてたの見て思わず失笑したわよ。どんだけ重いの、あなた。いくらなんでも気が急き過ぎってもんじゃないの」

「虫除けになればと思ったんです。私のピアスをしていれば、城内で無礼を働かれる可能性は減ると思って。……少なくとも、手を出そうという男はいなくなるかと」

「それは確かにめっちゃ効果ありそうだけどねえ。でも、くだらない嫌味をがーがー喚き散らすおバカな侍女なんかは逆に増えそうね」

　滅竜騎士の女だと判っていて手を出すような根性の入った男は確かにいるまい。だが、それをやっかんだ侍女が、魔女が滅竜騎士様をたぶらかしたと騒ぎそうだと指摘されて、男除けのことを考えるあまりにそちらの可能性をまったく予想していなかったことにラーシュはやっと気付く。

　珍しく気落ちがカオに出ているラーシュに、エルヴィーラは言う。

「一応言っとくけど、別にこの子は結婚がイヤとかで驚いたわけじゃないからね。そこ間違えんじゃないわよ」

　え、とカオを上げたラーシュが目を瞠った。

「では何故」

「魔女にとっては、結婚なんてほとんど有り得ないからよ。ゼロじゃないけど可能性としてはかなり低いし、結婚しても離婚率が高い。一生特定の男をつくらない独り者が圧倒的に多い。魔女は基本的に家族の縁が薄いから、家庭の温かみやありがたさを知らない子が多い。聞いているだろうけどヴィオラも両親は子供の頃に亡くなっているしね。だから家族と言えるのはあたし一人っきりだし。家族に憧れる一方で、魔女と結婚は昔からあんまり相性が良くないの。理由は、まあ、判るでしょ」

「いつもの淫乱と怠惰ですか。でも、少なくともヴィオラには当てはまらないでしょう」

「怠惰は確かに現在のあの子には当てはまらないわね。でも、淫乱の方は、魔女の性質を旦那がどこまで理解できるか、どこまで旦那が妻を信用できるかって話。大抵は旦那が妻を最終的には信じられなくなって離婚するケースが多い。もしくは妻が足りなくて結局浮気するか、ね」

「つまり、私がヴィオラを最後まで信じ切り、尚且つ性的にも常に満足させられれば問題ないわけでしょう」

「まあ、そうだけど。自信あるの？」

「ありますが、努力もします」

「……あらそう」

　つい答えてから、エルヴィーラは不意に笑いだした。いつものからかうようにではなく、素直におかしくて笑っているようだ。

「そう、じゃあ、まあ精々がんばんなさい。ヴィオラをちゃんとその気にさせられるかどうかはあなた次第だけどね」

「つまり、許していただけたと思っていいんですか」

　真面目に訊くラーシュにエルヴィーラは肩をすくめた。

「元より、あたしが決めるこっちゃないわ。この子がいいならあたしもいいのよ。あーんな純白、いや、白金かしらね、白金に蔦、青玉の珠とか、どんだけ幸せな思いしたのって杖見せつけられちゃ、反対するのもばかばかしいわよ。まあ、反対する理由なんてそもそもないけど」

「杖、ですか？　ヴィオラの？　あれにはなにか意味があるんですか？」

　また自分の知らない情報を提示されてラーシュが首を傾げるのを、エルヴィーラがにやにや笑う。

「大アリよ。魔女になった時の気持ちが大きく反映されるの。もちろん元々の魔力や本人の気質、得意な魔術の系統なんかも影響するけど、一番大きいのは気持ち。自分が望む好きな人ととか、大切にしてもらえたとか、まあ気持ち良かったとかも含めて、嬉しい、幸せだったって気持ちが強ければ強いほど光の属性が強くなって白く輝く杖になる。気持ちが複雑になるほど色が付いたり、怒りや悲しみが強いほど黒っぽくなっていくわ。蔦は守護や防御の方が得意だとか、護りたい人がいるとか、攻撃よりも守備を得意とする気質。珠はその時の精神の安定性ね。色が薄く透明性が高いほど安定して心の落ち着きを保っているし、強い色ほど荒れ狂っている。そして、それは今後の魔法補助をするにあたってかなりの影響力を及ぼすわ。つまり、あの子の杖は、自分は幸せの塊ですって言ってるようなものよ。恋人冥利に尽きるわね、ラーシュ？」

　にやにやと笑いながら完全にからかっている口調のエルヴィーラの視線から、思わずカオを背けて口元を片手で隠す。じわりと赤くなってきたのを自覚した。さすがに気恥ずかしい。

　だが、ヴィオラがそれほど自分との行為を心から嬉しいと思っていてくれたことを素直に嬉しいと思う。

　こんなかたちで彼女の気持ちを知るとは思わなかったが、たぶん自分が感じ、思っていた以上にヴィオラが自分を好きでいてくれていることが傍目から見えるかたちで判ってしまうわけだ。今はテーブルに置かれているヴィオラの杖をこれから目にする度、とても幸福な気分になってしまいそうだった。

「だからね、あなたには感謝してるのよ」

　不意に言われて、ラーシュはつい訊いた。

「……感謝？　あなたがいないうちに、あなたに許しも得ないで愛弟子に手を出した男にですか」

　ラーシュの不思議そうなカオを見て、エルヴィーラは珍しく苦笑を浮かべた。

「そ。ラーシュだからね」

　自分だから、というのがどういう意味で言われているのか。

　単純にヴィオラが望んだ相手だからという意味だけでない気がしてじっとエルヴィーラを見据える。

　この魔女は、正面から訊いても素直に答えてくれない気がした。

　その視線に負けたわけでもなかろうが、しばらくしてエルヴィーラが愛弟子の恋人に話しかけた。

「ねえ、ラーシュ、質問。魔女が、好きな男と望むタイミングで初めてのセックスができる可能性ってどれくらいだと思う？」

　エルヴィーラがなかなか開けっ広げな質問をした。ラーシュは一度ヴィオラに目をやってから、あまり考えずに答えた。

「どうでしょうか、全員は無理でしょうが、八割か九割か、そんなところでは？」

「一割、いないわ」

「……え」

　思わぬ答えに目を瞠ったラーシュを見て、エルヴィーラは小首を傾げる。

「意外？」

「……何故そんなに少ないん……まさか」

　言いながら思い当たることがあったらしい、ラーシュの表情が真面目なものになる。

「こないだ、ヴィオラも被害に遭いかけたんでしょ。そういうことよ」

　エルヴィーラは軽く言うが、目は笑っていない。

「魔女の貞操ってね、世間ではまったく大事だと思われてないのよ。だから平気で踏みにじられる。魔女を淫乱だの男好きだの言って蔑むわりに、魔女だったらナニやってもいいものだと思っている愚かで最低な男が多すぎる。だから、魔力があるってだけで、見習いやまだなにも知らない見習い以前の子たちまでその餌食になるの。襲われそうになった時点で魔女ならやり返す術もあるけど、まだなんにもできない娘たちは、いえ、そういう子たちだから、余計に狙われるのかもしれないけどね」

　表情が厳しいものになる騎士を見遣って、魔女はその正義感に微笑む。

「そうじゃなくとも、例えば師匠が男性だったり兄弟子がいたりなんて環境だと、成人した祝いとかもっともらしい理由をつけて奪われたりする。大きな街でもそんなんだから、田舎の方なんかもっと酷いわよ。町の若い男たちの慰み者なんて当たり前、まかり間違えば町を襲った盗賊に引いてもらう代わりに差し出されたなんてふざけた話もあるくらい」

「……そんなバカな」

「バカったって、実際に昔からある話よ。あたしはヴィオラを引き取る前まで随分あちこちに行ったわ。田舎に行けば行くほど魔女なんてそんな子ばかりよ」

　軽く肩をすくめるエルヴィーラだが、ラーシュは強張る表情が収まらない。

「……そんな話、私は……聞いたことが無い」

「ああ、でもノシュテット辺境伯領では聞いたことは無かったわね。あそこは昔から治安がしっかりしてるから。魔女にはありがたい土地よ」

　ラーシュにとってはそれだけが救いだが、だから良いとはとても言えない。

「何故それは事件扱いされていないんです？　それならもう少し騎士や兵士の間でも知られているはずだ。どうして私は今まで聞いたことがなかったんです？」

「ああ、それは騎士の側の都合ね、たぶん」

「は？」

　エルヴィーラが訊く。

「はい、じゃあもうひとつ質問ー。無理矢理ヤられて処女でなくなった子はどうなる？」

「どうって、それは、魔女に」

「そうね。では、その強制的に魔女にされた女の子が最初にやることってなんだと思う？」

「最初……？」

　すぐには思いつかず、ラーシュは考える。ヴィオラは自分の杖を変化させたが、そんな答えが訊きたいわけではないだろう。

　首を傾げるラーシュに、エルヴィーラが、はい、時間切れー、と笑う。そして。






「目の前の、自分を酷い目に遭わせたヤツらを一人残らず全員殺す。その一択でしょ」






　にやり、と魔女は嗤った。

　その、今までとまるで違う笑みに、滅竜騎士は背筋がひやりと冷えるのを感じる。

　その瞬間、言いたいことがすべて判った気がした。

　田舎の、師匠も持たぬただ魔力を持っているだけの普通の娘が男たちに襲われて魔女になる。

　怒りや哀しみで箍を外し、一気に魔力を放出した娘は、炎か水か風か、とにかく己の持つ最も強い特性の攻撃魔術を発現、暴走させ、その男たちを惨殺するのだろう。

　元々は娘を襲った男たちに非があるのだ、過剰防衛を振り切った所業とはいえ自業自得ではある。

　もし発見されても、黒焦げか血の海か、魔女以外の者がすべてこと切れた状態であれば、それをその娘がやったと証言する者はいない。もしかしたら訳もわからず魔力を全部使い果たすほどに暴れて、娘自身もそのまま昏倒してしまっているかもしれない。

　騎士は弱い者を護る為に存在する。

　だが、魔女になる前の娘は弱者でも、それが転じて魔女という絶対強者となった時、元は加害者という強者であったはずの男たちが弱者へと転落したら、どちらを護るべきなのか。

　正直、迷う騎士はいるのではなかろうか。

　だから、そんな事態を田舎の騎士たちは見て見ぬふりをしているのだ、きっと。

　長いことその土地にいる者ならば遭遇し、または先輩に聞いたこともあるかもしれない。だが結局、事を公にするのではなく、隠ぺいする方向での慣例化がされているのだろうと思われた。

　公にすれば魔力持ちの娘が襲われることは減るかもしれない。だが、その力を恐れるあまり、逆に今度は魔女になる前の少女を排除する方向に向き、まかり間違えば魔女狩りとなりかねない。

　そもそも、田舎に魔女はそう多くはない。事件が起こっても結局自分で加害者たちを制裁していることを考えればそれ以上大ごとにする必要性はない。

　面倒を厭うて隠ぺいする方が楽だと考えても不思議ではないのだ。

　そしてそのまま、ずっと長年、何十年も何百年も、そうやって魔女は虐げられてきたのだろう。

　清廉な騎士であろうと努力しているラーシュには許せない事態だが、それが事実だった。

「とはいえ、人の口に戸は立てられないわ。昨日までいた人がいきなり行方不明になって、挙句に惨殺死体で発見されたらさすがに騒ぎになる。その時、襲われた娘の存在が知れたら？　その娘はもうその土地から逃げ出すしか手はないわ。そうでなくともそんな目に遭った土地になんていたくないでしょうしね。田舎でも魔女は怖れられる。でも、それが判るまでは虐げられる。そして判った頃にはもう遅い。

　魔女にも、その土地の普通の人にもいいコトなんてひとつもない」

　エルヴィーラは淡々と続ける。

「そんな経験をした子はまともな恋愛なんてなかなかできるものではないし、好きな人ができても魔女だからと断られることもある。魔女であることを隠して生きていく子もいると思うわ。この国は諸外国には魔女に優しい国だと思われているらしいけど、実際は全然そんなことはない。むしろ生き辛い国ですらあるかもしれない、たまにそんな風に思うわ、あたしは」

　ある程度以上の魔力を持ち、師匠を得て修行をして、薬師なり魔道具作りなりなんらかの技術を持つ者になるか、宮廷に出仕できるようにでもなればそれなりに生き易くなるかもしれない。

　だが、それ以前に精神的にも肉体的にも傷付きやさぐれてしまう魔女はきっと多いのだろう。

　魔術の補助の役割を担う杖は大抵は師匠からもらい、自分で調達する例はそれほどない。だが、そんな彼女たちが杖を持てたとしたら、ほとんどの魔女が白木の杖をどす黒く濁してしまうことだろう。

　それとも、年月が過ぎたことで多少の色の緩和がされるのであろうか。いずれにしても、綺麗な明るい色になるわけではなかろうことは予想に難くない。

　それは、女性の魔術師特有のことで、今までラーシュには縁のない世界だった。

　男性の魔術師は初めから術が使える代わりに魔力量も少なければ杖も要らない。別に女を知らなければ術を使えないわけではない。それは先祖返りと謂われたラーシュとて同じだ。

　根本的なところで男性の魔術師と魔女では違う。その差は一体何なのだろうか。

　男性魔術師とはあまりに違う過酷な状況にラーシュは絶句する。

「だからね、本当のホントにラーシュには感謝してるのよ、あたしは」

　突然話が元に戻されて、ラーシュはきょとんとした。

「……ナニを、ですか」






「自分の好きな男に抱いてもらって魔女になれて、更に好きになってもらえて、その上プロポーズまでしてもらえる。あの子の、そんな普通の女の子の夢を全部叶えてやってくれてありがとね。そんな幸運な魔女、きっと千人に一人もいないわ」






　見たこともないほど優しい笑みを浮かべたエルヴィーラには、その時だけ、魔女ではなく母のような温かさがあった。

　思わず目を瞠ったラーシュは、返事をしようとするも言葉が出ず、結局その場で深く頭を下げた。

　そして、ふと気付く。

　その優しい笑みを浮かべる恋人の師匠が傍らに置いた杖の色は。






　――――深淵の闇のように黒光りする漆黒の杖と滴る血のような深紅の珠。
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　しばらくしてヴィオラが目を覚ました。

　起きた途端にラーシュが目に入って慌てて起きようとしたが、肘掛けに座っていた彼に上から額を押さえられて、止む無くそのままおとなしくなった。

「いいから慌てて起きようとするな。倒れたのに危ないだろう。もっとも原因をつくったのは俺なんだが。……驚かせてすまなかった」

「いえ、そんな。私の方こそごめんなさい、でも嫌だったわけじゃ全然なくて、驚き過ぎただけで」

「判ってる。エルヴィーラ殿にも言われた」

「え、あれ、そういえば師匠は？」

　横目で探すも、さっきまでいたはずのエルヴィーラは部屋にはいなかった。

「ああ、エルヴィーラ殿は魔術師長様に呼ばれてさっき出ていかれた。サイダルの報告書をまだ出してなかったらしいじゃないか。せっかくだからここで書いて行けと連れていかれたよ」

「あ、そういえば」

「ついでに、それを提出したらその足で陛下に報告に行けと。それが終わるまでは帰らせんからなとか言われていたから、もしかしたらエルヴィーラ殿が帰れるのは夜になるかもな」

　えー、とかなんとか文句を言いながら魔術師長に連行されていったであろう師匠の姿を想像してうーんと唸ったヴィオラは、ラーシュを見上げた。

「そういうラーシュ様はまだお仕事に行かなくていいんですか？」

「この状態のきみを置いて仕事に行けと？　そんなに冷たい男だと思われているのか、俺は？」

　心外だというようにわざと真顔で言うラーシュに、ヴィオラは首を振る。

「いえ、そんなことは。でも、先日に続いて二度も私のコトでお仕事を遅刻するのはと思って」

「大丈夫。今は急ぎの仕事もないし、もしなにかあっても、城内にいることは知っているんだからレンナルトが伝言鳥でもなんでも寄越すだろう。もちろん無理な時もあるだろうが、今日みたいな時くらいきみを優先させてくれ」

「……はい。ありがとうございます」

　ヴィオラは微笑んだ。素直にうなずいたからか、ラーシュはヴィオラのアタマを撫でてから椅子から降りた。背中を支えてヴィオラを起こす。

「大丈夫か？」

「はい、そんなに心配しなくても平気ですよ。私、ラーシュ様に思われているよりは丈夫だと思います」

「だが、俺より丈夫ってことはないだろう。騎士たるもの女性の身は大切にするものだ。それが惚れた女なら尚更な」

　わざわざにっこりと笑ってくれるものだから、ヴィオラは赤面するしかない。

「……ラーシュ様、気障です」

「好きな女の前で格好付けないで他の誰にするっていうんだ」

　くつくつと喉を鳴らして笑うラーシュが楽しそうだ。

「そりゃそうかもしれませんけど……！」

　言い返そうとしたヴィオラの口をラーシュが自分のもので塞いだ。離れてから膝をついて、下からヴィオラを見上げる。

「さっきは驚かせてすまなかった。俺はどうも色恋ごとに疎くてな。そのせいでつい気が急いているらしい。エルヴィーラ殿にも呆れられた」

　不意打ちを食らって恥ずかしそうにしていたヴィオラはカオを上げた。

「気が急いている、ですか？」

「ああ、自覚はあまりないんだが俺は意外と独占欲が強いらしい。きみの傍にずっといたいし他の誰にも触らせたくない。俺の恋人だと主張したい。そんな思いが無意識に強すぎた結果がそのピアスだ」

　思わず、かあっとヴィオラのカオに血が上る。どれだけ恥ずかしくて、そしてなんて嬉しいコトを言ってくれるのか。だが、ピアスと言われたことで文句を思い出した。

「そ、そう、このピアス！　そんな大切な意味があるのに私なんかに安易に渡すなんてラーシュ様、ダメです！　怒られます！」

　そんな大変なものは受け取れない。返さなくてはと耳に手をやると、手をラーシュに押さえられた。

「誰にだ？」

「そ、そりゃ、陛下とか！」

「陛下は許容してくださると思うが。それに俺は、安易に渡してなどいないよ」

「でも」

「魔術師長様には納得されただろう。それはつまり、俺達が結婚しても問題ないということだろう？」

「……あ」

　確かにそうだと思い当たる。本当に駄目なら魔術師長が止めたはずだ。

「確かにその場の思いつきで安易にきみに渡したように見えたかもしれない。だが、俺だってピアスの意味の重要性くらい承知している。その上できみに渡したいと思った。きみに俺の嫁さんになって欲しい、ずっと傍にいて欲しいと思ったんだ」

　捕まえた手を握り込んで、ラーシュが告げる。

「レンナルトにもエルヴィーラ殿にもツッコまれたよ、初日に渡すか、さすがに重いって。自分だって思うさ、早過ぎだろうって。でもな、きみがいいと思ってしまったんだ。きみの初めてをもらった責任を取るというんじゃなく、ああ、いや、そういう気が全然ないというわけでもないが、素直な願いとしてきみと一緒にいたい、そしてそのために一番確実な方法を採りたい。その結果が結婚という形ならば、俺はそれを躊躇わない。でも、それをきみが考えられない、まだ早いと思うのももちろん判る。成人したばかりでまだ年若いきみには、まだ違う、俺よりずっといい男との出会いもあるかもしれない。でも、それならば余計に俺は、まだ見ぬそいつとの出会いの可能性すら潰したい。俺の我儘だとは判っている。でも、そう願うほどに、俺はきみが欲しい」

　真剣な目で告げるラーシュの言葉は真実だと思わせるだけの真摯さがあった。

　ただの恋だったはずだ。告げるつもりのない一方的なその片想いはどうせ叶うわけもないと、初めからいつかは諦めなくてはならないと思っていた、儚く淡い恋だったはずだ。そして予想外なことに想いが叶ってしまったものの、それでもいずれは別れることになるのだろうとすら思っていたのに、ラーシュの方はその先を願ってくれていた。

　叶ってしまった恋に慌てているのはヴィオラの方だった。

　……余分なものに怖れ怯えて誠実でなかったのは、自分の方だったのか。

「……ごめんなさい。違うんです」

　涙が出そうになって、一生懸命耐える。

「私が、ただラーシュ様と一緒にいられること自体が嬉しすぎて夢みたいで、それだけでもう満足してしまっていて。だから今後ラーシュ様とどうなりたいとか全然考えてなかった。まして結婚なんて魔女には夢のまた夢だと思ってたから、ラーシュ様が結婚を望んでくださるなんて、夢にも思ってなかった。だから、驚き過ぎて、なんにも考えられなかっただけなんです」

　一生懸命言い訳する。すると、困ったように微笑んだラーシュが、ヴィオラの髪をくしゃりと撫でた。

「……正直、複雑な気分だ。ものすごく可愛いコトと、ものすごく残念なコトを同時に言われた」

「え」

「俺といることが嬉しすぎるなんて可愛いコトを言われてとても嬉しいのに、俺がきみをどれだけ真剣に好きになったのかは信じてもらえていなかったのかと」

「……あ」

　そう言われればそうだと気付いて、ヴィオラは息を呑んだ。

　初めから両想いは無理、両想いになれてもきっといずれ別れることになる、などと心に逃げ道を作って、いつかこの恋を失った時、少しでも痛手が少なくて済むようにと自分で自分を護っていた。

　それは、ラーシュの気持ちを信じていないことに繋がるのに。

　もちろん、貴族として政治的意図やなんらかの外的要因によってラーシュが他の女性と婚姻を結ばなければならなくなる可能性がゼロとは言えない。でも、それ以外でヴィオラがラーシュの気持ちを疑う必要などないはずなのに。

　好きだと言ってくれたその言葉を素直に信じ切れないヴィオラ自身の気持ちの弱さが悲しくなる。

　何度も心に決めたはずなのに。ラーシュ本人にも言われた。ニルソンにも言われた。

　それなのに、まだ足りないのか。

　ヴィオラは、目ににじんでくる涙を必死に我慢した。そして頭を下げる。

「ごめんなさい。ごめんなさい、私、これから、今度こそ、ちゃんと考えます。もう、魔女だからとか言いません。ラーシュ様との今後のコト、その、け、結婚、のコトも、ちゃんと考えます。師匠に許してもらえるか判らないですけど、ラーシュ様が師匠を倒さなくても許してもらえるように、がんばります。だから、私のこと、呆れて嫌いになったりしないで……」

　嫌い、と口に出したらもう涙の我慢ができなくなった。今嫌われたらと思ったらものすごく悲しくなってきた。想像だけでこんなに悲しくなってしまうのに、なんで素直に信じられなかったんだろう。

　泣きそうになるのを見られたくなくてうつむいたら、突然ふわりと抱きしめられた。

「ああ、そうしてくれると嬉しい」

　優しい声で言われて、ヴィオラは更に泣きたくなる。

「俺はそんなことできみを嫌ったりしないから安心しなさい。その程度でどうこう思うようないい加減な想いならこのピアスをきみに贈ったりなんかしない」

　耳のピアスにくちづけられた。

　気障な仕草に照れていたら、ラーシュが楽しそうに続けた。

「それから、エルヴィーラ殿にはもう許可はもらえたから、あの人を倒さなくても良さそうだよ」

「良かった。たぶんそうだろうとは思ったんですけど」

「そうなのか？」

「はい。師匠は、私がそうしたいっていう時には、本当に駄目な時以外は好きにさせてくれるんです。だからきっと、私がいいならって言ってくれると思ってました。師匠はラーシュ様を気に入っているから」

　涙を拭きながら笑うヴィオラだが、最後に付け加えた言葉でラーシュがヘンなカオをする。

「……気に入られているか？　いつも遊ばれているようにしか思えないが」

「それは否定しませんけど、そもそも気に入らなかったら私をあなたに近付けていないと思います」

「……なるほど、きみと二人でいることを許してくれている時点でもう許可をもらっていたということか。判り易いんだか判り難いんだか、難しい人だ」

　一つの部屋で二人だけでいるのも、菓子屋巡りという名のデートも、確かにラーシュ以外の者であれば、あんなに簡単に了承はされなかったかもしれない。

「それもこれもラーシュ様が真面目で誠実な騎士様だからですよね。やっぱりラーシュ様は素敵です」

　嬉しそうなヴィオラだが、ラーシュは困ったように笑う。

「そんなコトを言われてしまうと、この後言おうと思った提案が言いにくくなってしまうな」

「提案？　なんですか？」

「まずは、ちょっと移動しようか。立てるか？」

　促されて、先に立ったラーシュに支えられて立ち上がる。部屋を出て割と長い距離を歩き、城の敷地内ではあるが外に出ると、連れていかれたのは行ったコトのない建物だった。

　丈夫な煉瓦造りの四階建ての横長い建物は、年代物っぽいがきちんと手入れされていてあまり古さを感じない立派なものだ。

「騎士の独身寮だよ」

「え、あの、部外者の私が入っていい場所ですか？」

「構わないよ。俺の部屋に行こう。話はそこでするから」

　背中を押されて、あまり人気を感じない寮に入っていく。昼間だからか。でも非番の者もいるだろう。

　結局誰にも会わずに四階にあるラーシュの部屋までたどり着いた。

　初めて入る男性の部屋、それも恋人の部屋だというコトにドキドキが止まらないヴィオラである。

　部屋は、思っていたよりは少し広くて、意外と言っては失礼だが綺麗に片付いていた。

　物書き用の机と作り付けのクローゼットと棚があり、その隣にヴィオラが彼につくって贈った保冷ずだ袋が置いてあって嬉しくなる。

　ソファセットが置いてあるのがちょっと偉そうだ。

　物珍しさも手伝ってきょろきょろしていると、ラーシュが苦笑する。

「そんなにおもしろいものでもないだろう？」

「いえ、ここでずっとラーシュ様が暮らしてるんだなあって思ったら、ちょっとわくわくします」

「そういわれるとちょっとくすぐったいな。幹部用の部屋だからここは他の団員の部屋より少し広いんだ。だから専用の風呂もあるし、意外と快適だよ」

「わあ、特別仕様なんですね。さすが副団長さん」

「普通は副団長クラスだと既に結婚している者が多くてここを使わないらしくてね、俺が久しぶりの入居者らしい」

　本棚の中身を見ていいものかとか窓辺に寄ってもいいものかとかふらふらしているヴィオラに、ラーシュが訊いた。

「ヴィオラ、ちょっと聞きたいんだが、『扉』を開いた時の一回の魔力消費量、どれくらいだった？」

「え？　ああ、ええと、そうですね、たぶん私の魔力の二割程度じゃないでしょうか」

「二割か。ふむ」

　少し思考を巡らせていた様子のラーシュが、小首を傾げていたヴィオラに目をやると、ふっと優しく微笑んだ。

「ヴィオラ、ちょっとこっちにおいで」

　手を差し伸べたラーシュに呼ばれたヴィオラが素直に寄っていくと、手が届く位置まで来た途端、手首をぐっと引っ張られた。

　なされるがまま騎士に引っ張られた娘の身体は簡単にその先、ベッドの上に転がされる。

　びっくりして言葉も出ないまま目を真ん丸にしたヴィオラが、気付けば自分の真上に陣取っている恋人をぽかんと見ると、その恋人はニヤリと笑った。

「警戒が足りないな、ヴィオラ。こんなんじゃ、すぐに俺に喰われちまうぞ？」

　ぶわっとカオに血が上ったヴィオラは、それでも言った。

「ラーシュ様に警戒なんて必要ないです。だって、あなたになら構わないもの」

「…………ああ、もう」

　困ったカオでつぶやいて、ラーシュはヴィオラの肩口に額を乗せた。

「そんなコト言われたら手を出したくなるだろう。さすがに仕事サボって今ここでヴィオラとそんなコトしてたら、レンナルトにどやされそうだ」

　どやされるのか、とちょっとその図を想像しておもしろくなってしまう。やっぱりニルソンはラーシュにはまだ頭が上がり切らない相手らしい。

　カオがつい笑ってしまうと、おもむろにカオを上げたラーシュがじとっとヴィオラを見た。

「……おもしろがってるな？」

「いえ、そんなコト」

　だが、カオが笑っているので信憑性がない。ラーシュが再びニヤリと笑った。

「嘘つきの口は、塞がないとな？」

　言いながら、ラーシュが自分のそれでヴィオラの口を塞ぐ。

　触れるだけかと思ったら舌が差し込まれ、深いものになっていくことにヴィオラは嬉しいけれど困ってしまう。

　このままでは、こんなにキスだけで気持ち良くされてしまっては、欲しくなってしまう。

　初めての時以来まだそんな機会は無くて、次はいつだろうと考えてはその思考が恥ずかしくて一人ベッドの上で転がっていたヴィオラだったから、カラダがつい反応してしまう。

　下半身の、奥の方がきゅんとする。ソコが疼く。キスだけでもう切なくなってしまう。

　そんな状態なのがラーシュにバレるのは恥ずかしすぎるからそろそろやめて欲しいのに、でもやめたくない。もっと欲しい、触って欲しいと思ってしまう。

　初心者のはずなのにそんな淫らなコトを考えてしまうのはやはり魔女の性なのか。

　でもさすがに今はダメでしょう。さっきラーシュ様だってこんなコトしてたらニルソン様に怒られるって。

　その心の声が届いたのか、ラーシュが漸くキスをやめてくれたと思ったら、やたらにエロいカオのラーシュがものすごく辛そうにつぶやいた。

「……くそ、欲しい。ヤりたい。今すぐ抱きたい」

　あまりにもあからさまでストレートな物言いだったものだから、ヴィオラは真っ赤になった。そして、それでもその気持ちが一緒だったことが素直に嬉しくて、ヴィオラは微笑んで今度は自分から軽くくちづけた。

　そして、ものすごく恥ずかしいけれど言ってみた。

「バレたら、一緒にニルソン様に怒られましょう？」

　正確にその言葉の意味を理解して、ラーシュが目を瞠ってから微笑んだ。

「ああ、そうしようか」

　それでもヴィオラはつい釘をさす。

「全回復じゃなくていいですからね？」

「残念だが、さすがに今日は一度だけ、な」

　もう一度くちづけて、それからラーシュはちょっといたずらっぽく笑った。






「提案の前に、『扉』で消費した分の魔力を少し供給するとしよう」
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　慌ただしくも濃厚だった情交の後、へたってうつ伏せているヴィオラの上から退いて起き上がったラーシュが恋人の髪を撫でながら言った。

「ここに連れてきた理由はな、きみが『扉』で直接ここに来られるようになったらいいと思ったからだ」

『扉』はどこへでも行けるわけではない。術者が一度でも直接行った場所でなければ、そして開けられる扉がある場所でなければ行くことはできない。

　ラーシュはそれを知っていてここに連れてきたらしい。

「あ、私がラーシュ様のお部屋に遊びに行けるようにですか。嬉しいです」

　嬉しそうにヴィオラが笑うと、ラーシュは苦笑した。

「俺の恋人は可愛いな。男が遊びに来て欲しくて恋人を部屋に呼ぶと思うか？　こういうコトがしたいからに決まっているだろう？」

　まだ裸のままでむき出しの尻を緩く撫でられて、ヴィオラが思わず声を上げた。

　びっくりして目を瞠ると、にっこりというには少し艶のあり過ぎる笑顔が目の前にあって。

「もっときみに逢いたい。もっときみが欲しい。週に一度の休日だけじゃ足りない。お願いだ、俺の魔女。その力で俺に慈悲を与えてほしい」

　彼の言いたいことが判って、ヴィオラの頬が赤く染まる。

　つまり、『扉』を使ってここに抱かれに来て欲しいと言われたのだ。そしてそれが、ラーシュがここに来る前に言っていた提案なのだと理解する。

「あまりに欲望に忠実過ぎて引いたか？　だが、正直な俺の気持ちだ。俺はこれまでさして性欲など感じなかった。だが、きみを知ってから、きみが欲しくてたまらなくなることがある。逢うだけじゃ足りない。抱きたい。独り寝が寂しい。今までこんなこと無かった。きみがここに来るために使う魔力は俺からすべて奪って行けばいい。だからヴィオラ、俺のためにここに来てくれないか」

　素直にうなずくにはさすがに恥ずかしすぎる提案だが、それを口にしてくれたラーシュは真顔でヴィオラの返事を待っている。

　だからヴィオラは真っ赤になりながらもうなずいた。

「引いてなんかいません。……嬉しい、です」

　ラーシュのように抱いて欲しいなんて台詞はまだとても平気で言えない。でもちゃんと伝わったようで、ラーシュがほっとした様子で笑ってくれた。

「ラーシュ様のためだけじゃなくて、私だって、その、ラーシュ様と一緒にいたいです」

「ああ、嬉しいよ。さすがに毎日呼ぶような無茶なことはしない。でも、逢いたい時には正直に伝言鳥を飛ばそう。俺も仕事があって無理な時もあるだろうし、きみだってエルヴィーラ殿と出掛けていたりなにか不都合がある時もあるだろう。お互いに支障が無ければ、この部屋で今みたいにこうやって愛し合おう。結婚してずっと一緒にいられるようになるまで。それでいいか、ヴィオラ？」

「はい」

　嬉しそうにうなずいたヴィオラは、それから少しだけためらうように視線を巡らせて、それから訊いた。

「でも、あの、ラーシュ様。実際のところ、私との結婚って、ラーシュ様のご家族には認めていただけるんでしょうか。魔女との結婚を嫌がられませんか？」

　貴族と平民の結婚は多くはないが無いわけではない。だが、やはり魔女は前途のような理由で敬遠される。家の跡取りではなくとも家柄を気にする貴族なら反対されても不思議ではない。だが、ラーシュは首を振った。

「たぶん大丈夫だと思う。そもそも俺が結婚するという時点では驚かれるだろうが、その相手が魔女だと言ったところで動揺するような可愛げのある家族じゃない」

「可愛げって……」

「それにな、辺境伯領では魔女は特に忌避されているわけではないんだ。実は何代か前の当主の中に妻が魔女だった者もいるし、だから当然その後の血筋にその魔女の血は入っている。正嫡せいちゃくに血が繋がっているのなら傍流ぼうりゅうになる俺の妻が魔女だって問題はないはずだろう。親戚の中に何か言う者が皆無とは断言できないが、当主である父が許可すれば黙るだろうしな。実際、事実として親族に魔力持ちは何人もいるんだ。俺や大伯父といった滅竜騎士は当然魔力を持っているし、今更それを理由に拒否などするとは思えない。そもそもノシュテット家は辺境伯で、竜と戦う騎士の家系だ。滅竜騎士の俺ときみほどの力を持つ魔女ならば、むしろその魔力と剣の才能が子供に引き継がれることを期待されるだろう。実際に俺たちに子供ができるかどうかは判らないが、ノシュテットの家がきみとその子供を拒否するとは俺には思えないよ」

　そういう見方があるとは思わず、ヴィオラは驚いた。

　この件に関してはノシュテット家が変わっていて、本来普通の貴族は嫌がるものだが、いいと言ってくれるのならそれにすがっても良いのだろうか。

　期待し過ぎてはいけないと判っている。実際に会って許しをいただけるまではまだ判らない。

　魔女であることを拒否されなかったとしてもヴィオラという人格を気に入ってもらえるかはまた別の話だ。

　それでも、魔女だというだけでアタマから完全否定されるとは限らないと判ってヴィオラはとりあえず安堵した。

「ついでに言うと、きみはことあるごとに俺を貴族だからって言うが、俺は別に貴族の身分なんか要らないからな？　滅竜騎士の名誉称号を戴いた時に騎士爵も戴いたが、所詮一代限りで領地も無い肩書だけの爵位だ、別に執着もない。社交界にもまったく興味が無いし、もらった時点で返上しようと思ったんだが、父に爵位が無いだけで侮る阿呆もいるからもらうだけもらっとけと言われてそのままにしておいたんだ。現状では名ばかり貴族だからな、そんなに気にすること無いぞ」

　そんなコト言われても、庶民が叙勲じょくんされて騎士爵を戴いたわけではなく、生まれが貴族なのだからだいぶ違うと思う。

　だが、我が国の騎士爵は子供が騎士になれば爵位が継げる形式を取っている。もしも子ができてそれが男の子なら、滅竜騎士の父に憧れないわけがないから爵位が継がれる可能性は高い。それならば、肩書なりとも残しておいた方が良いのではなかろうかと思われた。

　結婚もまだの話で次世代のコトを考えるのもどうかとは思うが、先程家に子を期待されると言われたからだろうか、ふとそんなことがヴィオラのアタマをよぎった。よぎってから、思わず自分の思考が恥ずかしくてカオに血が上る。

　……子供！　わ、私と、ラーシュ様の子供！　想像つかない！

「俺は騎士であることに誇りを持っている。だから騎士として慕われるのは嬉しいが、貴族だからと言われるのは正直あまり嬉しくない。そしてヴィオラ、きみには騎士だから貴族だからと遠慮されるのはもう嫌だ。きみは俺の恋人で、それを越えたもっと近いところにいて欲しい存在なんだから、もっと甘えて我儘を言ってくれていい。むしろ我儘を言われたい」

「……そんな無理、言わないでください」

「無理じゃない。慣れだ。エルヴィーラ殿に甘えるように、俺にも甘えてくれ。前から思っていたんだ。いくら言っても全然俺に頼る気が無かっただろう、きみは。結構淋しかったんだぞ」

「え……、そう、なんですか？」

　淋しいなどと意外過ぎるコトを言われてヴィオラが目を丸くすると、ラーシュは苦笑する。

「ああ、この間レンナルトにからかわれて気付いたんだ。なんだか淋しかったのは、無意識でも好きな子に頼られていないからだったんだなあと。男は惚れた女にはなんでもしてやりたいし、それで喜ばれれば幸せって単純な生き物だ。だから、俺にも幸せを味わわせてくれ。頼むぞ、ヴィオラ？」

「えええー。そんな難しい……」

　妙にイイ笑顔のラーシュを見て、ヴィオラが呻く。本当に困惑している様子の恋人に、ラーシュが思わず声を上げて笑った。










　それから数日後。

　ヴィオラの魔術研究庁からの初めての依頼が決まった。

　一週間後に行われる騎士の競技会に防御及び医療班として参加することになったのだ。

　競技会は、年に一度、各騎士団各数名が出場して、その実力を競い武力の向上を目指すのが目的の、つまり腕試しの大会である。

　腕試しである以上は、己の団が最強と精鋭数名を送り込み、名を上げようと意気込んでくる。正に真剣での勝負である為、毎年怪我人も多い。

　大会は魔術を使わない剣技のみの部と魔術使用可の部があり、魔術可の方は建物や見物客の被害を防ぐための防御が必要な時もあるため、魔術研究庁から毎年数人が派遣されていた。

　今年はこのタイミングで運悪く、竜の襲撃が二ヶ所立て続けに確認されてそちらに人を割いたため、競技会にまわせるレベルの人材が足りなくなってのことらしい。

　そして研究庁の方からしてみれば、ヴィオラが実際にどれくらいの実力があるのかを測る良い機会なのであろうと推察できた。

　この大会は基本的には一般公開されていないものなので、観戦できるのは王族や官僚たち、非番の騎士や城勤めの者たちなど、城内に勤務する者だけだった。なので、大会の存在自体はヴィオラも知っていたが、今まで実際に見たことは無かった。今年はある意味特等席で見られるわけだ。

　そんな大会ならば当然ラーシュも参加するわけで、ヴィオラとしては恋人の雄姿を見られる、願ったり叶ったりの機会だった。なにせ滅竜騎士、ものすごく強いのであろうことは予想できるが、実際に戦う姿を直接見たことはまだない。叶うならぜひ見てみたかった。

　ヴィオラには新しく身分証がつくられた。準魔術研究庁員名義だ。一応城内にいる間は身分証の携帯が義務付けられているが、少なくとも魔術庁員で常にきちんと携帯している者などどれだけいるか怪しいらしい。

　制服が支給され、魔術庁で仕事をする間はそれを着るように言われた。

　たまに城内で見かける前ボタンで白地の身頃に緑の袖の制服は、スリットが入ってはいるが丈が長く膝まで隠れるもので、その下は細身の緑のスカートだ。

　一度に同じものを三枚も支給されたが、その理由は魔術師は実験等ですぐ制服を汚すからだそうだ。白衣も兼ねているそうで、そんなに汚すのかと疑問だったが、魔術の失敗を立て続けにやらかして一日で全部ボロボロにしたツワモノもいたらしいから、妥当な対応なのだろう。

　戦闘時における医療班は特に患者の血や土などで汚れるため、魔術で防汚のコーティングを自分で施す者が多いらしいが、普段の服はそんな面倒はしないそうだ。だから汚れた服でもどうせまた汚れるのだから一緒だと平気でそのまま着ている者も多く、こんなところにも興味のあるコト以外には頓着しない魔術師の性質がよく出ていると言えた。

　今回の医療班の責任者はイングリッド・テオドーラ・ボードストレームと名乗った。

　赤みの強い金髪の四十歳くらいの女性で、ぱっと見はその辺のマーケットの屋台にいそうな感じのおばちゃんといった風情でとても偉いヒトには見えない。だが、『壁』をつくるのに長けた人物で、若い頃は竜避けの『壁』をつくるため宮殿に派遣されていたこともあるそうだ。

　今回のメンバーは若めの編成だそうで、ヴィオラと同じ今回が初参加で同じくらいの年の女性が二人、昨年も参加した女性が一人、三度目の参加になる年上の男性が一人、十年ほど毎年参加している男性が一人、そこにイングリッドとヴィオラを加えて計七人体制とのことだ。名前は教えてもらったが、当人たちはそれぞれの研究や仕事があり会えなかったので顔は見ていない。

　医療班なので当然全員治療ができるが、中でも四人は『壁』をつくれる人材で、防御側にもまわれる者たちだ。ヴィオラも同様に治療ができて『壁』もつくれる者として期待されていた。

　段取りなど必要なことをひと通り教えてもらうと、今日のところはもう退所が許されたので、帰るコトにした。

　帰る時連絡を寄越すように言われていたのでラーシュに帰る旨の伝言鳥を飛ばす。案の定、送るから待っていてほしいと返事が来たが、外はまだ明るいので、今日こそは安全な道でまっすぐ帰るからと断った。もう先日のようなコトはこりごりだ。

　魔術研究庁の建物は廊下で繋がってはいるが城と隣接して建てた別棟だ。一階と二階が廊下で繋がっていて二年前にヴィオラが間違って曲がり損ねた廊下は二階だ。もう間違えない。

　さすがにもう歩き慣れた廊下を歩いていると、通りすがりになにやら文句が聞こえてきた。






「はあ？　なんでないんだよ！　資材保管庫が資材切らしてどーすんだよ、ちゃんと仕事しなさいよ！」

「仕方ないだろう。こないだ東の森の害獣駆除の遠征の準備で全部出払っちまったんだよ。あと一週間もありゃ入荷する予定なんだからそれまで待ってろよ」

「一週間んんー？　そんな待たなきゃいけないの!?　一株でいいんだよ!?　ダリアマルダ一株でいいから！　ホントに全っ然残ってないの!?　勘弁してよー！」

「ねえっつってんだろ、カーリン・イェルド・オデアン！　いいからおとなしくあと一週間待ってろ！」

「はあああああ!?」






　資材保管庫らしい部屋のカウンター越しに、管理の事務員らしい男性とヴィオラと同じくらいの年の女性が怒鳴り合っていた。

　随分痩せぎすで身長はヴィオラより頭一つくらい高そうな彼女はマッチ棒のようだ。女性では珍しい首に掛かる程度の短さの藍色の髪はぼっさぼさで、さっきヴィオラがもらったのと同じ制服のはずだが着倒しているのか随分よれよれで古着感すらある。身なりに全然気を使ってないのが良くわかる。ほっといたらたぶん師匠もあんな感じだ。

　後ろの毛が短い割に前髪が長めで目が見え辛く、野暮ったい黒縁眼鏡をかけている。失礼ながら胸もあまり出ていなさそうでぱっと見には男性に見えるが、声は低めなりとも女性だと判る。

　そんなことより、ふと引っかかるものがあって、ヴィオラが足を止めた。

　女性の方は目当てのものが手に入らなかったとあってアタマを抱えているようだ。あー、どーしよー、間に合わなかったらどーしてくれるー、などと呻きながら歩いていく女性に、ヴィオラは恐る恐る声を掛けた。

「……あのー、すみません」

　無視。

「あのー、オデアンさん」

　無視。

「すみません、あの」

　無視。

「……ダリアマルダ、ありますよ」

「どこに!?」

　しゅばっ！　と音がしそうな勢いで振り返った女性がつかつか寄ってきて、ヴィオラが思わず後ずさる。

「え、えと、うちにですけど、どうしても今必要ということならお譲りしてもと思って」

「え、行く、今すぐ欲しい。家どこ？　取りに行くから。言い値でお代支払うから。ぜひ譲って。お願い、ぜひぜひ！」

「あ、はい」

「よし、行こう！」

　腕を絡めて引っ張られ、そのまま勢い良く歩き出す。しばらく歩いてから、女性がふとヴィオラを振り返った。

「……ところで、あんたダレ？」
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「なーるほどー、今度の競技会での同僚かー」

　カーリンがうなずいた。突然腹が減ったとその辺の屋台で買った肉を挟んだコッペパンに喰らい付きながら、ヴィオラと城下町を歩いているところだ。

「はい、ついさっきお名前を聞いたところだったので気になって」

「それで声掛けてくれたんだ。ありがとね、助かる」

　にへら、と気の抜けた笑みを向けるカーリンは、どうやら普段はこんな感じらしい。

「ダリアマルダって幻覚作用のある毒草ですよね。何に使うんですか？」

「お、よく知ってるね、って持ってるんなら承知か。それこそ薬の調合に使うんだよ。痛みを緩和させるのに使えるんだけど、それにポピリアを配合すると、より強力になる。あまり強すぎると脳がイっちゃってラリっちゃうけどね」

「はあ……」

　なにやら物騒な研究をしているらしい。

「で、とある筋からの依頼で、それをもっと飲みやすく、お茶とかに入れても判らないようなレベルで使えるようにならないかって言われてね。あとほんのちょっとだけ要るんだけど材料が切れちゃってさ」

「……なるほど。でもそれ、私に話しても良かったですか？」

「ああ、大丈夫大丈夫、悪いコトに使うわけじゃないから」

「ならいいんですけど」

　魔女の薬は使いようによっては薬にも毒にもなる。魔女は研究者として、依頼内容の良し悪しよりも内容のおもしろさを優先するところがあることを知っているヴィオラとしては、つい訊かずにはいられなかった。

「なんかねえ、やんごとない筋の身重の方がお産を怖がっててさ、少しでも痛みを緩和できないかってことでね。身体に残らず、且つちゃんと効き目があって、でもちゃんと痛みも少しは感じたいって無茶な依頼でさー。なかなか程度が難しいよね」

「どうにかなりそうなんですか？」

「うん、たぶん大丈夫ー」

　緩い笑みを浮かべながらあっさりと言いきるところを見ると、本当に目途が立っていて自信もあるのだろう。

「もしコレがちゃんと有効だったらさ、他の妊婦さんにも使えるじゃない？　そしたら当然それなりの需要はあるだろうから結構儲かると思うんだよねー」

「ああ、確かに。貴族だけじゃなくて庶民も使えるお値段だとお産が楽になるし、きっとありがたいですよねー。いっぱい儲かるといいですねー」

　子供の頃、近所の妊婦だった若奥さんが夜中に突然破水したとかで産婆が間に合わず、助けを求められたエルヴィーラが赴き、ヴィオラもちょっとだけ手伝ったことがあった。ものすごく痛そうで苦しそうで、でもそれが当然らしいと聞いてもう少しどうにかならないものだろうかと思って師匠に尋ねたことがあった。

　完全に痛みが無いのは体調の変化が判らなくなるのであまり良くはないらしいが、緩和は確かにされた方がいいわねえと師匠が苦笑していた。

　産後の予想以上の失血で気を失った妊婦さんの血を止め、回復魔術を施し命を救ったことで本人や家族から感謝されたことは嬉しくて、師匠を誇りに思った思い出のひとつだ。

　うんうんとうなずいていると、カーリンがちょっと不思議そうにヴィオラを見上げていた。

「あんたヘンな子だね。儲けたいって言うと、他の魔女は結構バカにしたカオするんだけど」

「なんでですか。お金は大事ですよ。普通に生活するにも研究するにもお金ってどうしても掛かるじゃないですか。ちょっと変わった材料を手に入れようとすると結構なお値段しますし。大金持ちにならなくてもいいけどギリギリの生活は大変ですから」

「だよねえ。魔術研究庁の魔女って、どんだけ恵まれてるか忘れてるのが多いんだよねえ。あたしなんかさ、ここに来るまではホント材料調達に困って借金して、薬が売れて借金返しての繰り返しだったんだよ。それが今じゃ基本の給料がいいから材料費に困らないし頼んどきゃ手に入る。めっちゃ楽だよ！」

　握り拳で力説されて、ヴィオラは小首を傾げた。

「え、でもカーリンさん、ミドルネームがあるってことは貴族の出ですよね？　お金に困ってたんですか？」

「ああ、あたしは妾腹の上に魔力持ちってことで家族にも親族にも嫌われてねー。教育すら早々に師匠に丸投げされたから貴族なんて自覚は皆無だよ。まあ師匠っつっても魔術より医者、薬屋に近くてね、薬学と医術ばっかで魔術はそんなにいくつも教えてもらわなかった」

「苦労なさったんですねえ」

「まあねえ、でも絶対針の筵むしろ状態でお貴族様やってたより楽しかったからいいんだ。それより、あたしのことばっかしゃべってるけどそっちはどうなの」

「え、私ですか？」

「ものすごく斜めにしか情報聞いてなかったからさ、あんたのコト全然しらないんだ。なんかめっちゃ優秀らしいじゃない」

　パンを食べた手を制服で拭いながら、カーリンが訊く。

「いえいえ、そんな、師匠に比べればまだまだ全然です。ええと、そうですね、両親はなにかの商売をやっていて、うっすらと馬車で旅をしていたことを覚えてます」

「そうなんだ。いいね、旅。あたし王都から出たこと無いわ。で、ご両親は今はどうしてるの」

「亡くなりました。私は小さかったんでよく覚えてないんですけど、野盗に襲われたらしくて。通りかかった人がたまたま魔術師で、ぎりぎり息をしていた私を回復してくださったおかげでかろうじて私一人だけが助かったって聞いてます」

「うわ、なかなか壮絶だね。で、その後は？」

「どういう知り合いかは知らないんですけど、母と師匠が知り合いだったそうで、魔力があったこともあって引き取ってもらえました。大きくなって私が魔術師になりたがったら、と既に師事をお願いしていたそうです」

「ふうん。師匠はいい師匠だった？　女の人？」

「はい！　すごい美人でめちゃくちゃ優秀な人です。でも、いい加減で怠惰なのが玉に瑕で」

「そっかあ、いいなあ。あたしの師匠、男でさー。兄弟子がいて、その人がいる間はマシなごはんが食べられたけど独立するっつって出てったら師匠ごはんつくれなくてさー。そしたらできなくても自分でつくるしかないよねー。もーちょっと兄弟子にちゃんと料理習っとくんだったと後悔したよ」

「ああ、その辺は一緒です。女性ですけど師匠がお料理全然できなくて、昔は結構ヒドいごはん食べてました。生煮えとかはもう少し火を通せばいいけど、焦げたのってどうしようもないですし」

「判る。どんだけ食材ダメにしたか。なかなかお互い食生活に苦労したんだね」

「ヘンなところで共通点がありましたね」

　お互い、カオを見合わせて笑い合う。なんだかすごく楽しい。

「あはははー。なんかあたしたち気が合いそうだね。仲良くやれそう」

「はい、嬉しいです！　カーリンさんが仲良くしてくださったら、今度のお仕事、少し気が楽です」

「ああ、そのカーリンさんってのいらない。呼び捨てでいいよ。年もあんまり変わらないでしょ。ついでに敬語もいらない。普通に話して。あたしもヴィオラって呼ぶ。いい？」

「……！　はい！　あ、うん！　よろしく、カーリン！　……その、良かったら、お友達になってもらってもいい、ですか？」

「だからなんでそこで敬語に戻るかな。いいに決まってんじゃん」

　緩い笑みを返されて、ヴィオラは嬉しさに舞い上がる。思わずカーリンの腕を抱きしめた。

「……っっっ、嬉しい！」

「痛いよー。なに、そんな嬉しいの？」

「もちろんです！　初めての友達です！」

「へ？　……へー、さよか。そりゃ光栄です。って、だから敬語よしな」

　照れくさそうに笑うカーリンが、ヴィオラのしたいようにさせたまま歩く。その光景は既に仲良しの友達同士そのものだ。

　ついでに晩ごはんを一緒に家で食べていかないかと誘ったら、美味けりゃ食べると笑ったので、足りない食材を買い足してから家に向かいつつ、友達をつれて帰ると師匠に伝言鳥を飛ばしておいた。

　こんなことも初めてで、ヴィオラは足取り軽く家路を歩いた。










　家に戻ると、師匠が居間のソファにもたれ切っただらしない格好で酒を呑んでいた。まあ、よくある光景だ。

「師匠……なに昼間っからお酒呑んでるんですか。友達連れて帰るって伝言鳥を飛ばしたでしょうが」

「だから祝杯上げてるんじゃない。あなたが友達連れて帰ってくるなんて初めてでしょ」

「いやいやいや、さすがにみっともなくないですか？」

「別にいいでしょ。保護者のいつもの姿を取り繕ったってしょーがないじゃない」

「そうかもですけど、わざわざみっともない姿を晒さなくても」

　いつものことながら呆れたカオで師匠と言い合ってからヴィオラがカーリンを紹介する。

「カーリン、こんなんですけど、この人が私の師匠です。師匠、カーリン・イェルド・オデアンさんです。今度の魔術研究庁でのお仕事を一緒にする同僚なんです」

「ああ、そうなの。うちの子をよろしくね？」

　にっこりと向けた笑みはとても美しいが、カーリンはその笑顔に反応しなかった。というか、固まっていた。

「カーリン？　どうしたの？」

「………………もしかして、エルヴィーラ様？」

「あら、よく知ってるわね」

「うわあ！」

　ひと声上げたカーリンは、なにやら感動した様子で目をキラキラさせている。

「カーリン？　どうしたの？」

「どうもなにも！　あたし、エルヴィーラ様の毒専門の薬学の本持ってるんだ！　どの魔女が書いたものより判り易くて変わった注釈がついててすごくおもしろくて！　全部丸暗記してるけどいまだにたまに読んでるくらい好きで！　うわあ、めちゃくちゃ緊張する！　あああ、そうだ、挨拶、ええと、ヴィオラと友達になりました、カーリン・イェルド・オデアンと申します！」

　いきなり感動しているカーリンに驚いて、ヴィオラが思わず師匠を振り返る。

　エルヴィーラの薬学の本はヴィオラも使っているが、こんなに感動されるような本だっただろうか。

　師匠はカーリンの反応に笑ってくれた。

「はい、よろしく。嬉しいこと言ってくれるわね。そんなに気に入ってくれてるなら書いた甲斐があるってものだわ。もっとも、その注釈とかはうるさ方の魔女たちには不評だったけどね」

「そんなこと！　うちの師匠もエルヴィーラ様の本は実用的でいいってずっと言ってました」

「そう、光栄だわ」

　機嫌良く微笑んでいる師匠に、カーリンが来た理由を話すと快くうなずいてくれたので、夕食の用意の前に件の薬草を用意することにする。

「ダリアマルダ、一株って言ってたけど、生でいいの？　乾燥させたのや更に粉末もあるけど」

「ああ、いいんならできれば粉末がいいな。とにかく粒子を細かくしたいんだ」

　ヴィオラが材料保管庫から粉末の瓶を持ってくると、一緒に出してきた天秤で分量を量る。念のためと二株分に相当する量を分けると薬用の紙でそれを二つに包んだ。

「ありがとう。本当に助かったよ。恩に着る」

　受け取ったカーリンがほっとしたように笑うと、それを見ていたエルヴィーラが言った。

「粉末を細かくするの、どうやってるの？」

「師匠に教えてもらった術式です。基本は全部それで」

　カーリンが術式を口に出して唱えると、エルヴィーラが微笑んで、それからいくつか言葉を入れ替えたものを口にする。

「これで、もう二段階細かくなるわよ」

「え、あの、すみません、今やってみていいですか？」

「どーぞー。ヴィオラ、手伝ってあげて」

　ヴィオラがガラスの丸いフラスコを持ってきて、さっき量った粉末の一包を中に入れて蓋をする。カーリンが丸いガラス瓶を両手で包むように持って、先程教えてもらった術式を口に出して唱えると、瓶の中で細かな粒子が激しくかきまわされ、更に細かくなっていく。

　細粒が出来上がって瓶の底に落ち着くのを待って、カーリンが瓶の底を振って目を丸くする。

「……うわぁ、こんなに細かく。すごい、これなら絶対上手くいく」

「それなら良かったわ」

　微笑んでいるエルヴィーラに、カーリンが頭を下げる。

「ありがとうございます。貴重な術式を教えていただいて感謝します。あの、師匠と兄弟子にも教えていいですか？」

「ええ、構わないわ。でもその二人までね」

「はい、承知しました。他に口外はしません」

　そもそも術式の構築は技術だ。基本的なものは普通に出回っているし魔術師なら皆が知っているものも多い。だが特殊なものになればそれは知識として貴重なものになるし、ことによっては悪用されかねないものも存在する。更には『扉』のようにそれを唱えるだけでは発動しない術式すらある。

　自ら構築した術式を他人に教えるかどうかは考えどころなのだ。

　今教えた破砕はさいの術式も、ヴィオラは弟子なので当然伝授されているが、普通に知られているものではない。

　感激している様子のカーリンを見ながら、ヴィオラが訊いた。

「師匠、あの、良かったんですか？」

「ええ、せっかくのあなたの初めてのお友達だもの。親が子供の友達に、ウチの子と仲良くしてやってねーってお菓子あげるようなものだと思いなさいな」

「……超高級菓子をもらった気分です」

　カーリンが困ったようなカオで笑った。










　その後、夕食を共にしたカーリンは、いっそ泊まっていけば？　と薦めるエルヴィーラの言葉をものすごく残念がりながらも、薬の続きをつくりたいから帰ると言い、そんなら送るわと師匠に『扉』で近くまで送ってもらって、初めて『扉』を通ったと感動していた。

　ラーシュからはちゃんと無事帰り着いたかどうか確認の伝言鳥が来ていて、初めてできた友達と二人で無事帰りましたと返事をしたらそのうち紹介してくれと返ってきた。

　初めてづくしの今日がようやく終わり、ヴィオラは興奮して眠れないかもと思いながらも、結局は疲れでぐっすりと眠ったのだった。

















＜　20　＞












　カーリンと友達になってから三日後。

　カーリンからは無事薬が完成したと伝言鳥で連絡があった。

　薬草をより細粒さいりゅうにできたことで効き目がより良く出せるようになったとかで、感謝の言葉が添えられていた。そして、競技会が終わったら遊びに行こうとも書かれていて、二つ返事で了承したヴィオラはもう今から楽しみしきりだ。

　そして明日はラーシュの仕事が休みなので、二人で出掛ける予定になっていた。

　恋人同士になって初めての、振りではないちゃんとしたデートだ。もっとも、出掛ける内容は結局菓子屋巡りの続きでやるコトは一緒なのだが。

　それを聞いたエルヴィーラは、なによ、つまんないわね、などと呆れていたが、ヴィオラにしてみたら全然構わない。

　とうとうラーシュと本当の恋人同士として街を歩けるのだ、嬉しくてたまらない。振りで店員さんを騙していたちょっとだけ後ろ暗い気持ちももう持たなくていいのだ。

　例によって、朝帰りでも構わないわよー、とからかい半分の師匠の激励にカオを赤くして怒っていたヴィオラの元に、伝言鳥が飛び込んできた。言うまでもなくラーシュからだ。

　まさか、明日のデートの中止の手紙では、と、つい悪い方に考えてしまったヴィオラだったのだが、文章を見て思わず頬を染めた。






『逢いたい。きみが欲しい。』






　ストレートに、それだけ。

　ヴィオラが真っ赤になっているのを見てエルヴィーラが察したらしい。ニヤニヤ笑いながら肩を叩く。

「さっきも言ったけど、朝帰りでも構わないわよー？　あたしも遊びに行ってこよーっと」

　[image: 〓]、と振り返ると、手をひらひらさせて部屋を出ていく師匠の背中。そしてその瞬間、本当に『扉』を発動させてどこかへ遊びに行ってしまったらしい。

「……マジですか」

　つぶやいてから、はっと気付いて慌てて返事をする。

『すぐ行きます。』

　時間は少々遅めだ。もう入浴も済ませ、後は寝るだけという時間だから、着替えたらすぐ出られる。

　あたふたと戸締り確認だけして身支度を整える。それからごくりと喉を鳴らして術式を発動させた。

　自室の扉を開けると、その向こうは見慣れた廊下ではなく、先日初めて訪れたラーシュの部屋。

「ヴィオラ！」

　無事繋げられた、と安堵するより先に、突然ぎゅっと抱きしめられた。言うまでもなくそれはラーシュで、その声とぬくもりに、無事に逢えたことを嬉しく思う。

　少し緩めてくれた腕の中でカオを上げるとラーシュが微笑んでいて、ヴィオラはやっと言った。

「こんばんは、ラーシュ様」

「ああ、こんばんは。こんな遅くにすまない」

「いいえ。でも、明日になれば逢えるのに。あと一晩が待てなかったんですか？」

　ちょっとからかい気味に言うと、ラーシュが真面目なカオで返した。

「待てなかった。今すぐきみに逢いたくて、抱きたくてたまらなかった」

　どストレートに言われて思わず頬が熱くなる。

「格好悪くてすまない。だが、明日きみに逢えるという気持ちより、今すぐに逢いたいという気持ちが勝ってしまった。競技会が終わるまではと思っていたんだが……まさか、こんなに早く『扉』を使わせるなんて思わなかった。我慢が足りんな、俺は」

　自分を笑っているラーシュだが、ヴィオラは首を振った。

「いいえ、嬉しいです。私も明日が待ち遠しかった」

「なら、良かった」

　嬉しそうなヴィオラの笑顔に微笑み返して、それからラーシュは少し言い淀んでから口を開いた。

「あの、な、ヴィオラ。この間言っていたきみの友人の件だが」

「はい？　カーリンがどうかしましたか？」

「カーリンというのか。女性、だよな？」

「はい、もちろん。なんでそんなコト訊くんですか？」

「ああ、いや」

　少し言い辛そうに苦笑してから、結局ラーシュは言った。

「この間、きみが、背の高いぼさ髪に眼鏡の男と腕を組んで仲良さそうに歩いていたと、わざわざ言いに来たヤツがいてな。それがきみの登城した日だったから、友達ができたと言っていたのを思い出してそう言い返しておいたが、男と腕を組んでいたというのが気になって」

「ええええ、いやそんな、ウソですよ、そんなの！」

　なんのことはない、おせっかいか嫌がらせか、誰かに浮気現場を注進されてちょっと動揺したということのようだ。

　言い返しておいてから、カーリンの身なりを考えるとそう見えなくもないと思いなおした。

「その身なりは確かにカーリンそのままですけど、ちゃんと女性ですよ。魔術研究庁の制服でスカートも穿いてたから良く見れば判ったはずです。背が高くて髪が短くてぼさぼさで、確かにぱっと見判り辛いですけど、ちゃんと女の子ですから！　腕を組んでたのも、確かにしましたけど、でも女の子同士なら問題ないですよね？」

「判った、信じよう」

　意外に素直にうなずいてくれたので、ヴィオラは目を丸くしてから小首を傾げた。

「ホントですか？」

「ああ。近いうちにそのカーリンに会わせてくれ。姿を知っておきたい」

「あ、それなら、競技会の時に。一緒に仕事をするので」

「判った、会いに行こう」

　ラーシュはうなずいてから、言い訳をするように付け加えた。

「本当に、疑っているわけじゃないからな？」

「はい、判ってます。確認したかっただけですよね」

　本当に疑ったわけではないのだろう。だが、腕を組むなんてじゃれつきあいをできる程仲の良くなった相手を自分が知らないというのがちょっともやついただけ、なのだろう、きっと。

　なんだか嬉しくなって、ヴィオラが恋人の胸にすり寄ると、髪を撫でていたラーシュが小首を傾げた。

「どうした、ヴィオラ？」

「嬉しくて。ラーシュ様がヤキモチ妬いてくださったのが嬉しいです」

「ヤキ……そうじゃ、いや、そうなのか……？」

　言い返してから自分に問い返して、それから困ったように笑う。

「ああ、そうかもしれない。ヴィオラが自分から腕に抱きついていたなんて、聞かされたからか。その相手が女性であっても、きみの師匠でもない限り羨ましいと思っても不思議ではないな。相変わらず俺の恋人はそういう意味でもなかなか俺に甘えてくれないから」

「えええ」

　思わぬ反撃に今度はヴィオラが唸る。

「これでも一生懸命甘えているつもりなんですけど」

「全然足りない」

「ええええ」

　困って呻いて、ヴィオラはちょっと迷ってからラーシュから腕を解くと、わざわざ胸の谷間に挟むように押し付けて彼の腕をぎゅっと両腕で抱きしめた。自分でやっていて恥ずかしいのでつい上目遣いになる。

「……あの、私がこんなことするのは、ラーシュ様だけですよ……？」

　途端に、見ていて判るほどにラーシュのカオが赤く染まって空いていたもう片方の手でカオを覆うと、ぐう、とヘンな唸り声を上げた。

　あれ？　と思ったら、いきなり顎を掬い上げられて唇を塞がれる。

　食らいつくみたいに押し付けられた唇から舌が侵入してきて、ヴィオラを突如として翻弄した。

　ぬるぬると動き回る舌が咥内を這いまわり、やたらと艶めかしい音を立ててヴィオラの羞恥を掻き立てる。息が苦しくなってきた頃にようやく離されると、ヴィオラの目がとろんと甘く融けた。

「あんまり可愛いコトするな。止められなくなる」

　低く告げられた。

「……ラーシュ、さまが、あまえろっていうから……」

「可愛すぎてめちゃくちゃに抱きたくなるだろう。そんなに明日出掛けられないようにされたいのか？」

　がんばって言い返したら更にすごいコトを言われて、ヴィオラの膝が崩れ落ちそうになる。

　それを平気で抱き上げて、ラーシュはヴィオラをベッドへ運んだ。

　手早くヴィオラの服が剥かれるが羞恥を感じる間もなくキスを繰り返されてされるがままだ。

　今日はこの間みたいに急ぐわけでもないのにやけに慌ただしい手つきのラーシュは少し乱暴だが、欲しがってくれているのが判るから構わないしむしろ嬉しさしかない。

　剥き出しになった胸に齧り付かれ、吸い上げられる。突然の気持ち良さに思わず声を上げた途端、思い出したことがあった。

「ああん！　待っ、やっ、ああっ！」

　聞かないとばかりに胸の先端を甘噛みされて、声が跳ねる。

「待っ、こえ、そと、……『防音』っ！」

　魔力を乗せた言葉に気付いてラーシュが胸から離れてヴィオラのカオを見る。

　真っ赤なカオのヴィオラが、か細く言った。

「……声、部屋の外に聞こえるのは、イヤだから……」

「……ああ、すまない。それは俺も嫌だな」

　僅かに笑みを見せるラーシュ。

「きみの可愛い声を聞くのは俺だけでいい。……他のヤツになんか聞かせたくない」

　囁くように耳元で言われて、その熱っぽい声が胸にきゅんとくる。

　恥ずかしいけど嬉しくて、ヴィオラはラーシュのアタマを抱えるように腕をまわして微笑んだ。

「いっぱい触って、いっぱい愛して欲しいです。……一緒に気持ちヨくなって？」

　目を瞠ってから、ラーシュは嬉しそうに微笑んでくれた。優しいその瞳に艶が混ざる。

「ああ、喜んで。そのおねだり、謹んで遂行しよう」

　再び唇が重なる。胸を弄られ、揉まれてあっという間にカラダが熱くなる。

「んっんっんっ、やっ、……ふぁああ！」

　肉芽を弄られ、ぐりぐりと潰されて恥ずかしい嬌声が上がる。びくびくとカラダが跳ねて、じんじんと染みるように疼く。

　早く欲しい。早く挿れて欲しい。

　そんな淫らな欲望がアタマをよぎるのは、自分が魔女だからか。それとも大好きな人に愛される喜びをしっかりカラダが知っているからか。

　すっかり潤っている泉に指が差し込まれる。じゅぶじゅぷと濡れていると判る水音がするのが恥ずかしすぎる。

「もう欲しい？　ヴィオラはいやらしいな」

「……ごめ、あぁっ、ごめんなさい、ああん！」

「謝ることなんてひとつもない。むしろ嬉しいよ。いくらでも俺のモノを呑み込んでくれ」

　ぐちぐちと水音を立てていた場所から指が出て行った。と思ったら、両脚を広げられて、太くて熱いモノが押し込まれた。

「ああああっ!!」

　一気に深く、一番奥まで差し込まれて、その衝撃にヴィオラの背が弓なりにしなう。

　そのまま揺さぶられ、突き上げられて目が眩んだ。

　必死にラーシュの頸にしがみつくと、すぐ横にあったからだろうか、耳たぶを甘噛みされて舐められた。

　べろりと舐められた感触が何故か異様に快感を呼んでヘンな悲鳴が上がった。突き上げながら吐く息が、舐められて濡れた耳に吹き込まれてぞくぞくする。

「ひぁあ！　っふ、ん、やっあっあっやあぁ！」

　より感じるところを攻められる。ごりごりと擦られる。絶対判っていてやっている。

　止まらない声がヴィオラの気持ちヨさを表していて、それにつられてラーシュの腰も止まらない。

　がつがつと突き上げる速度が増して、ラーシュの息が上がる以上にヴィオラの息があられもない声と共に乱れる。

　あっという間に上り詰める。それでも突き上げられる快感は止めてくれなくて。

「やっ、も、むりっ、イくっ、イっちゃうっ、やあっ、ああぁっ！」

「…っく、俺も、……っ」

「ぅあ……っ、あ、、も、やあああああ！」

　大きく震えたヴィオラが達すると、それに追従するようにラーシュの欲が弾けた。途端に大きな魔力がヴィオラのナカに吸い上げられ、急激な衝撃に身体が熱く震える。

　達した快感以上の激しい衝動は相変わらずワケがわからなくなるくらいに気持ちヨくて、ヴィオラは激しく息を吐きながら、ラーシュの魔力が自身のカラダに馴染むのを見動きもできずに待つしかない。

「……大丈夫か？」

「……はい……」

　気遣う言葉が嬉しくて、ヴィオラは微笑んだ。だが。

「なら、もう一度」

「え」

　言いながら一度抜いて、身体をひっくり返された。うつ伏せの態勢で膝をつき、尻を持ち上げられた体勢に羞恥が湧く。この体勢だと大切なところどころか後ろの穴まで見えてしまうのがあまりにも恥ずかしい。初めての夜に一度されたけれど、その時にはもうへろへろになっていてされるがままで、羞恥とかもう既に振り切れた状態だったから気にならなかったのだが。

「や、あのっ、この格好、恥ずかしい……っ」

「いやらしくていい格好だな。そそる」

　にっこりと浮かぶ笑みは獲物を狙う獣そのもので。

　躊躇いなく今まで入っていた場所に自身をあてがい、再び埋め込んだ。

「ああああ！」

　再び腰が動き出す。

　とにかく早く繋がりたいと快感を求めた一度目と違って今度は深く、突き上げる速度は少しゆっくりと。しかし、身体の向きが違うことで一度目と違う気持ちイイところが擦られて、その快感に喘ぐ。

「ああ……っ、んん、はぁっ、ああっ、やあっ」

　何度も何度も突き上げられる。

　一度目は恋人の身体を抱きしめ、目を開ければそこに彼がいたのに、この体勢だと顔も見られずキスが欲しくてももらえない。

　ただひたすら繋がる場所を晒して好きにしてと差し出しているようだ。

「ら、ラーシュ、さまあ…っ、やあっ、きす、キスして…っ」

　羞恥も忘れてねだると、背中に覆い被さるようにしてカオを寄せたラーシュがヴィオラのカオを少し無理に横向きにしてくちづけてくれる。そしてそのままヴィオラの身体を持ち上げて繋がったまま自分の足の上に座らせた。後ろから深く繋がった体勢で背中を預ける体勢になる。

　もたれさせてくれる胸板が硬くて厚い。ヴィオラがぶつかったくらいではびくともしない丈夫さが、騎士を、男を感じさせる。

　振り返った形でキスを交わしながら後ろから両の胸を弄られてくぐもった声で唸ると、ラーシュの笑う気配がする。

　舌を絡ませながら胸を弄っていた片方の手が、繋がっている場所の少し上、肉芽を摘まんだ。たまらず、悲鳴を上げるが舌が絡んだままではうまく声が出ない。

「[image: 〓][image: 〓]ーっ、んーっ！」

　ぐりぐりと弄られて呻く声が止まらない。その上、下から突き上げられて、思わず悲鳴を上げて閉じていた目を見開く。

　ラーシュの目が笑っているのを見て、自分から口を離した。

「ラーシュさま、っもうっ、いじわるしな、あっ、しないでっ、やぁっ！」

　文句を封じるように更に突き上げられる。

「意地悪なんて、人聞きの悪い。俺の可愛い恋人の、とにかく可愛くていやらしい姿を、堪能したいだけなんだが、な」

「うそっ、たのしんで、ますよねっ！　あぁんっ！」

「それはもちろんだ。すごく、楽しくて、嬉しいよ…っ！」

　胸と下を弄っていた手が離されて腿の辺りにまわされると、力任せにヴィオラを抱え上げた。僅かに浮かせたヴィオラのナカを激しく掻きまわしだす。

　あっという間に高みに上げられて、ヴィオラの背が反り、激しく喘ぐ。

「ああああああっ!!」

　再び目の前が真っ白になって達すると、それに合わせるようにラーシュもヴィオラのナカに欲と魔力を吐き出した。
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「これできみの魔力は全回復したのか？」

　息が整った頃に、ラーシュが訊いた。

　どうしてもその辺が気になるらしい。一番最初にそれを気にして行為をしていたからか。

　彼の腕枕で横になっていたヴィオラは苦笑しつつうなずいた。

「はい、ありがとうございます」

　それなら良かった、とうなずいたラーシュは、だが少し不思議そうに言う。

「だが、この程度の魔力量なら、魔術研究庁の魔女にだって必要な量を持っている者もそれなりにいるんじゃないのか？　何故そんなに『扉』を開けられる者が少ないんだ？　というか、俺だって数字の上では足りているだろう。何故できないんだ？」

　自分の魔力にまだ余力がある程度の量ならばと思ったらしい。

　不思議そうな様子のラーシュが持つ疑問の答えはヴィオラが持っていた。

「それはですね、二つ理由があるんです。一つは術式に対する理解と解釈で、きちんとそれを理解した上でなければダメらしいです」

「単に教えられた術式を唱えるだけではダメだということか」

「はい。もう一つは、消費される量は確かにこれだけなんですけど、どうも発動されるタイミングで必要な魔力はその倍はなければいけないらしいんです」

「倍？　どういう理屈なんだ？」

「それは師匠にも判らないらしくて。ぎりぎりの魔力で『扉』を開けようとしたら発動できなくて、どこまで回復しないと開かないか調べたらそういう結果だったそうです。だいぶ術式も組み替えていじり倒してみたらしいんですけど、師匠をもってしてもその部分だけは変えられなかったらしくて」

「あのエルヴィーラ殿が無理だったのならばおそらく無理なんだろうな」

「はい、たぶん。師匠は楽をするためには手間を惜しまない人なので」

「……矛盾している気もするが、あの人の中ではそうじゃないんだろうな、きっと」

　ちょっと呆れた口調のラーシュに笑いながら、ヴィオラが続ける。

「だから、ラーシュ様があと一回私を抱いて魔力が尽きるくらいの量ならば、そもそも魔力量が足りないことになるんです。師匠は、推定だけど『扉』をくぐった先で昏倒することにならないように最低限の保険じゃないかって言ってましたけど」

「なるほど。いずれにせよ、俺がどうにかして魔力量を増やさない限り、『扉』は開けられないということか。ああ、術式の勉強もあるが」

　理解したとうなずくラーシュに今度はヴィオラが不思議そうに訊いた。

「ラーシュ様、『扉』を開けたかったんですか？」

「ああ、まあできればいろいろと移動に楽だろうということもあるがな。いつもきみに来てもらわなくても、俺が行くことができればきみの負担が減るだろう」

「負担なんて。でも気遣ってくださって嬉しいです。ありがとうございます」

「もっとも、きみが来てくれると、魔力供給を理由に抱くという名分が立つからそれはそれでいいんだけどな」

「今言ったお礼を返してください」

　二人してくすくすと笑いながら、じゃれ合うようにくちづけあう。こんなふうにくっつきあうことができるなんて夢みたいだ。

「でも、あの、私がもらっといてなんですけど、ラーシュ様の魔力回復は間に合うんですか？　競技会、出るんですよね？」

「もちろん出るよ。ただ俺は魔力不使用の部に出るからな、あまり関係はないんだ」

「え、そうなんですか」

　てっきり魔力使用可の方に出るとばかり思っていたヴィオラが訊き返すと、ラーシュは笑った。

「さすがに魔力量と威力が違い過ぎるからな、いくら騎士でも人間相手に使うのは憚られる。大丈夫、魔術を一切使わなくたってその辺の騎士に負けないだけの自信はあるさ」

「ちなみに過去二度の成績は？」

「二度とも優勝」

「さすがラーシュ様！」

　さすがは騎士すらも憧れる滅竜騎士様だ。魔力などなくともその強さは間違いないらしい。

「これが例えばエルヴィーラ殿クラスの魔女相手だと、逆に魔力が尽きるまで全力で魔術を使いつつ剣を振るったとしても勝てる気がしないんだがな」

「あ、それは判ります」

　相手はおそらく現在知られている中で最強であり最凶と謳われている魔女だ。ヴィオラだって師匠と本格的に戦おうと思ったらどうしたらいいかなんて思いつかない。

「今年はきみが見ているんだ。格好悪い姿は見せられないからな。絶対に優勝する」

「はい、期待してます。でも、怪我なんてしないでくださいね」

「しないと思うが、もししてもきみが治してくれるんだろう、医療班殿？」

「もちろんラーシュ様のお怪我はどんなものだって私が絶対完璧に治します。でも、そもそも痛い思いなんてして欲しくないですから」

「騎士なんて怪我して強くなるものだぞ。俺の魔女は優しいな」

　ちゅっ、と額にキスが落とされてヴィオラが思わず照れる。微笑んだラーシュはおもむろに腕の中の恋人を抱きしめた。

「大丈夫、必ず勝つ。なに、竜やエルヴィーラ殿を相手に戦うより何十倍も楽だ」

「はい。でも、竜と同列に扱われる師匠って大概人外ですよねえ……」

　自分で言ったくせにラーシュがくつくつと笑い声を立てた。

　笑いながら、休憩は終わりとばかりにラーシュの手がゆるゆるとヴィオラの身体を這いまわりだす。

　そのくすぐったさに身体を捩りながら、ヴィオラが甘い声を上げる。

　キスを交わしながら胸を弄りだしたラーシュが、ふと思い出した様子で訊いた。

「魔力が足りなくて精気が体内に吸収される限り、魔女は妊娠しないんだったな？」

「え、はい。そう聞いてます」

「では、もう魔力吸収が必要でなくなった普通の性行為なら、魔女も妊娠するのか？」

「え、あ、はい、理屈の上では。普通に月のものもありますし、タイミングが合えば、ですけども……？」

「なら、こうしてきみをこのまましょっちゅう抱き続けていたら、きみが俺の子を授かってくれるかもしれないということだな？」

　思わぬコトを言われて、ぼぼぼっ、とヴィオラのカオが火照る。

「ええええと、その、ラーシュさま、あの、子供、欲しいんですか……？」

「いずれはな。できたらできたで構わない。ただ、きみが俺との結婚を前向きに考えてくれる材料になるのならと思っただけだよ。正直に言うなら、まだ全然きみを抱き足りないからしばらくはいい」

「……本当に正直な意見ですね……」

　とりあえず確認といったところではあろうが、あまりにも欲望に正直な意見だったので、ヴィオラはちょっと呆れた。

「……魔女になってしばらくは、膨大になった魔力の定着と安定とか体調変化で、その、月のものの不順が起きやすかったりするらしいので、できるとは限らない、らしいです」

「そうか。やはり授かりものということだな。では、俺達がいかに愛し合っているかを神々にご照覧いただいて、結婚したら早く子を授けてくれるよう願おうか」

　ちゅうっと胸を吸い上げられて、きゃあっと悲鳴があがる。

　再び睦み合いを始めた二人は、ヴィオラが音を上げて寝落ちするまで何度も続けられた。










　目が覚めるともう朝だった。

　隣にはラーシュがいてヴィオラを抱き枕にしている。身じろぎしたら抱きすくめられて、余計に動けなくなった。

　恥ずかしいけど幸せで、温かくて、裸のままの身体が触れているところすべてがなんだか気持ちいい。

　とはいえ、夕べも無茶をされたせいでなんだかカラダの関節がぎしぎし言いそうなくらいイタイので、こっそり『癒し』をかけた。すると胎内に残っていたらしいラーシュの精液が、じゅん、と沁み込んだのが判って妙に気恥ずかしい。

　今日はラーシュの仕事が休みでデートに出掛ける予定のはずだが、出掛けたいのと同じくらいこのまま抱きしめられていたい。裸のままは恥ずかしいけど、ずっといちゃいちゃじゃれあっていたい。

　こんなことを言ったらラーシュは呆れるだろうか、と、ちょっとだけ不安になる。

　でも今日一日なんて言わないから、起きるまででいいからこうしてラーシュに甘えるのを許して欲しい。

　すり、と胸にすり寄ると目の前にラーシュの乳首があって、なんだろう、つい触ってみたくなった。

　自分のは散々ラーシュに弄り倒されているのだ、少しくらい触らせてもらっても文句は言わないだろう、そんな気分で、指先でちょん、とつついてみる。あまり自分の胸の先をつついた時と感触は変わらないが、他人のそんなところを触ったことがないので興味津々だ。

　少し擦ったり摘まんでみると徐々に立ち上がってきて、ぷっくりと膨れ上がってきた。……おもしろい。

　つい、もう片方も弄りたくなった。同じようにすると立ち上がってきた乳首をつついて、それからおもむろに舐めてみた。

　大胆なコトをしていると判っているが、いつも乳首が取れてしまうのではないかと思うほどに吸ったり噛まれたりしているのだ。そんなにイイものか試してみたくなった。

　口に含んで舌先で舐めて、それからちゅうっと吸ってみる。唇で軽く食んでみる。なるほど、こんな感触か、と、思った途端。

　小刻みにラーシュの身体が震え出した。

　え？　と口を離してカオを上げると、必死に笑いをこらえている様子のラーシュがいて。ヴィオラは一気にカオが沸騰する勢いで真っ赤になって、ばっと一気に離れた。

「おはよう、ヴィオラ。朝から大胆だな？」

「あっ、あの、違っ、その、これはっ！」

　笑いを含んだ挨拶をされてしどろもどろになるが、やっていたコトは言い訳のしようが無い。

「いいぞ？　好きなだけ触るといい」

「いえ！　もう！」

「遠慮するな。俺だって散々触ってるんだ、不公平だと言われたら確かにその通りだからな」

「いえ、ホントにもう！　いつから起きてたんですか!?」

「たぶん、きみが魔力を発動させたタイミングかな。『癒し』をかけたんだなって気付いて、それからきみがくっついてきてくれたから嬉しくてそのまま寝たふりをしていた。でも、まさか寝ている間にいたずらされようとはな。なんとか耐えようと思ったんだが、くすぐったくて我慢しきれなかったよ」

　くっくっくっと笑うラーシュの笑顔があまりにも居たたまれなくて、ヴィオラは思わずラーシュに背中を向けて上掛けをかぶって丸まった。

「ヴィオラ、そんなに恥ずかしがらなくていいから。別に怒ってないぞ？　ていうか、楽しかったぞ？」

「忘れてくださいっ！　お願いだから無かったコトにして！」

「どうして。構わないって言ってるだろう」

「構います！　恥ずかしいいいい！」

「恥ずかしがるならむしろ俺の方だと思うんだが」

　くすくすと笑いながら、ラーシュがツッコむ。

「で、どうだった、俺の乳首は？　触り甲斐はあったか？」

「いやあ！　聞かないでえ！」

「聞きたいな。ヴィオラの胸はいつも触るのが楽しいから」

「そんな恥ずかしいコト言わないでくださいいいい!!」

「でも、事実だぞ」

　言うと同時に力任せに上掛けを引っぺがされた。悲鳴を上げるも、力で騎士に敵うわけがない。

　あっと身を起こした瞬間を狙って後ろから抱きすくめられた。

「もっと大胆になってくれていい。もっときみからも動いてくれていいんだぞ。嬉しく思いこそすれ、はしたないとか幻滅したなんて言わないから。文句だって言ってくれていい。なにも言わないと、本当に俺にヤりたいだけヤられて、好き勝手したいようにされるぞ」

　自分で言いますか、と思った途端、ラーシュの手が胸の先を弄り始めていて、つい甘い声が漏れてしまう。

「ほら、こんなふうに」

「……んんっ、ラーシュ様、今日はお出掛けするはずでは？」

「このまま一日きみと抱き合っていちゃいちゃしているのもいいな、と提案したら軽蔑するか？」

「しませんけど、ずっとこんなコトしてたらさすがに明日のラーシュ様のお仕事に差し障りませんか？」

「なんの、騎士の体力を舐めるな。全然問題ない」

「……そうなんですか」

　ちょっと遠い目をしたくなる。全然モンダイないんだ。スゴイな？

「ああ、そーいうのがお休みのたびにしょっちゅう繰り返されて、出掛ける約束を反故にされて、身体がもたないって恋人に振られるんですね、騎士様は？」

「……なるほど」

　ちょっと言ってみたら、ラーシュが胸を弄るのをやめたので、思わず吹き出した。効果があったことに満足して、振り返って自分からちゅっと軽くくちづけた。

「嘘です。私もいちゃいちゃしたいって思ってました。まだ、その、こういうコトにそんなに慣れてないので恥ずかしいですけど、でもラーシュ様とこうしてくっついてずっと愛し合うことをイヤだなんて言いません。嬉しいです」

　本当ですよ？　と微笑んで見せたら、今度はラーシュから口を塞がれた。

　たっぷりと時間を掛けて甘くくちづけられると、離れたラーシュが微笑んでいた。

「では、今日はずっとヴィオラを可愛がっていいんだな」

「でも、お菓子はいいんですか？」

　わざわざ言ってみたら、ラーシュが目を細めて笑った。

「ああ、いいんだ。今日は菓子より甘いものをずっと口にできるから。きみがいればそれでいい」

　恥ずかしそうにはにかんで、ヴィオラは恋人の身体にもう一度抱き着いた。










　結局、ヴィオラが家に戻ったのはその日ではなく更に次の日の朝だった。

　さすがにその日の夜に戻ろうとしたヴィオラだったが、そろそろ帰ると言う度にこれで最後とラーシュがヴィオラを捕まえて離さずを繰り返し、結局そのまま疲れて寝てしまったのだ。

　二晩も家を空けてしまった。師匠はしょっちゅうだがヴィオラがそんなことをしたのは初めてで、帰ってからの師匠の反応がコワすぎる。叱られる方ではなくからかわれる方で。






　休み明けの朝、出勤の身支度を終えてからラーシュが訊いた。

「『扉』って開いてからどれくらい持続するんだ？」

「基本的には閉じなければ繋がってますけど、その分私の魔力が削られていくと思うので、あんまり長い時間は」

「なるほど。ではヴィオラ、一度きみの部屋に『扉』を繋いでくれるか」

「え、あ、はい」

　言われた通り『扉』を繋ぐ。開くと自分の部屋だ。

　もうこれで幸せだった休日が終わる、とちょっと寂しく思っていたら、触れていた扉から手を離されてすぐ横の壁に手をつかされた。ナニゴトかと思ったら、突然後ろからスカートをたくし上げられ、あれよという間に下着をずらされてラーシュの杭がナカに入り込んできて、思わず悲鳴を上げる。

　一昨日から昨夜に掛けて一日中使われたソコはもうすっかりラーシュのモノに慣らされて柔らかくなっていて、いきなり入られても彼を受け入れた。

　最後とばかりに後ろから攻められた挙句にあっという間にイかされると、ソコからラーシュの精と共に魔力が流れ込んで来て、たまらずがくがくと震えて足から力が抜けそうになる。

　魔力を使ったのだから性行為をすれば当然ラーシュの魔力を吸い上げるのは判るが、本当に突然どうしたのかと思えば、繋がった状態のままで後ろから囁かれた。

「帰りの分の魔力も持っていけ」

　言うが早いか、もう一度同じ態勢で後ろから突かれた。

　結局もう一度ヴィオラを堪能してイかせて自分もヴィオラの中で最後の欲を吐き出すと、楽しそうな笑みを浮かべたラーシュが軽くキスをしてから扉を開けてそのまま彼女を中に押し込んだ。

『扉』が閉まって、その場にぺたんと座り込んだヴィオラの手元に、ふわりと伝言鳥が現れる。






『休日中ずっと抱けて幸せだった。愛しているよ。』






　文章が目に入ったヴィオラは、我に返った途端カオをぼぼぼっと真っ赤に染めた。

「……なんってコトを……っ！」

　さすがに恥ずかしすぎてそれ以上言葉が出てこない。

　もしかして、これからもラーシュのところに『扉』で行ったら、こんなかたちで帰りの分の魔力までもらってしまうのか。

　確かにおかげで魔力の全回復までできたが。確かにそれはありがたいが！

　あのヒトはこれから平気なカオで仕事に行くのか、あんなコトしたすぐ後で!?

　たまらない羞恥にしばらく悶えたヴィオラは、煮えたアタマでとりあえず風呂に入ろうとのろのろと動き出した。

　階下で待ち構えていた師匠に全力でからかわれるまであと三分。

















＜　22　＞












　競技会当日。

　今日はヴィオラの初仕事の日だ。

　制服姿も初々しいヴィオラは、朝から張り切って出勤した。髪を邪魔にならないようにしっかり結い上げて、念のために魔法で服の防汚処理をする。

　競技会は二日に分けて行われる。一日目は魔術無しの剣技のみ、二日目は魔術可で、やはり二日目の方が人気はあるらしい。

　競技会の会場は普段王都の騎士が訓練に使っている習練場で、この時だけ観覧席が開放される。

　ヴィオラたちが常駐する予定の医療室は円形の競技場の一角に仮設でつくられていて、習練場の側の壁がない形の小屋といった態だ。

　中にはベッドが十台ほど並べられ、治療器具や水桶、医療記録を残すための筆記道具などが運び込まれている。力仕事はすべて前日に騎士たちがしてくれたそうだ。

　医療班とはいうものの、七人全員が常に治療にあたるわけではない。観覧席の客を護る為の『壁』をつくり維持をする役も担当する。竜を防ぐためのものよりも数段薄く弱いものだが、人間の魔術攻撃を防ぐものならばそれで充分だった。『壁』をつくれるのは五人で、その中から三人が交代でそれを行うのだ。そして残りの四人で治療することになる。

『壁』をつくれないのはカーリンと年長の男性アロルドで、二人は終始治療に専念する。

　医療班のメンバーとようやくカオを合わせたヴィオラは、ここでも妙な好奇の目で見られていて少し居たたまれない。それでもカーリンがいてくれるのでだいぶ気が楽ではあるのだが。

　さすがに班長のイングリッドはそんなことはないが、他の四人はだいぶヴィオラの存在が気になるらしい。魔女はあまり他人に過度な興味を持たないが、というか、自分の興味のあるもの以外にあまり興味をもたないものだが、やはり異分子は気になるらしい。

　一通りの事前確認が済み、準備も完了してあとは始まるのを待つばかりだ。手が空いたのでカーリンと話そうとしたら、知らない女性が寄ってきた。

　金髪のちょっと気の強そうな娘で、その後ろにもう一人、栗色の髪のちょっと気の弱そうな娘がいる。二人ともヴィオラと同じくらいの年のようだ。

「ねえ、ヴィオラだったかしら。エルヴィーラ様の弟子ってホント？」

「え、あ、はい。ヴィオラ・ノルドルンドです。よろしくお願いします。シーラさんでよかったですか？」

「ええ、そうよ。シーラ・マルクス・ステニウス。後ろの子はドリス・エングホルム。ドリスは喋れないけど耳はちゃんと聞こえるから、もし私がいない時に患者になにか言わなきゃいけない時にはサポートしてあげて」

　すごく簡単に自分とドリスの紹介を終えると、シーラは興味津々に訊いてきた。

「あなたも攻撃魔術とか得意なの？　なんで医療班に参加してるの？」

「あー、いえ、私、攻撃系はあまり。防御とか治療とか、そっちの方が私は得意なので」

「見習いの時に『壁』をつくれたってホント？」

「ああ、はい、それは」

「へーえ、ホントなんだ」

　矢継ぎ早に訊いたシーラはドリスと目配せをしあうと、ちょっと探るような目つきで続けた。

「じゃあ、滅竜騎士様の恋人になったってホント？　師匠の威光いこうで無理矢理恋人にしてもらったんだとか、無理に迫ってカラダで承諾させたんだとか、実は精神系の魔術を使って滅竜騎士様のピアスを奪い取ったんじゃないかとか、いろいろ随分な噂が流れてるんだけど、それってどこまで事実？」

「はあ!?　なんですかソレ!?」

「さあ、なんか城の侍女たちが実しやかに噂してるわよ」

「ちょっと、シーラ。あんたなに言い出すんだよ？」

　カーリンが思わず声を上げて割って入ってくれた。どうせナニか嫌味を言われているだろうとは思っていたが、流石に予想以上の内容で驚く。

　気付けば他のメンバーである男性二人も参加はしないものの聞いてはいるようだ。

　こういうコトは最初にちゃんと言って、聞かなければほっとくしかないわと師匠にも言われたので、カーリンが間に入ってくれようとするのを止めてはっきりと言った。

「滅竜騎士様とお付き合いをしているのは本当ですけど、あとは全部嘘です！　師匠は関係ないし、無理矢理ナニかしたわけでもないです！」

「でしょうね」

「は、…はい？」

　勢い込んで言ったらあっさりと肯定されて、ヴィオラは目を丸くした。

「どーせそんなこったろうと思っていたわよ。なんでそう城の侍女たちって、ヒトの、っていうか魔女の悪口言うのが好きなのかしら。よく知りもしないくせに、よくもまあ、ああも適当な作り話ができるわ。想像力あり過ぎよね」

　肩をすくめるシーラと、うんうんとうなずいているドリスにぽかんとしてからカーリンを見上げると苦笑している。そのカオを見てか、シーラが言った。

「ああ、私は別にそれが事実でも構わないのよ？　滅竜騎士様がお師匠に頼まれてあなたと付き合うことにしようが、カラダで落とされようが、騙されていようが。ただ、確認したかっただけ。仕事を一緒にする上であなたがどんな子か知りたかったけど、侍女の噂話なんてテキトーなものを信じるのもばかばかしいからね」

「……あ、そう、なの」

「そう。あなたがちゃんと仕事をして、私たちの足を引っ張らなければ別になんでもいいの。でも、まあ、その杖を見た時点で嘘だろうとは思っていたけどね。なによ、その色、気恥ずかしいわ」

　ニヤニヤとからかっているのが判る口調で言われてヴィオラは思わず照れる。そういうシーラが持っている杖は濃い青に透明度の低い黄色の珠。ドリスは濃いめの緑に朱色の珠。そういえばとカーリンを見れば、薄めの緑に薄めの紫の珠。

　ヴィオラのような白金はいない代わりに師匠のような漆黒もいないのにちょっとだけ安堵する。

「もしかして、あなたを魔女にしてくれたのは滅竜騎士様？」

　真っ赤になってうなずくと、へえ、と生暖かい視線を寄越されたものだから、ますます恥ずかしい。

「うわ、幸せオーラに中あてられて、なんかこっちが恥ずかしくなってきちゃった」

「……そっちが訊いてきたんじゃないですか」

　ぱたぱたと手でカオをあおぐ振りまでされてヴィオラが呻くと、ニヤニヤ笑われる。シーラが、じゃあね、と踵を返しかけた時、医療室を覗き込む者がいた。

　入り口に近いところにいた男性メンバーがそちらを見ると、背の高い騎士がいた。

「すまない、ヴィオラ・ノルドルンドはいるだろうか。……ああ、ヴィオラ」

　声が聞こえて振り向くと、覗いていたのはラーシュだった。すぐに姿を見つけたラーシュが笑顔を向けてくれて、逢いに来てくれた嬉しさについカオが自然と笑ってしまう。

　邪魔になってもいけないのでヴィオラが入り口まで出向くと、遠慮してくれたのか男性二人が退いてくれた。

「ラーシュ様。来てくださって嬉しいですけど、まだ集合時間は良かったんですか？」

「ああ、あまり時間はないんだが、せっかくだからカオだけ見ておきたくてな。仕事前だというのにすまない。邪魔をしたか？」

　言いながら、こちらを見ていたイングリッドに軽く頭を下げる。

「いえ、もう用意は終わっているので大丈夫です。ラーシュ様、体調はどうですか？」

「万全だ。朝の習練でも身体が良く動いたし、好調だよ」

「なら良かったです。あの、魔力の方は？」

「ああ、全回復している。大丈夫だ、きみよりはだいぶ少ないからな。回復も早い」

　先日、帰りがけに奪ってしまった、というか持って行かされたラーシュの魔力を心配したのでほっとしたら、考えているコトが判ったのだろう、にやりと笑われて妙に恥ずかしくなる。

「ところで、きみの友達、カーリンといったか、紹介してくれるか？」

「あ、はい、そうでしたね。カーリン！」

　呼んで手招きすると、へ？　というカオをしてからカーリンがのんびり寄ってきた。

　今日のカーリンは、さすがにきちんと洗った綺麗な制服を着ていた。とはいえ相変わらず髪はぼさぼさで黒縁眼鏡も健在だ。ラーシュの目の辺りまである身長は女性ではあまりいないので、その長身に驚いたのかラーシュは僅かに目を見開いた。

　カーリンは、初めて目の前で見る滅竜騎士にさすがに気後れしているらしい。そして、じっと自分を見てくる彼の視線が居心地悪そうだ。

「ラーシュ様、こちらが友人のカーリン・イェルド・オデアンです。カーリン、この人がラーシュ・オロフ・ノシュテット様、その、私の、恋人、です」

　そういえば人にラーシュを恋人と紹介するのは初めてで気恥ずかしくなる。そんな友人の幸せのにじむカオを見てか、カーリンが緩く挨拶をした。

「あー、カーリン・イェルド・オデアンです。どうも……」

「ラーシュ・オロフ・ノシュテットだ」

　それからじっと見ていた視線をやっと緩めた。

「なるほど、背が高いな。だが、ちゃんと女性にみえる」

「……は？」

　聞きようによってはかなり失礼なコトを言われてカーリンが訊き返すと、ラーシュがはっとして謝った。

「ああ、すまない、不躾だったな。失礼した。いや、私のところに、ヴィオラが背の高い眼鏡の男と一緒にいたなどと言ってきたヤツがいてな。ヴィオラにもそう聞いていたし、そんなに男に見えるような外見なのかと思っていたんだが、背が高いというだけでちゃんと女性に見えると思って。気分を害されたのなら謝ろう」

「……ああ、そういうことですか」

　言いたいことを理解して、カーリンが苦笑いする。

「すみません、あたしがもうちょっと女らしいカッコなら良かったんでしょうが」

「いや、見た目でいろいろ言われる不快さは私も身に染みている。そのままのきみとヴィオラは仲良くなったんだろう、なら気にしないでもらいたい。ヴィオラに初めての友人ができたと嬉しそうに聞かされてね、きみに会ってみたかっただけなんだ。あとは、次にそんな余計なコトを言ってきた無礼者に言い返す材料が欲しかったと思ってくれ」

　子供の頃から外国人呼ばわり、異形呼ばわりにうんざりしていたのだろうラーシュに言われて察したのだろう、カーリンがうなずいた。

「そうですか。確かにヴィオラの友達で、一緒にヴィオラのごはんも食べた仲です」

　カーリンが緩く微笑むと、ラーシュがはたと気付いた。

「……そういえば、私はまだヴィオラのつくった食事を食べたことがないな」

「え、そうなんですか。あたしは友達になったその日に食べさせてもらったのに。美味しかったですよー」

「あ、それはちょっと悔しいな。ヴィオラ、今度私にも食べさせてくれ」

「……構いませんけど、なに、自慢してるの、カーリン」

　苦笑するヴィオラの隣で、カーリンが微笑む。ラーシュがどうやら多少の軽口も受け付けてくれるらしいと判って少し構えが緩くなったようだ。

「あなたがヴィオラの恋人である限り、どうぞよろしくお願い致します」

「では一生モノの付き合いになるな？　よろしく」

「だといいんですが」

　どちらともなく手を出して握手をするのを、ヴィオラは妙に不思議な気分で見物する。

　そんなことをしていたら突然ラッパの音が聞こえてきた。集合の合図らしい、ラーシュが競技場を振り返った。

「ああ、もう行かないと。ヴィオラ、また後でな」

「はい。ご武運をお祈り致しています。あと、怪我しないでくださいね」

　ヴィオラが見上げると、嬉しそうに微笑んだラーシュが恋人を緩く抱きしめた。人前だと焦るヴィオラに構わず、ラーシュが言う。

「ありがとう、気を付けよう。きみのカオを見に来たいのは山々だが、怪我をするときみが悲しむ。難しいところだな」
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　言いながら、おもむろにキスをする。それも、頬かと思ったら唇に触れられて、一気に赤くなった。

「私の女神に勝利のキスをもらったからもう大丈夫だ。では、勝ってくる」

「……っっ、もうっ、ラーシュ様！」

　思わず怒ると、ラーシュは笑いながら出て行った。……背後の目がイタイ。

　恥ずかしくて後ろを向けないでいると、カーリンがぼそりとつぶやいた。

「……なんだアレ。もしかしなくても、ヴィオラにベタ惚れ？」

　ぶわっとカオが更に赤くなる。すると、シーラがぼそっと続けた。

「……もしかして、テオドルとアロルドを牽制したつもり？」

　テオドル・フォルシウスとアロルド・サリアンの男性二人が肩をすくめた。それで更にカオが上げられなくなって両手でカオを覆う。

「すみませんすみませんすみません……」

　ああもう、恥ずかしい。後で絶対文句を言おう。

　耳まで真っ赤っかになっていたら、完全にからかう調子でシーラに言われた。

「まあ、今のアレを見ていたら、少なくとも噂の九割くらいは払拭できそうよねえ。どう見たってエルヴィーラ様に頼まれてイヤイヤ付き合ってるようにはとても見えないもの」

「今の光景を見てそんな感想抱くヤツはいないわなー」

　カーリンにまで言われてますます居たたまれない。

　ヴィオラはとんでもなく恥ずかしい思いをしながら、とにかく早く試合が始まらないかとそれだけをひたすら願った。

　試合が始まると、なんだかんだで忙しくなってきて、さすがに他のコトに気をまわしている暇はなくなってきた。

　刃を潰した剣を使うため、刀傷を負うわけではないが、それでも打撲や捻挫、骨折などの怪我を負った騎士が次々と現れる。これが明日になると、魔術による怪我が増えてもっと忙しくなるらしい。

　治療は可及的速やかに行われる。

　ヴィオラの治療法は、まず微量の魔力を相手の全身に流して異常のある箇所を確認し、その上で治癒魔術の行使をする。怪我をした場所だけでいいという者もいるが、気付かずぶつけていたりしてその場所を痛めただけで済んでいなかったりすることもあるからだ。

　シーラなどはその方法を聞いて、面倒だとか魔力がもったいないとか言ったが、万が一、そのせいで後で異状があった場合、おそらく後悔するのはヴィオラ自身だから、自分の診る患者はそうすることにすると言ったら好きにしなさいと言われた。

　だが、実際この方法のおかげで一人、脚の捻挫だと思うと言っていたのに肋骨にもひびを入れていたことが判った者がいて、ヴィオラはこの方法を採っていたことを良かったと思えた。

　カーリンが率先してその方法を採用し、そしてそれを聞いたテオドルが真似をしだし、アロルドもそれに倣った。

　シーラとドリスは、最後まで魔力が持たないかもしれないからとしなかったが、機会があればこれからそうすると言ってくれた。

　これだけでもここにいた意味があったとちょっと嬉しくなったヴィオラだった。

　治療の仕事自体は大変だがやり甲斐がある。だが、たくさんの騎士、つまり男性に囲まれることが今まであまりなかったヴィオラには、ちょっと緊張する状態が続いて気疲れする。

　そして、もっと面倒なのが。

「ねえ、きみ可愛いね。見ない顔だけど、魔術庁の新人さんかな？　よかったら、仕事が終わったら遊びに行かないか？」

　怪我の治療をしていると、二人に一人は必ずこんな声を掛けられる。

　騎士はモテるはずだが、こんなところでナンパなどしている場合だろうか。それとも魔女だからちょっと誘えばすぐ寝るような女たちだと思われているのだろうか。

「いえ、お断りします。恋人がおりますので」

　果たして、今日何度言ったコトやら、という具合だが、それで引かない者は意外と多い。

「え、いいじゃないか、食事くらい。俺、そいつより満足させてあげるよ？」

　確実に食事だけでない台詞を平気で口にする軽い騎士にちょっとピアスを触って見せると、瞬時にカオが真っ青になって平謝りをする。

　そんな光景が何度もくりかえされ、ヴィオラは仕事のせいではない疲れに溜息を落とすのだった。

　ちなみにそれはヴィオラだけではなく、シーラやドリスもなのだが、シーラは取り付く島もなくきっぱり断り、『元の怪我よりもっと酷い怪我にして差し上げましょうか？』とにこやかに振る。

　ドリスは一切喋らない。ただ怪我の治療をして、あとは丸無視で、ナニを言われようと一切反応しない。こちらを向かせようと無理に手を掴まれたりするとその瞬間ものすごい蔑んだ目で相手を睨んで、大抵はそれで引き下がるという寸法だった。ある意味シーラより厳しい反応だ。

　そして、カーリンはというと、まず男だと思われるらしく誘われない。たまに声で女性だと判ると声を掛ける者もいるが、そういう時だけとてもにこやかに、『お水飲みますか？　即効性の毒薬入れておきますね？』と水の入ったコップを渡そうとするので即行で逃げ出されていた。

　確かに恋愛は自由だが、騎士の方々はあまりにも軽く誘い過ぎだ。声を掛けて上手いコト引っかかってくれたらラッキーくらいのつもりだろうが、あまりにもみんながみんなやっていると、なんだか騎士に対する評価が随分と落ちていく気がするのは気のせいか。

　以前ラーシュが言っていた、あまりにイメージが違い過ぎて呆れ返るかもという言葉が少し理解できた気がする。

　所詮、野郎の集団なんてそんなものだよ、と言われたが、確かに遊ぶ相手にしろ彼女にしろ、騎士とはいえ女が欲しい普通の男性であることには間違いないようで。

　……ラーシュ様は違うのかな？　と思わずにはいられない。

　ラーシュがあんなふうにナンパをするようにはさすがに思えないが、絶対に無いと断言できるほど、昔のラーシュを知っているわけではない。

　ラーシュの女絡みの噂は聞いたことが無いが、彼だって二十代後半の男性で、ヴィオラとこんなコトになる前にはそういう思いがあったのだとしても責められない。

　ちょっと複雑な思いを抱えるヴィオラだった。

















＜　23　＞












　ところで、結果から言えば、試合は最後までラーシュの圧勝で終わった。

　ほとんどの試合をほんの数撃打ち合ううちに終わらせてしまったとあれば、圧勝というに相応しいだろう。

　大抵の場合は剣を力任せに吹っ飛ばすか、本人を吹っ飛ばして剣先を首元にあてて終わったため、力の差が歴然であったにも拘わらずラーシュと戦った者にほとんど怪我人は出なかった。

　手が空いた隙にラーシュの決勝の試合が観戦できたヴィオラは、相手だって決勝まで勝ち上がってきた強者のはずなのに素人目にも判るほどのラーシュの圧倒的な強さを垣間見て、ますます素敵だと憧れを強くした。有体に言えば、惚れ直した。

　そもそもここに出てきているのはその団でそれなりの自信がある者ばかりのはずだ。それなのにこの圧倒的な強さは、ラーシュがいかに剣技に優れているかの良い証明であるといえた。

　意外にも騎士たちは彼と試合ができることを望み、相手に当たった者は強敵を相手に喜び、当たらなかった者は羨ましがるという。

　強い者に憧れるのは騎士も同じで、勝てるわけがないのは判っていても、その相手をしてもらえること自体が彼らには嬉しいらしい。

　城常駐の騎士たちはともかく、それ以外の団の騎士たちは憧れの滅竜騎士と相対するなどこの機会しかなく、それ故にラーシュの試合や剣技を見たくて志願してくる者までいるというのだからかなかなか熱い。そして、一日目の日程が終わってからでも、ひと指南お願いしたく、と乞う者が列をなしていた。

「これだけ見てりゃ、騎士様もカッコイイんだけど。あのナンパ攻勢さえなきゃいいのに、むしろ自分たちで評判を落としてるの絶対全然気付いてないわよね、あの人たち」

　本日の治療が終わってからも続いている光景に、シーラが呆れたように息を吐いていた。後ろでドリスもうんうんとうなずいている。

　それはともかく騎士たちの指南志願は一体いつまで続くんだろうと、優勝のお祝いを言いたいのに傍に寄ることのできないヴィオラはちょっと困っている。まあ、慕われること自体は良いことだが。

　治療記録を全員分書き終わり、明日の用意を終える頃にはそろそろ夕焼けの空が藍色に染まっていて、思ったより感じている疲労になんとなく首や肩をまわしていると、テオドルが笑った。

「思っていたより疲れただろう。明日は今日よりもっと忙しい。しっかり休んでおけよ」

　彼はここ十年ほど毎年治療に参加しているそうなので、程度が判っているのだろう。

「もう今日の仕事が終わったのなら帰っていいよ。ノシュテット様が待ってるんじゃないのか？」

「あー、どう、なんでしょうか。ずーっと騎士の方々の相手をしていらしたんですけど」

「もう終わってるみたいだぞ」

　外の様子をうかがっていたテオドルが言うので、外を覗いてみると、確かにさっきまで列ができていた辺りに人影はなかった。

「特に待ち合わせとか一緒に帰るとかの約束はしていないんで、ラーシュ様がお忙しいようならそのまま帰ろうかと思っていたんですけど」

　大会前に、後でと言われたが、忙しいようなら手を煩わせるのも申し訳ない。あの様子だと大会が終わったとて他の参加者から離してもらえないのではあるまいか。

　だが、テオドルがそれを止めた。

「いやいやいや、とりあえず連絡だけはしておきなよ。心配するでしょ。あの様子だと、ひとりで黙って帰ったらあとからきっと怒られるよ？」

「……あー、はい、そうですね」

「もしかして怒られたことがあるとか？」

「はあ、まあ、前科があるもので」

「じゃあ、絶対そうした方がいいね。ノシュテット様に、怒られるより前にまず心配させたくないだろう？」

「あ……、はい」

　テオドルの言葉にハッとする。そう言われれば、ラーシュはいつもヴィオラを心配してくれている。恋人になる前から、いつもいろいろと気をまわしてもらっていたと思う。そんなヴィオラができることは、できるだけラーシュに心配を掛けないことだろうと思った。

　とりあえず、言いたいことを書いて伝言鳥を飛ばす。

『今日はこれで帰ります。直接優勝のお祝いを言いたかったけれど、忙しそうなのでまた明日にでも。』

　飛ばしておいてから、イングリッドに挨拶をして帰り支度をする。シーラとドリスはもう既に仕事を終えて帰っていた。

　治療記録に時間が掛かっていたカーリンがカオを上げた。

「ヴィオラ、帰るの？　ノシュテット様と一緒じゃないんなら一緒に晩ごはん食べに行かない？」

「あ、うん、カーリンがいいのなら喜んでだよ」

　友達とごはんを食べて帰るなんて憧れていたことのひとつだ。とても嬉しい。

　師匠には、もしそうなることがあったら連絡するように言われている。ラーシュにもそう言いなおすべきかと思っていたら、返事がきた。

『送っていく。もう少し待っていてくれ。ひとりで帰るな。』

　予測していた答えが来たので、『カーリンと食事に行くことにしたので大丈夫です』とすぐに飛ばし直してカーリンの仕事が終わるのを待っていると、更に返事が来た。

『ヴィオラと夕食を食べに行くことまでカーリンに先を越されたな。少し悔しい。』

　思わず吹き出した。










　ヴィオラとカーリンは、城の近くの食堂に入った。遅くまでやっているが店主が女将でごつい旦那がいるので男の酔客に厳しく、女性にはありがたい店だという。この店から徒歩数分のごく近い場所でひとり暮らししているカーリンが、研究で帰りが遅くなった時などにちょくちょく使っている店なのだそうだ。

　魔女になってから、ヴィオラの食事量は確実に増えていた。

　今日のように魔法を多量に使った時は特に食べる量が増える。消費した魔力量を補うためだと思われた。そうするとどうしても食費が嵩むから、安くて量が多くて美味しい店は大変ありがたい。

　二人のテーブルの上には大人の男五人前はあろう量の皿が乗っていて、とても女性二人が食べられる量だとは思えないだろうが、一皿目が置かれた時からすぐに手が付けられ、今もどんどん消費されつつあった。

「まあったく、あのヒト結構ヤキモチ焼きか？　張り合うなよ、そんなトコで」

「初めに煽ったのはカーリンでしょ」

　グラタンをつつきながら、カーリンが呆れている。ちなみに、『カーリンと食事をして帰る』に対する返事を言った時の反応だ。

　あははー、と笑いながらヴィオラが煮込みハンバーグを食べていると、カーリンが溜息を吐いた。

「実は結構めんどくさいヒトか？　ヴィオラだってもう成人してるんだから、そんな過保護にしなくたっていいだろうにさ。重たくない？」

「でもねえ、私、何回か男の人に襲われかけて、そのうちの何回かをラーシュ様に助けてもらってるから、ちょっと心配されるのしょうがないところがあるかも」

「え、マジか。まあ、ヴィオラ可愛いもんな。魔女にしてもらった相手ってノシュテット様だって言ってたよね。よくそれまで無事だったね？　それとも、実はノシュテット様に襲われたとか？」

　なんで相手を知ってるのかと言いかけて、朝シーラに言わされたのだったと思いだす。

「いえいえ、そんなワケ！」

「じゃあ、ヴィオラがあのヒトを押し倒したとか？」

「なんで素直にお付き合いして意思疎通ができた後にしてもらったっていう展開が出てこないんだろう」

「そうなの？」

「ちょっと違うけど」

「なんだよ」

　笑ったカーリンが、で、結局どうだったのさと聞くので、大雑把に概要を話す。

　元々は二年半もヴィオラが彼に片想いしていたのだと告白した。所用で城のラーシュの執務室に寄った帰りに裏道で数人の男に追いかけられ、必死に『壁』をつくって抵抗していたところを追いかけてきてくれたラーシュに助けられた。そのまま魔力切れで昏倒し、告白した上で魔女にして欲しいと願い、魔力補充も兼ねて抱いてもらったこと。そして、そのまま付き合うことになったことまで話すと、カーリンが、うわー、というカオになった。

「棚から肉まん？　濡れ手に麦？」

「ええええ、いや、さすがにソレは失礼かと」

「なんでよ、完全にラッキースケベの挙句の恋人ゲットじゃん。実は黙ってただけでその前からあんたのコト狙ってたってコトはないの？」

「え、いえ、まさかそんなコトは。だって全然そんなそぶりなかったし」

「わっかんねーじゃん。実は思ってもみなかったヒトがそーいうコト考えてたりするかもでしょ」

「そりゃ絶対ないとはいわないけど、ラーシュ様に限ってそれはないと思うけどなあ。割となんでも言ってくれてるし」

　ラーシュは恋人になってから、結構いろいろと心情をしゃべってくれていると思う。もちろん黙っていることだってあるかもしれないが、誠実でいてくれていると信じている。

「そーいうカーリンはどうなの？　私ばっかり恥ずかしい話はずるいよ。……まあ、話したくなきゃいいけど」

　言わされた身としては相手の話も聞きだしたい、と思ってから、それが自分のように幸せな経験だったとは限らないと気付いて言い足すと、カーリンはいつものように、にへら、と笑った。

「お気遣いどーも。うん、まあ、あたしはね、存在は前に言ったことあったよね、兄弟子なんだけど」

「え、そうなの」

「うん。まあ、無理矢理ってほど酷くはなかったけど、まあ、それでもね。あたしが望んだわけじゃなかったから」

　兄弟子が独立した時、カーリンは十六歳だったという。毒の研究が楽しかったカーリンと違って一般の薬屋に出まわる類の病気の市販薬を得意とした兄弟子は、独立する前から内職でそこそこ資金を得ていたこともあり、開業に支障はなかった。

　一般的に庶民は、怪我や病気は薬で治す。魔術治療は実はお代が結構高くて、薬で治らない時の最後の手段扱いだ。だから薬屋は割と安定した収入を得られるという点で魔術師の良い収入源だ。

　店を開けたら遊びに来るといいと言われていたカーリンは、店が落ち着いた頃、素直に遊びに行った。

　そしてその夜、兄弟子に押し倒された。

　いくら兄弟子よりよほど言葉遣いが雑で男と間違えられるような長身でもカーリンは女で、妹弟子よりよほど穏やかな性格だと言われていても、それでも彼は男だった。

　年上の男性に小娘は力で負ける。結局そのまま奪われた。

　曰く、ずっと欲しかったのだと。子供の頃から知る妹弟子ではあったが、成長して二次性徴が見られるようになった辺りから女として意識していたのだと。

　このままでは成人する前に手を出してしまいかねないからと独立したのに、無邪気に一緒のベッドで構わないから泊まらせてなんて言うから箍たがが外れたのだと言われた。

　もちろん好きな人とが良かったが、その時点で好きな人なんていなかったし、血縁に嫌われた娘には師匠と兄弟子くらいしか好意を持てる男性が傍にいなかった。だがそれはあくまで父と兄としてだ。だから、兄と慕っていたが故に男として意識していなかったのが彼女の最大の過失とは言えるかもしれない。

　カーリンは、まあ兄弟子ならしょうがないかと開き直って諦めた。

　知らないヤツに無理やり犯されるくらいなら、兄弟子の方が数十倍マシだった。

　ただ、思っていたより随分早い処女喪失による魔女化に師匠がアタマを抱えていたことと、兄弟子が師匠にぶん殴られてしばらく頬を腫らしていたことが笑い話だと、カーリンは笑った。

「それで、今、その兄弟子さんとは？」

「んー？　別々に暮らしてるし、付き合ってもないよ。でも、別にもう会ってないわけでもない。師匠の家を出るって決めた時、なら一緒に住むかって言われたけど断った。あたしはその時点で魔術庁に入ることが決まってたし、あたしは別にあの人のコト、恋人にしたいってわけでもなかったし」

「そう、なんだ。でも兄弟子さんはカーリンのコト好きなんじゃないの？」

「かもね。でもなんにも言われてないし、言ってこないヤツに遣う気はあたしには無い」

　断言するカーリンに、ヴィオラは、おお、と感心する。

「……カーリン、オトコマエ」

「褒められたと思っとくよ」

　カーリンは、からからと笑う。そのさっぱりした笑顔を見る限りでは、その事件自体はもう気にしてはいないようだった。

　甘い果実酒をちびちび舐めながら、こんなにあからさまな暴露話をすることをヴィオラはちょっと不思議な気分で楽しく思う。いや、酒が入ったからこそだろうか。魔女は性事情に関しては割とおおらかであからさまだ。それでもこんなふうに割と腹を割ったことを話せる友人ができたことがとても嬉しい。

「じゃあ、兄弟子さんに、好きだから恋人として一緒に暮らしてって言われたらどうするの？」

「さあね、その時考えるよ。でも、今のあたしは恋人より研究の方が大事で楽しいし、断るかもね」

　魔女の気質を考えればそんな返事もあるだろう、とヴィオラはうなずいた。するとカーリンがニヤつきながら訊き返す。

「ヴィオラは今は恋の方が優先かな？　それにしてもさあ、天下の滅竜騎士様があんな重たい男だとは思わなかったよ。普段城で見掛けた時は無表情でどんだけカタい男なのかと思ってたのに、なんだよ、あのやたら甘い笑顔にがっつりキス。砂糖吐きそうだったわ」

「もうっ、失礼よ、カーリン。……でも、ちょっと私も思わないでもない」

「自分で言ってちゃ世話無いな」

「だって！　ラーシュ様、私のコトものすごく愛してくださってるもの。私のどこをそんなに、って思うくらいものすごく大切に思ってくださってるし。付き合って初めての日に滅竜騎士様のピアスを渡してくれるし」

「初日ぃ!?　待て待て、アレって本人以外は嫁か婚約者しかつけちゃダメなモノのはずでしょ？　もう即日ソッコーでツバつけたってか!?　やっぱ重すぎるわ、あのヒト！」

　うわあ、というカオでカーリンが呆れて、ヴィオラは苦笑する。やっぱり自分が知らなかっただけで城勤めの人間には周知の話らしい。

「なるほど、あんたほど魔術を使える魔女が魔術庁に入らない理由ってそういうコトか。よく魔術師長様が勧誘しなかったと思ったら、あのヒト、あんたを早く嫁にして囲い込みたい気満々ってトコなわけね？　あのピアスはその主張なワケね？」

「……その通りなようです」

「なんか、エラい男につかまったね、ヴィオラ」

　改めて第三者に言われるとなんだかめちゃくちゃ恥ずかしい。

「しっかし、魔女を嫁にもらおうってなかなかいい度胸してるよな。どうなの、あのヒト、あっちの方は？　そんなに自信があるの？　騎士だから精力は強そうだけど？」

「……自信は……、うん、たぶん」

「へーえ。ウチの兄弟子は魔力量もたいしたことないし、あたしも魔力が空っぽにまでなったことはないけどさ。それでも初めての時、あの人の魔力を全部吸っちゃったみたいだったし。ヴィオラは？」

「……三回、でした」

「え、初めての日にした回数が？」

「いえ、魔力込みの回数が。……実際にした回数は、その倍以上」

　なんだか恥ずかしくなって、つい目を逸らす。案の定カーリンが目を丸くした。

「……うわあ。魔力量はさすが滅竜騎士様、って言っていいのか？　三回分も魔力が持つあの人もすごいけど、それで足りないくらい魔力容量に余裕のあるヴィオラもすごいよね。でもヤりすぎじゃね？　いくら魔力切れ起こしたっていっても初めての女の子にそんなにするか？」

「なんか、私が魔力切れした時、どれくらいで全回復するか確認しておきたいって……。魔力容量が判った時、全量の半分くらいはあったと思うけど、結局、全回復してくださったし」

「え、一度でも充分動けるようになるのに？　トータル七、八回くらいはヤったってコト？　スゴくねえ？」

「……その、何回したらいっぱいになるかちゃんと知っておかないと後々困ることになるかもだからって。いざという時にも他の男に触らせたくないから知っておきたいって」

「あのさあ、それって独占欲とヤりたい欲求を、さも正当性があるように言ってるだけじゃねえ？」

「……それは、私も思わないでもない」

「うーん、そろそろ呆れるの通り越してちょっとオモシロくなってきたかも」

　完全に呆れたカオのカーリンにぼそぼそと同意する。うん、やっぱりそう思うよね。

　それでも。

「でもさあ、ヴィオラはそれでも嬉しいんだよな？」

　え、とカーリンを見直すと、彼女はちょっと苦笑気味で、それでも優しく笑っていた。

「好きな人にそんだけ求められてそんだけ大事にしてもらえるんだもん、嬉しいよね。やたら重そうとか性欲が過ぎるとか難点は置いといても、その点は単純に羨ましいよ」

「……うん」

　そこは、素直にうなずけた。

　どれだけ重くたって、どれだけ抱き潰されたって、それでも相手がラーシュなら許せてしまう。

　それは明らかに惚れた弱みというやつで、ヴィオラにだって判っているけれど、ラーシュに愛され、抱かれる幸せは、つい一ヶ月も前の自分にとっては夢か妄想レベルの奇跡なのだ。

　照れ笑いを浮かべるヴィオラに、カーリンは緩い笑みを向ける。

「幸せそうなカオしてからにまあ……。つられてついうっかり好きな人が欲しくなっちゃうじゃん」

「あはは。カーリンももし相手ができたら教えてね。兄弟子さんでもいいけど」

「ええー、アレぇ？　うん、まあ、別にキライってわけじゃないんだけどなあ。でもなあ」

　うーん、とアタマをがりがりと掻くカーリンを見ながらヴィオラは笑う。

　別に無理に恋人をつくる必要性なんかないけれど、でもせっかくできた優しい友人がそういう幸せを味わいたい気があるのならもちろん応援したい。

　明日も仕事があるんだからそろそろ上がろうか、と促されて残念だと思いながら立ち上がると、そんなに残念そうなカオすんならウチに泊まってく？　とカーリンに笑われた。

　もう遅い時間だから一人で帰るのも心配だし、酒も入っている。辻馬車をお願いするしかないかと思っていたが、この時間ではつかまるかどうか怪しい。『扉』で帰るのが一番てっとり早いが、明日も魔力を必要とする仕事をするのだ、あまり消費したくない。

　結局、師匠とラーシュにお泊りを報告してから、喜んでカーリンの家にお邪魔した。

　初めての友人との食事に続いて初めてのお泊りが嬉しくて、ヴィオラは酔いに任せて夜中までしゃべり倒しながらカーリンとベッドを共にしてぐっすりと眠った。
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